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本
稿
は
、
B
r
i
g
i
t
t
e
 
K
．
H
a
r
t
ヨ
a
n
n
－
B
e
t
r
i
e
b
－
i
c
h
e
 
P
e
r
・
 
 

s
O
n
a
す
○
≡
i
k
d
u
r
c
h
A
u
∋
e
b
u
n
g
s
く
e
r
t
r
岸
e
」
毎
遥
の
紹
介
で
あ
る
。
 
 

一
 
は
じ
め
に
－
解
雇
な
き
人
月
削
減
 
 

ド
イ
ツ
で
は
、
一
九
九
一
九
二
年
の
再
統
一
ブ
ー
ム
の
後
に
企
業
で
 
 

大
幅
な
人
員
削
減
が
行
わ
れ
た
。
九
二
年
か
ら
九
六
年
の
間
に
、
労
働
者
 
 

の
約
四
・
三
％
な
い
し
は
一
三
〇
万
人
が
削
減
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
 
 

人
月
削
減
の
手
法
は
解
雇
な
き
雇
用
調
整
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
新
聞
報
 
 

道
に
よ
れ
ば
、
化
学
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
へ
キ
ス
ト
・
バ
イ
ヤ
ー
社
、
フ
ォ
 
 

ー
ド
自
動
車
は
一
九
九
三
年
に
そ
れ
ぞ
れ
三
、
0
0
0
人
規
模
の
人
月
削
減
 
 

を
「
社
会
調
和
的
な
（
s
O
N
i
a
－
完
r
t
r
茸
－
i
c
h
）
」
方
法
で
実
施
し
た
。
ま
た
 
 

連
邦
銀
行
お
よ
び
ド
イ
ツ
銀
行
は
一
九
九
二
年
に
予
定
し
て
い
た
整
理
解
 
 

雇
を
は
っ
き
り
と
断
念
し
た
。
同
様
の
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
鉄
道
、
ド
イ
ツ
・
 
 

テ
レ
コ
ム
お
よ
び
ド
イ
ツ
郵
便
局
に
お
け
る
雇
用
調
整
で
も
い
え
る
。
最
 
 

後
の
三
社
で
は
、
労
働
組
合
と
の
協
定
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
た
。
新
聞
 
 

紹
 
介
酬
 
 

ニ
≡
≡
≡
≡
≡
三
≡
≡
≡
≡
一
訓
 
 
 

ド
イ
ツ
に
お
け
る
合
意
解
約
の
実
情
 
 

－
 
 
ハ
ル
ト
マ
ン
著
・
合
意
解
約
実
態
調
査
の
紹
介
 
 

報
道
に
よ
れ
ば
、
「
ド
イ
ツ
鉄
道
、
九
万
人
の
削
減
、
官
吏
に
は
早
期
引
退
 
 

で
、
協
約
適
用
労
働
者
に
は
補
償
金
で
。
」
「
鉄
道
、
五
、
0
0
0
人
従
業
月
 
 

に
補
償
金
を
提
案
。
」
「
ド
イ
ツ
‥
丁
レ
コ
ム
、
整
理
解
雇
を
断
念
っ
」
「
郵
 
 

便
局
、
一
九
九
五
年
ま
で
解
雇
な
し
り
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
経
営
上
の
必
要
性
に
基
づ
く
雇
用
調
整
、
人
月
削
減
を
整
 
 

二
■
㌧
 
 

理
解
雇
に
よ
ら
ず
に
合
意
解
船
（
A
u
旨
e
b
u
コ
g
S
く
e
ユ
r
a
g
）
 
に
よ
る
と
い
 
 

う
方
法
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
七
五
の
企
業
お
よ
び
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
 
 

を
調
査
し
た
フ
ァ
ル
ケ
お
よ
び
へ
ラ
ン
ト
の
研
究
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
 
 

て
い
る
っ
 
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
今
日
の
ド
イ
ツ
で
は
人
月
削
減
を
整
理
 
 

解
雇
で
は
な
く
合
意
解
約
の
方
法
で
実
施
す
る
こ
と
は
、
例
外
的
で
は
な
 
 

く
、
む
し
ろ
通
常
の
こ
と
に
な
っ
て
い
る
L
 
合
意
解
約
と
い
う
方
法
は
、
 
 

使
用
者
が
一
方
的
に
労
働
契
約
を
解
約
す
る
解
雇
と
異
な
り
、
労
働
契
約
 
 

当
事
者
の
合
意
に
基
づ
い
て
労
働
契
約
を
解
約
す
る
の
で
、
「
社
会
調
和
的
」
 
 

な
方
法
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
で
も
、
そ
れ
は
通
常
、
使
用
者
側
の
イ
 
 

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
。
労
働
者
は
使
用
者
の
そ
の
提
案
を
 
 

八
三
 
 
 

藤
 
 
内
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受
け
入
れ
、
職
場
を
自
発
的
に
去
り
金
銭
に
よ
っ
て
補
侶
さ
れ
る
。
使
用
 
 

者
は
こ
の
方
法
を
意
識
的
に
採
用
し
て
い
る
。
 
 
 

七
〇
年
代
半
ば
以
後
の
マ
ッ
ク
ス
・
ブ
ラ
ン
ク
研
究
所
の
調
査
に
よ
り
、
 
 

立
法
政
策
を
念
頭
に
お
い
た
実
態
調
査
が
行
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
社
会
 
 

（
2
〕
 
 

計
画
の
実
情
に
関
し
て
も
調
査
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ミ
ュ
ン
ヘ
 
 

ン
の
社
会
科
学
研
究
所
が
従
業
員
数
五
〇
人
以
上
の
企
業
に
関
し
て
初
め
 
 

て
連
邦
規
模
で
事
業
所
調
査
を
実
施
し
、
七
三
年
石
油
危
機
以
後
の
景
気
 
 

後
退
期
に
お
け
る
企
業
内
の
雇
用
調
整
措
置
に
つ
き
調
べ
た
。
こ
れ
ら
の
 
 

代
表
的
な
調
査
で
も
、
自
動
車
産
業
大
企
業
で
行
わ
れ
た
事
例
研
究
で
も
、
 
 

合
意
解
約
の
実
施
は
人
員
削
減
の
新
し
い
方
法
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
 
 

て
い
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
い
ま
だ
主
に
巨
大
企
業
に
限
ら
れ
た
現
象
 
 

で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
増
加
す
る
傾
向
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
で
は
合
意
解
約
に
よ
る
人
員
削
減
が
普
及
し
て
 
 

き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
に
関
す
る
大
量
観
察
的
な
研
究
は
ま
だ
な
 
 

い
し
 
合
意
解
約
に
つ
き
、
そ
の
法
的
お
よ
び
経
営
学
的
研
究
は
行
わ
れ
て
 
 

い
る
が
、
し
か
し
、
い
ま
だ
祉
全
科
学
的
研
究
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
 
 

な
い
。
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
後
の
大
量
失
業
時
代
に
あ
っ
て
、
企
業
の
人
 
 

員
削
減
方
法
お
よ
び
労
働
関
係
の
現
状
を
で
き
る
だ
け
維
持
す
る
こ
と
へ
 
 

の
人
々
の
関
心
は
増
し
、
研
究
す
る
必
要
性
も
増
大
し
て
い
る
む
 
そ
こ
で
 
 

本
研
究
で
は
、
ま
ず
法
的
手
続
条
件
を
整
理
し
、
つ
づ
い
て
合
意
解
約
の
 
 

実
態
調
査
 
（
普
及
度
お
よ
び
運
用
内
容
）
 
を
紹
介
・
分
析
し
、
さ
ら
に
こ
 
 

れ
に
対
す
る
法
的
規
制
の
可
能
性
に
閲
し
、
関
係
者
お
よ
び
専
門
家
の
意
 
 

見
を
紹
介
す
る
。
 
 

八
四
 
 

二
 
合
意
解
約
の
法
的
手
続
等
 
 
 

〓
・
一
合
意
解
約
の
法
律
間
粗
 
 
 

こ
れ
に
関
す
る
特
別
な
法
律
規
定
は
な
い
。
た
だ
し
、
判
例
の
中
に
は
、
 
 

使
用
者
に
よ
る
退
職
勧
奨
（
A
u
旨
e
b
亡
n
g
S
完
r
t
r
a
g
）
 
が
不
意
打
ち
で
あ
 
 

っ
た
と
し
て
、
労
働
者
の
退
職
同
意
を
本
人
の
申
立
に
基
づ
い
て
無
効
と
 
 

し
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
 
（
ハ
ン
ブ
ル
ク
州
労
働
裁
判
所
一
九
九
一
年
七
月
三
 
 

日
判
決
）
。
そ
れ
は
、
使
用
者
が
用
件
を
伝
え
る
こ
と
な
し
に
労
働
者
を
呼
 
 

び
出
し
、
そ
の
場
で
退
職
勧
奨
の
話
を
し
て
労
働
者
の
退
職
を
求
め
、
労
 
 

働
者
に
熟
考
期
間
も
取
消
権
も
認
め
て
い
な
い
な
か
で
労
働
者
が
そ
れ
に
 
 

同
意
し
た
と
き
、
事
後
に
そ
れ
を
無
効
と
し
た
∪
 
こ
の
判
決
は
注
目
さ
れ
 
 

て
い
る
が
、
根
拠
づ
け
で
難
点
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
 
 

び
バ
イ
エ
ル
ン
地
方
の
小
売
業
分
野
に
存
在
す
る
け
 
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
 
 

ュ
ス
ト
フ
7
－
レ
ン
地
方
の
そ
れ
で
は
、
「
当
事
者
は
三
日
間
の
熟
考
如
間
 
 

を
有
す
る
。
た
だ
し
、
書
面
で
そ
れ
を
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
ザ
ー
 
 

ル
ラ
ン
ト
で
は
三
日
間
の
取
消
権
を
定
め
る
。
残
る
二
例
で
は
一
日
間
の
 
 

取
消
権
に
止
ま
る
じ
 
 
 

そ
の
他
に
、
判
例
に
よ
れ
ば
信
義
則
上
、
労
働
者
が
合
意
解
約
に
応
じ
 
 

た
場
合
の
法
的
効
果
に
関
し
て
、
使
糊
者
は
予
め
労
働
者
に
知
ら
せ
る
義
 
 

務
が
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
 
（
連
邦
労
働
裁
判
所
一
九
八
八
年
三
月
一
〇
 
 

日
刊
決
）
。
別
の
判
例
で
、
使
用
者
が
そ
の
通
知
義
務
を
尽
く
す
代
わ
り
に
、
 
 

熟
考
期
間
を
与
え
れ
ば
足
り
る
と
す
る
例
が
あ
る
 
（
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
労
働
 
 
 

に
関
す
る
労
働
協
約
に
よ
る
定
め
の
例
が
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ュ
ス
ト
 
 

フ
ァ
ー
レ
ン
、
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
、
バ
ー
テ
ン
・
ヴ
ュ
ル
チ
ン
ベ
ル
ク
お
よ
 
 

合
意
解
約
に
あ
た
っ
て
の
熟
考
期
間
や
取
消
権
（
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
）
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報
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
使
用
者
は
解
雇
予
定
者
数
を
減
ら
す
可
 
 

者
の
選
考
指
標
、
場
合
に
よ
っ
て
は
支
払
う
こ
と
に
な
る
補
償
金
 
（
日
本
 
 

対
し
て
、
解
雇
の
理
由
、
人
数
お
よ
び
職
種
、
通
常
雇
用
さ
れ
て
い
る
労
 
 

裁
判
所
一
九
九
一
年
」
ハ
月
二
〇
日
判
決
）
。
 
 
 

裁
判
で
は
、
合
意
解
約
が
当
事
者
間
で
行
わ
れ
れ
ば
、
意
思
表
示
に
関
 
 

す
る
戦
痕
等
が
な
い
限
り
有
効
と
さ
れ
る
。
意
思
表
示
に
つ
き
、
そ
れ
が
 
 

無
効
と
さ
れ
た
事
例
が
い
く
つ
か
あ
る
。
特
に
、
使
用
者
に
よ
る
説
得
の
 
 

過
程
で
脅
迫
が
あ
っ
た
と
し
て
取
り
消
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
 
 

二
ニ
ー
合
意
解
約
と
人
員
削
減
 
 
 

こ
こ
で
は
、
解
雇
保
護
法
と
事
業
所
組
織
法
 
（
経
営
組
織
法
の
訳
も
あ
 
 

る
）
 
が
関
係
す
る
。
解
雇
保
護
法
一
七
条
に
よ
れ
ば
、
一
定
数
の
大
量
解
 
 

雇
に
あ
た
り
、
使
用
者
は
そ
れ
を
届
出
る
義
務
が
あ
る
。
そ
れ
は
従
業
員
 
 

数
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
、
従
業
月
数
二
〇
人
以
上
、
六
〇
人
未
満
の
事
業
 
 

所
で
は
五
人
以
上
が
解
雇
さ
れ
る
と
き
、
従
業
員
数
六
〇
人
以
上
、
五
〇
 
 

〇
人
未
満
の
事
業
所
で
は
従
業
員
の
一
〇
％
以
上
ま
た
は
二
五
人
以
上
が
 
 

解
雇
さ
れ
る
と
き
、
五
〇
〇
人
以
上
の
事
業
所
で
は
三
〇
人
以
上
が
解
雇
 
 

さ
れ
る
と
き
に
、
使
用
者
は
解
雇
す
る
三
〇
日
以
内
に
労
働
局
に
そ
の
旨
 
 

を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
合
意
解
約
と
の
関
係
で
重
要
 
 

な
こ
と
に
、
こ
こ
で
い
う
「
解
雇
」
 
の
な
か
に
、
使
用
者
か
ら
提
案
さ
れ
 
 

た
労
働
関
係
の
終
了
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
 
二
七
粂
一
 
 

項
）
。
 
 

働
者
の
人
数
お
よ
び
職
種
、
解
雇
予
定
時
期
、
解
雇
さ
れ
る
予
定
の
労
働
 
 

の
退
職
金
に
相
当
す
る
）
 
の
算
定
の
指
標
を
、
わ
か
り
や
す
く
適
時
に
情
 
 
 

さ
ら
に
、
使
用
者
は
労
働
局
へ
の
届
け
出
に
先
立
ち
、
従
業
員
代
表
に
 
 

能
性
、
労
働
者
に
対
す
る
不
利
益
を
緩
和
す
る
可
能
性
を
従
業
月
代
表
 
 

（
B
e
t
r
i
e
b
s
r
a
t
経
営
協
議
会
、
事
業
所
委
員
会
の
訳
も
あ
る
）
と
協
議
し
 
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 
（
一
七
条
二
項
）
。
 
 
 

そ
の
う
え
で
使
用
者
は
、
従
業
月
代
表
に
通
知
し
た
文
書
の
写
し
、
お
 
 

よ
び
当
該
大
量
解
雇
に
対
す
る
従
業
員
代
表
の
意
見
の
写
し
を
労
働
局
に
 
 

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
業
員
代
表
は
そ
の
後
に
も
当
該
解
雇
に
 
 

関
す
る
意
見
を
労
働
局
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

ま
た
、
事
業
所
組
織
法
↓
一
一
条
以
下
は
事
業
所
変
更
に
あ
た
っ
て
の
 
 

利
益
調
整
お
よ
び
社
会
計
画
を
定
め
る
。
す
な
わ
ち
、
従
業
員
二
〇
人
以
 
 

上
の
事
業
所
で
は
、
事
業
所
の
廃
止
・
縮
小
、
新
し
い
生
産
方
法
へ
の
変
 
 

更
な
ど
の
事
業
所
変
更
に
よ
り
従
業
員
の
〓
疋
数
 
（
判
例
に
よ
れ
ば
一
〇
 
 

％
）
 
に
不
利
益
が
生
じ
る
と
き
に
は
、
そ
の
不
利
益
を
発
生
さ
せ
な
い
、
 
 

ま
た
は
緩
和
す
る
た
め
の
措
置
を
、
使
用
者
と
従
業
員
代
表
が
協
議
し
て
 
 

決
定
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
使
用
者
が
利
益
調
整
に
努
力
 
 

せ
ず
、
そ
の
結
果
、
事
業
所
変
更
に
よ
り
解
雇
さ
れ
る
、
ま
た
は
不
利
益
 
 

が
生
じ
る
労
働
者
に
は
使
用
者
に
対
す
る
補
償
金
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
 
 

（
一
一
三
条
）
。
 
 
 

利
益
調
整
は
社
会
計
画
に
比
べ
れ
ば
副
次
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
事
業
所
 
 

変
更
に
よ
っ
て
生
じ
る
労
働
者
の
経
済
的
不
利
益
を
緩
和
ま
た
は
調
整
す
 
 

る
。
連
邦
労
働
裁
判
所
判
決
 
（
一
九
八
五
年
四
月
二
三
日
）
 
に
よ
れ
ば
、
 
 

社
会
計
画
請
求
権
は
雇
用
喪
失
に
対
す
る
補
償
で
は
な
く
、
調
整
な
い
し
 
 

は
橋
渡
し
の
機
能
を
有
す
る
。
使
用
者
と
従
業
月
代
表
の
間
で
社
会
計
画
 
 

策
定
に
関
す
る
協
議
が
合
意
に
達
し
な
い
と
き
に
は
、
労
使
に
代
わ
っ
て
 
 

仲
裁
委
員
会
が
社
会
計
画
を
策
定
す
る
（
一
一
二
条
四
項
）
。
仲
裁
委
員
会
 
 

は
、
そ
の
際
に
当
該
労
働
者
の
社
会
的
利
害
と
企
業
が
経
済
的
に
負
担
で
 
 

八
五
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き
る
か
古
か
（
く
e
r
t
r
e
t
b
a
r
k
e
i
t
）
を
考
慮
す
る
。
仲
裁
委
月
会
に
よ
る
社
 
 

会
計
画
の
策
定
で
は
、
労
働
者
が
収
入
お
よ
び
特
別
手
当
を
失
う
こ
と
、
 
 

企
業
年
金
取
得
が
困
難
に
な
る
こ
と
、
引
越
費
用
、
通
勤
費
用
増
加
な
ど
 
 

の
労
働
者
に
生
じ
る
不
利
益
を
考
慮
す
る
（
一
一
t
一
条
五
項
一
号
）
。
社
会
 
 

計
画
が
策
定
さ
れ
れ
ば
、
利
益
調
整
を
行
う
必
要
は
な
い
。
仲
裁
委
員
会
 
 

が
社
会
計
画
を
策
定
す
れ
ば
、
そ
れ
は
両
当
事
者
を
拘
束
し
、
使
用
者
は
 
 

そ
れ
を
履
行
す
る
義
務
が
生
じ
る
。
そ
こ
で
は
改
め
て
従
業
月
代
真
の
l
司
 
 

意
は
い
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
従
業
月
代
表
の
関
与
は
社
会
計
画
策
定
 
 

が
重
要
だ
。
 
 
 

な
お
、
社
会
計
画
の
関
係
で
は
、
従
業
員
代
表
に
と
っ
て
は
使
用
者
に
 
 

対
し
て
一
定
条
件
の
も
と
で
社
会
計
画
策
定
を
請
求
で
き
る
こ
と
が
重
要
 
 

で
あ
る
。
事
業
所
組
織
法
に
よ
れ
ば
、
経
済
的
理
由
に
も
と
づ
い
て
〓
疋
 
 

規
模
の
人
月
削
減
が
行
わ
れ
る
と
き
に
、
こ
の
対
象
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
 
 

従
業
員
数
二
〇
－
五
九
人
の
事
業
所
で
は
削
減
規
模
が
従
業
員
の
二
〇
％
 
 

以
上
で
、
か
つ
、
六
人
以
上
で
あ
る
と
き
、
従
業
員
数
六
〇
－
二
E
九
人
 
 

で
は
同
じ
く
二
〇
％
以
上
で
、
か
つ
、
三
七
人
以
上
で
あ
る
と
き
、
二
五
 
 

〇
1
四
九
九
人
で
は
一
五
％
以
上
で
、
か
つ
、
六
〇
人
以
上
で
あ
る
と
き
、
 
 

五
〇
〇
人
以
⊥
で
は
一
〇
％
以
上
で
、
か
つ
、
六
〇
人
以
上
の
場
合
に
、
 
 

従
業
員
代
表
は
使
用
者
に
対
し
て
社
会
計
画
の
策
定
を
請
求
す
る
こ
と
が
 
 

で
き
る
∪
使
用
者
と
従
業
月
代
真
の
協
議
で
社
会
計
画
の
合
意
が
成
立
し
 
 

な
い
と
き
に
は
、
仲
裁
委
月
会
が
代
わ
っ
て
社
会
計
画
を
決
定
す
る
。
こ
 
 

こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
一
九
八
五
年
改
正
に
ょ
り
、
こ
の
人
月
削
減
の
な
 
 

か
に
事
業
所
変
更
を
理
由
に
使
用
者
か
ら
提
案
さ
れ
て
労
働
者
が
応
じ
た
 
 

合
意
解
約
が
含
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
 
（
二
二
条
a
）
。
 
 
 

労
働
者
は
原
則
と
し
て
社
会
計
画
に
も
と
づ
い
て
発
生
す
る
権
利
を
合
 
 

八
六
 
 
 

意
解
約
に
あ
た
り
放
棄
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
理
由
は
、
社
会
計
画
は
 
 

事
業
所
協
定
の
一
種
で
あ
る
と
こ
ろ
、
事
業
所
協
定
は
直
接
に
強
行
的
に
 
 

適
用
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
事
業
所
組
織
法
七
七
条
四
項
一
文
）
。
そ
の
限
 
 

り
で
、
社
会
計
画
の
定
め
は
合
意
解
約
の
方
法
に
よ
る
人
員
削
減
で
も
基
 
 

準
と
な
る
。
そ
れ
に
対
し
、
労
働
者
が
自
ら
退
職
す
る
、
ま
し
て
使
用
者
 
 

の
説
得
に
も
か
か
わ
ら
ず
退
職
す
る
と
き
に
は
、
社
会
計
画
に
も
と
づ
く
 
 

給
付
の
請
求
権
は
な
い
。
 
 
 

合
意
解
約
は
事
業
所
変
更
に
も
と
づ
く
社
会
計
画
策
定
義
務
に
お
い
て
 
 

の
み
な
ら
ず
、
営
業
譲
渡
（
所
有
者
変
更
）
の
場
合
の
社
会
計
画
で
も
同
様
 
 

に
、
使
用
者
に
よ
る
解
雇
と
同
じ
扱
い
を
受
け
る
L
 
な
ぜ
な
ら
ば
、
も
し
 
 

合
意
解
約
に
よ
り
一
旦
退
職
し
、
新
し
い
企
業
に
再
び
採
用
さ
れ
る
よ
う
 
 

に
な
れ
ば
、
労
働
者
は
、
例
え
ば
勤
続
年
数
の
計
算
で
、
従
来
の
勤
続
に
 
 

も
と
づ
く
権
利
が
な
く
な
る
。
そ
の
よ
う
な
取
扱
い
は
、
解
雇
保
護
の
直
 
 

接
の
回
避
と
し
て
法
律
上
許
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
（
民
法
六
一
三
粂
a
）
∩
 
 
 

利
益
調
整
お
よ
び
社
会
計
画
と
並
ん
で
、
つ
ぎ
に
重
要
な
の
が
、
大
量
 
 

解
雇
に
あ
た
り
使
用
者
が
現
地
の
労
働
局
に
届
出
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
 
 

で
あ
る
（
解
雇
保
護
法
一
七
粂
）
。
こ
れ
に
よ
っ
て
現
地
の
労
働
関
係
事
務
 
 

所
は
求
職
者
が
殺
到
す
る
こ
と
を
見
込
ん
で
、
適
切
な
雇
用
政
策
上
の
措
 
 

置
を
講
じ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
「
大
量
解
雇
」
に
 
 

該
当
す
る
か
否
か
の
基
準
は
従
業
月
規
模
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
使
用
者
 
 

は
労
働
者
が
馳
職
す
る
予
定
時
期
お
よ
び
人
数
を
そ
の
一
年
前
ま
で
に
届
 
 

け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
雇
用
促
進
法
A
r
b
e
i
t
s
f
賢
d
e
r
u
コ
g
S
g
e
S
e
｛
z
八
 
 

条
一
項
）
U
逆
に
い
え
ば
、
使
用
者
は
大
量
解
雇
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
 
 

は
そ
れ
だ
け
事
前
に
計
画
し
、
従
業
月
代
表
と
協
議
し
た
う
え
で
な
け
れ
 
 

ば
そ
れ
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
し
使
用
者
が
こ
の
届
出
義
務
に
故
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意
・
重
過
失
で
違
反
す
れ
ば
、
届
出
な
L
に
行
わ
れ
た
解
雇
は
無
効
と
な
 
 

る
り
使
用
者
は
、
労
働
者
が
他
の
職
務
に
転
職
す
る
た
め
の
六
カ
月
間
の
 
 

再
訓
練
等
の
労
働
局
に
生
じ
る
費
用
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 
（
雇
 
 

用
促
進
法
八
条
三
項
、
解
雇
保
護
法
一
八
条
）
。
 
 
 

社
会
計
画
策
定
義
務
の
場
合
と
同
様
に
届
出
義
務
で
も
、
経
済
的
理
由
 
 

に
よ
る
解
雇
と
同
様
に
、
合
意
解
約
は
解
雇
に
分
類
さ
れ
る
か
と
い
う
問
 
 

題
が
生
じ
る
。
こ
の
点
で
大
量
解
雇
に
関
す
る
E
U
指
針
 
二
九
九
二
年
 
 

六
月
二
西
口
）
 
を
契
機
と
す
る
九
五
年
法
改
正
に
よ
り
、
合
意
解
約
を
含
 
 

め
て
使
用
者
の
発
議
に
よ
る
労
働
関
係
の
終
了
は
、
解
雇
と
同
一
視
さ
れ
 
 

る
こ
と
に
な
っ
た
。
 
 
 

使
用
者
の
措
置
に
対
す
る
従
業
月
代
表
の
関
与
と
し
て
、
合
意
解
約
と
 
 

解
雇
で
は
異
な
り
、
解
雇
の
場
合
に
は
、
使
用
者
は
従
業
員
代
表
の
意
見
 
 

を
聴
取
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 
（
解
雇
保
護
法
一
〇
二
条
）
。
 
 
 

合
意
解
約
と
整
理
解
雇
の
取
扱
い
の
相
違
と
し
て
、
使
用
者
に
と
っ
て
 
 

合
意
解
約
で
は
契
約
自
由
を
貫
徹
で
き
る
。
そ
こ
で
は
、
実
施
理
由
を
説
 
 

明
す
る
義
務
は
な
い
ら
従
業
員
代
表
か
ら
意
見
聴
取
す
る
義
務
も
な
い
。
 
 

解
約
告
知
期
間
も
考
え
な
く
て
よ
い
。
誰
に
退
職
を
働
き
か
け
る
か
と
い
 
 

う
人
選
で
、
整
理
解
雇
に
比
べ
て
企
業
の
都
合
を
よ
り
強
く
反
映
で
き
る
。
 
 
 

使
用
者
に
と
っ
て
合
意
解
約
の
唯
一
の
ハ
ー
ド
ル
は
、
労
働
者
の
同
意
 
 

を
得
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
巧
み
な
説
得
が
駆
使
さ
れ
る
か
、
ま
 
 

た
は
高
い
金
銭
補
償
が
支
払
わ
れ
る
ひ
 
そ
の
同
意
は
、
労
働
者
の
任
意
で
 
 

行
わ
れ
る
の
で
原
則
と
し
て
事
後
の
取
消
は
認
め
ら
れ
な
い
確
定
的
な
も
 
 

の
だ
。
 
 
 

そ
れ
は
労
働
者
に
と
っ
て
は
二
面
的
で
あ
る
。
一
方
で
、
離
職
後
に
直
 
 

ち
に
再
就
職
先
を
見
つ
け
る
労
働
者
に
と
っ
て
失
う
も
の
は
な
い
。
し
か
 
 

し
、
失
業
す
れ
ば
解
雇
に
比
べ
て
失
業
手
当
の
支
給
に
あ
た
り
待
機
期
間
 
 

が
生
じ
る
点
で
不
利
を
伴
う
。
 
 

二
二
二
 
合
意
解
約
に
対
す
る
社
会
保
険
お
よ
び
税
金
の
取
扱
い
 
 
 

補
償
金
に
対
し
て
ほ
、
二
疋
条
件
の
も
と
で
税
法
上
の
優
遇
措
置
が
適
 
 

用
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
使
用
者
か
ら
提
案
さ
れ
た
合
意
解
約
に
も
と
づ
 
 

い
て
支
給
さ
れ
た
補
償
金
は
、
使
用
者
の
求
め
に
応
じ
て
退
職
し
た
場
合
 
 

も
同
様
に
、
五
〇
歳
以
上
で
、
か
つ
、
勤
続
一
五
年
以
上
で
あ
る
こ
と
を
 
 

条
件
に
、
二
四
、
0
0
0
マ
ル
ク
ま
で
は
非
課
税
扱
い
に
な
る
。
五
五
歳
以
 
 

上
で
、
か
つ
、
勤
続
二
〇
年
以
上
の
と
き
に
は
、
三
〇
、
0
0
0
マ
ル
ク
ま
 
 

で
が
非
課
税
扱
い
に
な
る
 
（
所
得
税
法
三
条
九
号
）
。
 
 
 

八
〇
九
〇
年
代
に
、
早
期
引
退
を
誘
導
す
る
、
ま
た
は
牽
制
す
る
た
 
 

め
に
、
社
会
保
険
上
の
取
扱
い
な
ど
が
政
策
的
に
法
律
改
正
さ
れ
て
き
た
。
 
 

そ
の
よ
う
な
変
更
は
、
短
期
的
に
は
人
員
削
減
に
あ
た
り
労
使
が
い
ず
れ
 
 

の
方
法
を
選
択
す
る
か
の
判
断
で
影
響
を
及
ば
す
。
例
え
ば
、
使
用
者
が
 
 

高
齢
者
を
削
減
対
象
者
に
含
め
る
か
否
か
の
判
断
に
あ
た
り
、
失
業
手
当
 
 

が
最
高
二
年
間
ま
で
支
給
さ
れ
て
い
た
と
き
に
は
、
一
旦
合
意
解
約
に
も
 
 

と
づ
き
失
業
し
、
失
業
手
当
を
二
年
間
受
給
し
て
、
か
つ
、
企
業
内
で
年
 
 

金
と
失
業
手
当
の
差
額
を
手
当
と
し
て
支
給
し
、
早
期
引
退
に
つ
な
ぐ
と
 
 

い
う
方
式
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
う
す
れ
ば
高
齢
者
に
と
 
 

っ
て
は
経
済
的
に
は
l
一
年
早
く
年
金
生
活
に
入
る
の
と
同
じ
こ
と
に
な
る
。
 
 

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
失
業
保
険
の
給
付
「
濫
用
」
は
、
一
九
八
二
年
法
 
 

改
正
に
よ
り
支
給
補
填
義
務
（
E
r
s
t
a
t
t
u
n
g
s
p
f
－
i
c
h
t
）
が
導
入
さ
れ
困
杜
 
 

に
な
っ
た
。
以
来
、
使
用
者
は
五
六
歳
以
上
の
労
働
者
と
の
合
意
解
約
に
 
 

よ
り
形
の
上
で
は
「
失
業
者
」
 
に
分
類
し
、
連
邦
雇
用
庁
は
失
業
手
当
を
 
 

八
七
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三
 
合
意
解
約
の
意
義
と
実
態
 
 

七
〇
年
以
後
、
お
そ
ら
く
は
共
同
体
的
な
企
業
文
化
の
社
会
モ
ラ
ル
を
 
 

基
礎
に
、
こ
の
紛
争
解
決
モ
デ
ル
が
多
く
の
企
業
で
採
用
さ
れ
た
。
人
月
 
 

削
減
の
方
法
は
企
業
に
よ
っ
て
さ
ま
ぎ
ま
に
異
な
る
。
そ
の
違
い
を
見
て
 
 

い
く
。
中
高
年
労
働
者
に
と
っ
て
は
合
意
解
約
が
早
期
引
退
に
な
る
こ
と
 
 

も
あ
る
。
対
応
す
る
労
働
者
側
の
関
心
事
の
一
つ
は
補
償
金
の
高
さ
で
あ
 
 

る
。
そ
れ
は
企
業
に
よ
り
事
例
に
よ
り
異
な
る
。
 
 

三
・
一
 
合
意
解
約
の
意
義
の
高
ま
り
 
 
 

七
〇
年
代
に
も
そ
れ
は
巨
大
企
業
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
例
外
 
 

的
な
現
象
に
止
ま
っ
た
。
石
油
危
機
後
の
七
五
年
企
業
調
査
に
よ
れ
ば
、
 
 

従
業
月
数
五
〇
人
以
上
の
事
業
所
の
四
％
で
合
意
解
約
が
実
施
さ
れ
た
に
 
 

止
ま
る
。
も
っ
と
も
、
企
業
規
模
別
に
み
る
と
格
差
が
大
き
く
、
従
業
月
 
 

数
五
〇
－
二
0
0
人
の
企
業
グ
ル
ー
プ
で
は
四
％
以
下
の
実
施
率
だ
が
、
 
 

一
一
、
0
0
0
－
五
、
0
0
0
人
規
模
の
企
業
で
は
四
分
の
一
で
実
施
さ
れ
て
 
 

い
る
。
 
 
 

マ
ッ
ク
ス
・
ブ
ラ
ン
ク
研
究
所
調
査
 
（
一
九
七
八
年
）
 
に
よ
れ
ば
、
調
 
 

査
さ
れ
た
企
業
で
一
二
、
0
0
0
人
が
離
職
し
た
が
、
う
ち
四
％
が
合
意
解
 
 

約
の
方
法
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
連
邦
規
模
に
拡
大
し
て
試
算
す
る
と
、
四
 
 

四
、
0
0
0
人
が
合
意
解
約
に
よ
り
艶
職
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
が
大
 
 

最
高
丁
一
年
間
ま
で
支
払
う
（
一
雇
用
促
進
法
一
二
八
条
）
。
こ
の
支
給
補
填
義
 
 

務
は
九
一
年
か
ら
九
二
年
ま
で
の
間
中
止
さ
れ
、
九
三
年
に
新
た
に
定
め
 
 

ら
れ
た
。
 
 

が
、
そ
の
大
部
分
 
（
五
〇
－
七
五
％
）
 
は
合
意
解
約
に
よ
る
方
法
で
あ
っ
 
 

た
っ
 
従
業
員
代
表
の
対
応
の
力
点
は
補
償
金
額
引
き
上
げ
に
置
か
れ
た
。
 
 

使
用
者
側
か
ら
み
れ
ば
成
果
が
あ
っ
た
と
、
シ
ュ
ル
ツ
・
ヴ
ィ
ル
ト
は
分
 
 

析
し
て
い
る
。
 
 
 

以
上
の
調
査
結
果
は
二
〇
年
以
上
前
の
も
の
で
あ
り
、
今
日
に
そ
の
ま
 
 

ま
通
用
す
る
か
否
か
疑
わ
し
い
。
今
日
で
は
雇
用
悪
化
の
な
か
で
こ
の
方
 
 

法
は
日
常
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
使
用
者
が
合
意
解
約
を
選
択
す
る
か
否
 
 

か
で
は
、
と
く
に
一
九
八
五
年
改
正
に
よ
り
、
解
雇
に
あ
た
り
社
会
計
画
 
 
 

れ
ば
、
石
油
危
機
彼
の
七
三
七
五
年
に
大
量
の
人
月
削
減
が
行
わ
れ
た
 
 

い
。
彼
ら
は
高
い
頻
度
で
こ
れ
に
応
じ
て
い
る
。
重
度
障
害
者
や
中
高
年
 
 

労
働
者
が
使
用
者
か
ら
合
意
解
約
の
勧
奨
や
自
己
都
合
退
職
を
強
く
迫
ら
 
 

れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

大
量
解
雇
の
事
例
研
究
が
ド
ン
ボ
イ
ス
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
フ
 
 

ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
・
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
お
い
て
、
七
〇
年
代
半
ば
に
包
 
 

括
的
な
合
意
解
約
に
よ
り
解
雇
な
し
に
大
量
の
人
員
削
減
が
行
わ
れ
た
。
 
 

二
丁
六
方
人
の
従
業
員
の
う
ち
約
三
万
人
が
二
年
間
に
離
職
し
た
が
、
う
 
 

ち
六
〇
％
近
く
が
合
意
解
約
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
〇
％
近
く
が
早
期
引
 
 

退
で
あ
る
。
補
償
金
緬
は
賃
金
一
カ
月
分
で
あ
る
。
さ
ら
に
労
働
協
約
に
 
 

も
と
づ
く
追
加
支
給
が
あ
り
、
そ
の
金
額
は
五
、
0
0
0
一
〇
、
0
0
0
 
 

は
か
な
り
の
強
要
 
（
N
w
a
n
g
）
 
の
も
と
に
行
わ
れ
た
。
 
 
 

自
動
車
メ
ー
カ
ー
三
社
に
関
す
る
シ
ュ
ル
ツ
・
ヴ
ィ
ル
ト
の
研
究
に
よ
 
 

重
度
障
害
者
や
妊
婦
の
離
職
に
あ
た
り
こ
の
方
法
が
採
ら
れ
る
こ
と
が
多
 
 

し
て
い
る
。
労
働
者
の
な
か
で
解
雇
か
ら
保
護
さ
れ
る
労
働
者
、
例
え
ば
 
 

八
八
 
 

企
業
で
実
施
さ
れ
る
と
き
に
は
、
従
業
月
代
表
は
通
常
こ
の
措
置
に
同
意
 
 

マ
ル
ク
の
間
で
あ
る
。
合
意
解
約
は
形
の
う
え
で
は
任
意
だ
が
、
実
際
に
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策
定
義
務
が
拡
大
さ
れ
た
と
い
う
条
件
の
変
化
が
大
き
い
。
連
邦
雇
用
庁
 
 

の
調
査
を
表
1
に
示
す
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
離
職
者
数
の
増
加
、
そ
の
な
か
 
 

で
合
意
解
約
比
率
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
っ
 
 
 

さ
ら
に
労
働
市
場
・
職
業
研
究
所
の
調
査
で
、
離
職
理
由
を
よ
り
細
分
 
 

化
し
た
分
類
が
あ
る
（
表
2
）
。
こ
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
労
働
者
側
か
ら
の
 
 

退
職
が
約
三
分
の
一
を
占
め
る
。
表
1
に
比
べ
て
、
合
意
解
約
の
比
率
が
 
 

高
い
。
合
意
解
約
を
事
業
所
規
模
別
に
分
類
し
た
表
3
に
よ
れ
ば
、
従
業
 
 

月
数
が
多
い
ほ
ど
そ
れ
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
合
意
解
約
と
企
業
規
模
 
 

に
は
相
関
関
係
が
あ
る
。
二
、
0
0
0
人
以
上
の
製
造
業
と
二
〇
人
未
満
の
 
 

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
に
こ
れ
が
多
い
。
 
 
 

労
働
省
関
係
統
計
に
よ
れ
ば
、
合
意
解
約
は
七
〇
年
代
半
ば
よ
り
も
今
 
 

日
の
方
が
多
い
。
ま
た
、
こ
の
方
法
は
九
〇
年
代
に
特
に
普
及
し
た
っ
合
 
 

意
解
約
で
退
職
し
た
労
働
者
の
一
部
は
再
就
職
し
、
労
働
省
の
職
業
訓
練
 
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
、
ま
た
は
い
わ
ゆ
る
潜
在
失
業
者
（
s
（
i
l
l
e
R
e
s
e
r
完
）
 
 

に
な
っ
た
。
 
 

三
ニ
ー
本
調
査
の
基
礎
デ
ー
タ
 
 
 

前
述
の
先
行
研
究
調
査
は
個
別
企
業
の
詳
し
い
手
続
き
等
を
明
ら
か
に
 
 

し
て
い
な
い
。
そ
の
不
足
を
補
う
た
め
に
、
こ
の
調
査
を
行
う
。
調
査
は
 
 

一
九
九
一
九
二
年
に
旧
西
ド
イ
ツ
地
域
の
一
六
の
事
業
所
で
行
わ
れ
た
。
 
 

官
庁
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
小
規
模
企
業
は
含
ま
れ
ず
、
い
ず
れ
も
解
雇
 
 

保
護
法
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
人
月
削
減
が
実
施
さ
れ
た
企
業
 
 

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
平
常
時
に
お
け
る
人
月
削
減
の
実
施
状
況
に
お
 
 

け
る
合
意
解
約
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
六
企
業
で
各
社
の
人
 
 

事
部
責
任
者
お
よ
び
従
業
員
代
表
の
双
方
に
対
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
 
 

表1 労働者の雇用関係終了理由の比率（1984～1996年）  

雇用関係終了理由（％）   

年   新規失業者数   退職   解雇   合意解約期間満了   

1984   61，695   19．2   63．7   4．3   12．8   

1985   60，515   18．1   64．2   3，6   14．0   

1986   56，843   20．0   61・5  3・4  15・1   

1987  56，187  19．7   60．2   4．0   16．1   

1988   55，611   22．8   56．3   4．6   16．3   

1989   48，454   25．5   53・4   5・4  15．7   

1990   53，676   22．1   56．7   4．7   16．5   

1991   63．490   18．4   ・5   7．2   17・0 

1992   121，511   14・7   61・9  6．1   17．2   

1993  134，232  

1994   131，385   

1995   135，824   

1996 / 139，852   
出典ニBrigitteK．Hartmann，BetrieblichePersonalpolitikdurchAufhebungsvertr宜ge，S．83．  
注：本稿の図表はすべてこの著書に基づく。以下では頁数のみ示す。   
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表2 雇用関係終了理由一産業分野別－  

地 域  年  産 業 分 野  ∴て： ①率  J 

保  

職  早そ  

解  慧l終訓  
24．0  13．5   9．6  3．7   8．8  4．1  

8．3  6．2 2．1  

退 職   1雇  一嘉    意間 業 約了了練     罰 
B   5．7  41．5  23．9  11．0   8．5  3．8   7．1  4．1  

西  
計   5．4  39．5  22．9   8．4  10．0  3．9  11．4  3．8  

1995  
計   

A   

B   

． 

1996 r  
計   

A   

A   

B   

B   5．0  32．6  28．4  10．2  9．0  35  11，5  4．7      6．1  44，7  22．3  7．7  9．0  4．1  8．9  3．3 4．7  6．0  21．2  3Lヱ⊥  12．1  19．4  4．8   5．4  5．4   
注① これは調査企業における牡職率をさす。   

② これには早期引退のほかに労働不能、死亡を含む。   
A：製造業およ び建設業   

B：商業およぴサ【ビス業  

出典：S．85．  

九
〇
 
 

っ
た
。
取
材
で
は
、
担
当
者
の
説
明
は
そ
 
 

れ
を
裏
付
け
る
公
式
の
書
類
を
交
付
し
て
 
 

も
ら
う
よ
う
に
し
た
。
取
材
で
は
、
合
意
 
 

解
約
が
実
施
さ
れ
る
前
後
の
状
況
、
合
意
 
 

解
約
が
選
択
さ
れ
た
理
由
、
そ
れ
に
応
じ
 
 

た
労
働
者
の
様
子
な
ど
が
担
当
者
の
説
明
 
 

に
よ
り
再
現
さ
れ
た
。
取
材
協
力
依
締
は
 
 

手
紙
で
申
し
込
ん
だ
が
、
協
力
を
得
ら
れ
 
 

た
の
は
申
し
込
み
の
一
〇
％
で
あ
っ
た
。
 
 

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
の
調
査
結
果
は
ド
 
 

イ
ツ
企
業
の
平
均
像
と
い
え
る
か
歪
か
疑
 
 

わ
L
い
。
取
材
に
応
じ
た
の
は
、
自
社
に
 
 

お
け
る
合
意
解
約
の
様
子
を
外
部
に
知
ら
 
 

れ
て
も
支
障
の
な
い
ケ
ー
ス
で
あ
ろ
う
じ
 
 

労
使
間
で
紛
争
を
抱
え
て
い
る
場
A
ロ
に
は
 
 

応
じ
て
も
ら
え
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
 
 

れ
で
も
こ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
ド
イ
ツ
で
 
 

の
研
究
の
乏
し
さ
に
鑑
み
て
、
意
義
は
あ
 
 

ろ
う
。
 
 
 

表
4
が
示
す
よ
う
に
、
各
企
業
の
状
況
 
 

は
さ
ま
ぎ
ま
で
あ
る
。
産
業
分
野
は
四
分
 
 

の
三
が
製
造
業
で
あ
る
。
他
に
サ
ー
ビ
ス
 
 

部
門
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
分
野
ご
と
の
 
 

遠
い
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
。
事
業
所
規
 
 

模
は
多
様
で
あ
る
。
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
属
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表3 合意解約の事業所規模別比二較  

「   

十  年  分   1～19  20～199200石高「   500－I  2，000人  平均  
事 業 所 規 模（％）  

人   1，999人  以上  
7．0   18．2   30．5   36．3   16．1  

17．8   10．1   6．1   12．6   6．6   12．3  

19．6   11．9l14．5   18．8    Ⅳ 14．6  14．3  1993  計  13．9   
8．9   11．4   20．2   20，1  13．5  

計   

1995  A  

B   12．7  13・9  9．3  8．4  4．7  11．0 8．4       8．9  5．1  8．0  12．9113．9        5．9   5．6  14．4  2…二三；三：3   10．2      11．2  4．8  4．8    7．7  
計   9．4   9．2   6．3   12．8  13．9  9．7  

23，0   12．7  

1996 M  
8．4   8．3  

9．7  

4．2   7．1  A  5．8   12．4   14．7  24．2        B  11．5  7．6  2．5  6．8        計  7．5  9．2  110．4  12．3   17．6  
注二産業分野における、A、Bの表示は表2と同じ。  

出典：S．8軋  

し
て
い
る
か
否
か
も
異
な
る
。
属
し
て
い
る
と
き
に
は
、
 
 

企
業
が
本
件
の
よ
う
に
人
月
削
減
の
必
要
が
あ
る
と
い
 
 

う
窮
状
に
陥
っ
た
と
き
に
、
他
社
か
ら
援
助
を
受
け
ら
 
 

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
従
業
員
構
造
も
多
様
だ
。
調
査
 
 

対
象
企
業
の
従
業
員
年
齢
は
、
平
均
し
て
三
七
四
一
 
 

歳
で
あ
る
。
勤
続
年
数
は
約
一
五
年
で
あ
る
。
女
性
比
 
 

率
は
電
機
電
子
産
業
で
高
く
、
七
〇
％
ま
た
は
八
五
％
 
 

で
あ
る
。
熟
練
労
働
者
比
率
は
多
様
で
、
電
機
電
子
産
 
 

業
で
は
そ
れ
が
低
〈
、
逆
に
、
機
械
製
造
業
で
は
高
い
。
 
 

な
か
に
は
従
業
員
の
八
五
％
が
熟
練
労
働
者
と
い
う
企
 
 

業
も
あ
っ
た
。
 
 
 

人
員
削
減
の
契
機
は
多
様
で
あ
る
。
製
造
業
で
は
注
 
 

文
や
売
上
げ
の
減
少
が
中
心
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
 
 

東
欧
に
お
け
る
売
上
げ
減
少
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
 
 

あ
る
企
業
で
は
、
東
欧
に
お
け
る
売
上
げ
が
三
〇
％
減
 
 

少
し
た
。
軍
需
産
業
で
は
連
邦
政
府
の
軍
事
予
算
削
減
 
 

が
影
響
し
て
い
る
。
四
社
の
サ
ー
ビ
ス
業
と
自
動
車
メ
 
 

ー
カ
ー
で
は
競
争
力
低
下
が
原
因
で
、
企
業
の
近
代
化
 
 

が
必
要
と
な
り
、
人
員
の
効
率
的
活
用
の
た
め
に
人
月
 
 

削
減
が
行
わ
れ
た
ら
 
人
員
削
減
の
回
数
は
多
い
企
業
で
 
 

は
六
波
に
渡
っ
て
い
る
。
そ
の
日
動
車
メ
ー
カ
ー
で
は
、
 
 

束
ア
ジ
ア
の
ラ
イ
バ
ル
に
比
べ
て
競
争
力
が
低
下
し
た
 
 

こ
と
に
よ
り
、
過
去
一
五
年
間
に
三
回
の
削
減
を
実
施
 
 

し
た
。
 
 
 

人
月
削
減
の
人
数
的
比
率
は
、
表
4
が
示
す
よ
う
に
 
 

九
一
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拉
潜
‥
S
．
筈
．
 
 
 

鮒
中
 
畑
碧
濫
造
笥
言
義
盛
 
 

九
二
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多
様
で
あ
る
。
退
職
者
の
再
就
職
可
能
性
は
異
な
る
。
一
六
社
中
一
一
社
 
 

の
面
接
者
は
「
良
好
」
と
答
え
る
が
、
残
る
五
社
で
は
困
挫
を
抱
え
て
い
 
 

る
。
そ
れ
は
当
該
企
業
の
所
在
地
の
雇
用
状
況
と
も
か
か
わ
る
。
人
月
削
 
 

減
に
あ
た
っ
て
の
企
業
内
労
使
の
協
力
関
係
に
は
幅
が
あ
る
。
そ
れ
が
削
 
 

減
の
進
め
方
に
い
か
に
反
映
す
る
か
は
以
下
に
み
て
い
く
J
 
 

三
・
三
 
解
約
手
続
き
に
お
け
る
従
業
員
代
表
の
関
与
 
 
 

人
月
削
減
の
方
法
に
も
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
の
な
か
で
い
ず
れ
の
方
法
 
 

が
ど
の
程
度
実
施
さ
れ
る
か
は
、
労
使
の
見
解
・
態
度
と
も
か
か
わ
る
。
 
 

従
業
員
代
表
の
態
度
の
多
様
性
と
そ
の
傾
向
は
、
す
で
に
コ
ト
ホ
フ
の
研
 
・
J
 
 

究
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

調
査
し
た
一
六
杜
の
す
べ
て
で
、
利
益
調
整
お
よ
び
社
会
計
画
が
策
定
 
 

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
合
意
解
約
を
考
え
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
デ
 
 

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
今
回
調
査
し
た
企
業
の
多
く
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
 
 

他
方
で
、
使
用
者
が
従
業
員
代
表
の
関
与
を
敬
遠
し
て
い
る
事
例
も
あ
っ
 
 

た
。
そ
れ
で
も
、
公
式
に
は
使
用
者
は
従
業
員
代
表
に
最
新
情
報
を
提
供
 
 

し
て
い
る
。
問
題
は
、
従
業
員
代
表
が
非
公
式
に
ど
の
程
度
の
関
与
を
し
 
 

て
い
る
か
で
あ
る
。
関
与
の
タ
イ
プ
を
便
宜
上
三
つ
に
分
類
し
て
み
た
。
 
 
 

㈱
 
排
除
 
五
社
で
は
、
退
職
勧
奨
対
象
者
の
選
定
を
使
用
者
が
単
独
 
 

で
行
い
、
従
業
員
代
表
の
関
与
を
排
除
し
て
い
る
。
使
用
者
側
で
は
人
事
 
 

部
と
対
象
労
働
者
の
上
司
が
関
与
す
る
。
従
業
月
代
表
は
、
そ
の
情
報
を
 
 

後
に
な
っ
て
知
る
か
、
ま
た
は
偶
然
に
知
る
だ
け
で
あ
る
。
従
業
員
代
表
 
 

は
自
分
が
そ
の
決
定
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
せ
い
ぜ
 
 

法
律
上
は
弱
い
。
し
か
し
、
現
実
に
は
法
定
基
準
を
上
回
る
関
与
が
行
わ
 
 

ー
タ
は
示
さ
れ
て
い
る
。
合
意
解
約
で
従
業
員
代
表
が
関
与
す
る
権
限
は
、
 
 

い
個
別
労
働
者
と
の
補
償
金
の
交
渉
に
従
業
員
代
表
委
員
が
同
席
す
る
〈
 
 

ら
い
で
あ
る
。
個
別
交
渉
で
は
、
補
償
金
が
「
0
0
0
二
、
0
0
0
マ
 
 

ル
ク
上
が
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
は
労
働
者
の
売
り
込
み
と
か
 
 

か
わ
る
。
 
 
 

総
じ
て
、
こ
れ
ら
五
社
で
は
労
使
間
に
争
い
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
利
益
 
 

調
整
が
調
停
手
続
を
経
て
成
立
し
た
こ
と
、
社
会
計
画
が
仲
裁
手
続
を
経
 
 

て
成
立
し
た
こ
と
か
ら
推
測
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
企
業
で
は
人
事
選
考
指
 
 

針
に
関
す
る
事
業
所
協
定
が
な
い
。
実
際
に
も
人
月
削
減
で
は
当
事
者
は
 
 

そ
れ
を
締
結
し
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
使
用
者
側
い
わ
く
、
「
で
 
 

き
る
だ
け
企
業
利
益
を
考
慮
し
て
人
選
を
し
た
い
か
ら
だ
。
も
し
従
業
員
 
 

代
表
を
関
与
さ
せ
た
ら
、
彼
ら
は
福
祉
的
観
点
を
考
慮
す
る
こ
と
を
強
調
 
 

す
る
っ
 
誰
を
退
職
さ
せ
る
か
の
人
選
に
そ
れ
が
反
映
す
る
。
」
 
 
 

㈱
 
通
知
 
二
社
で
は
、
退
職
勧
奨
の
対
象
者
は
使
用
者
側
が
決
め
る
 
 

が
、
本
人
に
そ
れ
を
通
知
す
る
前
に
従
業
員
代
表
に
そ
の
旨
を
通
知
す
る
。
 
 

そ
れ
に
よ
り
使
用
者
は
、
従
業
員
代
表
が
そ
れ
を
労
働
者
本
人
に
知
ら
せ
、
 
 

同
時
に
こ
の
事
項
で
労
働
者
が
い
か
な
る
権
利
を
有
し
て
い
る
か
を
知
ら
 
 

せ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
労
働
者
の
判
断
に
従
業
員
代
 
 

表
が
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
月
削
減
が
検
討
 
 

さ
れ
て
い
る
時
期
は
企
業
内
で
は
雇
用
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
時
期
で
も
 
 

あ
り
、
選
択
肢
は
限
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

の
 
引
き
入
れ
 
九
社
で
は
、
事
態
の
進
展
に
従
業
員
代
表
が
強
く
引
 
 

き
込
ま
れ
る
経
験
を
し
た
。
こ
こ
で
は
人
事
部
か
人
月
削
減
措
置
に
あ
た
 
 

り
採
る
べ
き
順
番
を
決
め
る
の
み
な
ら
ず
、
選
考
手
続
き
、
さ
ら
に
は
具
 
 

体
的
な
選
考
指
標
の
決
定
ま
で
従
業
員
代
表
と
協
議
し
て
い
る
。
も
L
人
 
 

事
選
考
指
標
や
そ
の
重
要
度
の
決
定
に
関
与
L
書
面
で
合
意
す
れ
ば
、
通
 
 

九
三
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常
は
さ
ら
な
る
選
考
手
続
き
に
も
参
加
し
て
お
り
、
従
業
月
代
表
は
決
定
 
 

に
対
す
る
責
任
を
明
確
に
負
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
っ
 
使
用
者
側
の
こ
の
 
 

要
請
に
対
し
従
業
員
代
表
が
断
れ
ば
、
人
事
部
は
単
独
で
こ
と
を
進
め
る
 
 

こ
と
に
な
る
。
ま
た
は
別
の
形
で
関
与
を
求
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
退
職
 
 

勧
奨
候
補
者
リ
ス
ト
を
人
事
部
か
ら
提
案
さ
れ
、
そ
れ
を
検
討
す
る
か
、
 
 

ま
た
は
、
人
事
部
担
当
者
お
よ
び
上
司
と
と
も
に
、
誰
を
退
職
勧
奨
候
補
 
 

に
す
る
か
の
議
論
に
従
業
員
代
表
委
員
が
応
じ
て
加
わ
っ
た
り
す
る
。
あ
 
 

る
従
業
月
代
表
委
月
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
彼
の
経
験
で
は
こ
の
話
し
合
い
 
 

で
、
彼
の
主
張
に
よ
り
候
補
者
の
三
〇
－
三
五
％
が
入
れ
替
え
ら
れ
た
こ
 
 

と
が
あ
る
（
従
業
員
代
表
議
長
－
事
業
所
番
号
一
〇
、
以
下
同
じ
）
。
別
の
 
 

人
事
部
長
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
そ
の
祉
で
は
従
業
員
代
表
の
関
与
に
よ
り
 
 

候
補
者
名
簿
の
八
〇
％
ま
で
決
め
、
残
り
は
人
事
部
が
決
め
た
 
（
人
事
部
 
 

1
一
四
）
。
従
業
員
代
表
が
候
補
者
リ
ス
ト
の
確
定
へ
の
関
与
を
断
る
こ
と
 
 

も
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
従
業
月
代
衷
に
は
人
選
し
た
こ
と
の
責
任
は
生
じ
 
 

な
い
が
、
そ
の
分
だ
け
使
用
者
ペ
ー
ス
で
進
め
ら
れ
る
。
 
 
 

い
く
つ
か
の
企
業
で
は
、
従
業
員
代
表
は
労
働
者
本
人
と
の
退
職
懇
談
 
 

（
A
亡
芽
e
b
亡
n
g
S
g
e
S
p
r
賢
h
）
に
同
席
し
て
い
る
。
あ
る
従
業
員
代
表
委
員
 
 

い
わ
く
、
「
同
席
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
業
貝
が
人
事
部
の
説
明
を
受
け
 
 

て
そ
の
場
で
同
意
書
に
署
名
す
る
こ
と
を
防
ぐ
ん
だ
。
彼
が
そ
れ
に
応
じ
 
 

た
場
合
の
今
後
の
状
況
を
説
明
し
、
そ
れ
を
覚
悟
し
た
う
え
で
判
断
す
る
 
 

よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
結
論
を
出
す
前
に
、
法
律
家
 
 

や
年
金
専
門
家
と
相
談
す
る
こ
と
を
勧
め
る
。
」
退
職
懇
談
の
な
か
で
、
そ
 
 

の
労
働
者
が
置
か
れ
て
い
る
新
た
な
事
情
が
判
明
し
た
と
き
に
は
、
従
業
 
 

月
代
表
は
退
職
勧
奨
候
補
か
ら
彼
を
外
す
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
も
あ
る
。
 
 

さ
ら
に
、
従
業
月
代
表
に
よ
っ
て
は
、
事
業
所
集
会
で
四
八
歳
以
上
の
労
 
 

九
四
 
 

働
者
に
対
し
て
、
任
意
に
解
約
に
応
じ
た
と
き
に
彼
ら
の
再
就
職
チ
ャ
ン
 
 

ス
の
小
さ
い
こ
と
な
ど
を
知
ら
せ
熟
考
す
る
こ
と
を
促
す
。
 
 
 

面
接
し
た
人
事
部
は
、
人
員
削
減
手
続
き
に
従
業
月
代
表
を
深
く
組
み
 
 

入
れ
る
戦
略
上
の
理
由
を
こ
う
説
明
す
る
。
従
業
月
代
表
の
関
与
が
措
置
 
 

を
労
働
者
側
に
受
け
入
れ
や
す
く
し
、
人
月
削
減
の
実
施
を
ス
ム
ー
ズ
に
 
 

す
る
と
い
う
。
具
体
的
な
発
言
と
し
て
、
「
も
し
従
業
員
代
表
が
、
企
業
と
 
 

し
て
人
員
削
減
は
や
む
を
え
な
い
状
況
だ
、
社
会
計
画
は
総
じ
て
満
足
で
 
 

き
る
も
の
だ
、
従
業
員
代
表
ほ
社
会
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
努
 
 

力
し
た
と
述
べ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
労
働
者
側
が
退
職
懇
談
で
提
案
を
受
 
 

け
入
れ
が
ち
に
な
る
。
」
（
人
事
部
一
四
）
「
従
業
月
代
表
と
は
信
頼
に
満
 
 

ち
た
措
置
を
講
じ
る
べ
き
だ
。
事
業
所
組
織
法
の
求
め
る
水
準
を
超
え
て
、
 
 

で
き
る
だ
け
早
い
時
点
で
従
業
員
代
表
に
情
報
提
供
し
話
し
合
い
を
進
め
、
 
 

従
業
員
代
表
の
理
解
を
得
な
け
れ
ば
。
」
 
（
人
事
部
六
）
 
 
 

従
業
員
代
表
と
の
協
力
に
つ
き
、
そ
の
人
事
部
長
は
二
つ
の
目
標
に
役
 
 

立
つ
と
い
う
。
第
一
に
、
従
業
月
代
表
が
手
続
き
に
参
加
す
る
こ
と
で
措
 
 

置
の
必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
そ
の
後
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
 
 

解
雇
や
労
働
裁
判
所
で
の
手
続
き
で
反
対
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
 
 

あ
る
。
第
二
に
、
従
業
月
代
表
に
情
報
を
流
す
と
、
そ
れ
は
従
業
員
に
伝
 
 

達
さ
れ
、
従
業
員
代
表
を
経
由
し
て
流
さ
れ
た
情
報
に
関
し
て
は
労
働
者
 
 

側
の
反
発
が
小
さ
い
。
そ
こ
で
使
用
者
側
が
提
案
し
て
い
る
こ
と
が
も
っ
 
 

と
も
で
あ
る
こ
と
を
従
業
員
代
表
に
証
明
し
て
も
ら
う
た
め
、
従
業
月
代
 
 

表
と
協
議
す
る
こ
と
を
勧
め
る
（
人
事
部
－
六
）
り
他
方
で
、
従
業
員
代
表
 
 

側
も
こ
の
よ
う
な
人
事
部
の
意
図
を
察
し
て
い
る
。
い
わ
く
、
「
確
か
に
我
々
 
 

と
事
前
に
話
し
あ
い
を
す
る
と
、
従
業
員
側
の
受
け
入
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
 
 

な
る
ら
 
人
事
部
の
担
当
者
が
向
こ
う
か
ら
話
し
合
い
に
来
る
と
、
そ
れ
を
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期
待
し
て
い
る
と
感
じ
る
。
」
 
（
従
業
月
代
表
議
長
⊥
二
）
 
 
 

多
く
の
人
事
部
長
は
、
従
業
員
代
表
と
対
立
し
て
、
予
定
し
て
い
る
措
 
 

置
を
実
施
す
る
こ
と
で
事
業
所
内
が
不
満
や
不
安
で
満
ち
る
こ
と
を
懸
念
 
 

し
て
い
る
。
従
業
員
代
表
側
は
こ
の
よ
う
な
人
事
部
の
見
方
を
、
「
企
業
内
 
 

の
文
化
」
と
見
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
従
業
月
代
表
か
ら
事
業
所
集
会
ま
 
 

た
は
文
書
で
人
月
削
減
の
概
要
と
予
想
さ
れ
る
措
置
の
内
容
が
紹
介
さ
れ
、
 
 

社
会
計
画
な
い
し
は
人
事
選
考
指
標
が
紹
介
さ
れ
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
企
業
で
は
、
労
使
双
方
は
、
良
好
な
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
、
 
 

企
業
内
の
現
実
の
困
難
を
協
力
し
て
対
処
す
る
こ
と
を
望
ま
し
い
と
考
え
 
 

て
い
る
。
こ
れ
が
な
く
な
る
と
き
、
通
常
、
よ
り
大
き
な
不
利
益
を
被
る
 
 

の
は
構
造
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
従
業
月
代
表
側
で
あ
る
。
も
し
使
用
者
 
 

側
が
従
業
員
代
表
と
の
長
期
的
に
良
好
な
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
を
放
棄
 
 

す
れ
ば
、
従
業
月
代
表
は
事
業
所
組
織
法
を
上
回
る
使
用
者
の
協
力
を
得
 
 

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
両
者
は
長
期
の
継
続
的
な
間
柄
で
、
こ
の
良
 
 

好
な
協
力
関
係
は
双
方
に
利
益
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
自
分
の
立
場
を
 
 

有
利
に
進
め
る
に
は
相
手
方
の
協
力
に
依
存
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
っ
 
 

あ
る
時
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
一
方
に
有
利
な
取
扱
い
で
も
、
他
の
時
 
 

に
は
そ
の
逆
が
あ
り
得
る
。
こ
れ
は
ル
ー
マ
ン
の
 
「
再
会
の
法
則
」
 
で
あ
 
 

る
、
∪
 
 
 

今
回
調
査
さ
れ
た
企
業
で
も
、
前
記
の
よ
う
な
構
造
的
特
徴
と
人
月
削
 
 

減
に
あ
た
っ
て
の
従
業
月
代
表
の
関
与
の
程
度
に
は
、
明
確
な
相
関
関
係
 
 

が
あ
る
。
文
献
で
は
企
業
規
模
と
参
加
度
の
相
関
関
係
が
よ
く
議
論
さ
れ
 
 

て
き
た
。
例
え
ば
コ
ト
ホ
7
は
、
従
業
月
数
六
〇
〇
人
を
分
岐
点
と
し
て
 
 

従
業
月
代
表
の
参
加
度
に
違
い
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
今
回
の
調
査
で
も
 
 

そ
の
傾
向
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

コ
ト
ホ
フ
は
さ
ら
に
参
加
度
の
分
岐
点
と
し
て
、
従
業
月
代
表
の
役
割
 
 

認
識
の
相
違
に
も
ふ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
従
業
員
代
表
は
従
業
月
の
利
害
 
 

を
代
表
す
べ
き
だ
と
い
う
認
識
を
強
く
持
つ
か
否
か
に
よ
っ
て
、
参
加
の
 
 

程
度
が
大
き
く
異
な
る
と
主
張
す
る
。
今
回
の
調
査
で
も
同
様
に
そ
れ
を
 
 

確
認
で
き
る
。
面
接
者
が
い
う
よ
う
に
、
参
加
タ
イ
プ
に
と
っ
て
、
そ
れ
 
 

ぞ
れ
の
従
業
月
代
表
が
共
同
し
て
責
任
を
負
う
用
意
が
あ
る
こ
と
、
使
用
 
 

者
側
と
の
良
好
な
協
力
関
係
を
つ
く
る
用
意
が
あ
る
こ
と
、
容
易
に
変
更
 
 

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
当
該
企
業
の
文
化
な
ど
が
重
要
で
あ
る
。
同
時
に
 
 

従
業
員
代
表
が
強
調
す
る
の
は
、
交
渉
相
手
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
に
は
、
 
 

専
門
的
知
識
を
備
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
 
 

三
・
四
 
人
員
削
減
に
あ
た
っ
て
の
社
会
明
和
的
な
措
置
の
使
先
 
 
 

売
上
高
減
少
の
際
に
、
企
業
が
取
り
う
る
選
択
肢
は
多
様
で
あ
る
。
減
 
 

少
の
程
度
が
一
時
的
で
わ
ず
か
で
あ
れ
ば
、
雇
用
調
整
な
し
で
対
応
で
き
 
 

る
。
見
取
図
が
示
す
よ
う
に
、
人
月
削
減
以
外
の
方
法
は
、
事
後
に
再
び
 
 

売
上
げ
が
回
復
し
た
と
き
に
容
易
に
元
の
状
態
に
回
復
で
き
る
。
労
働
組
 
 

合
や
従
業
月
代
表
側
か
ら
は
そ
の
実
施
が
求
め
ら
れ
、
た
い
て
い
そ
の
方
 
 

法
が
優
先
さ
れ
る
。
し
か
し
、
売
上
減
の
程
度
が
大
き
く
長
期
に
渡
る
と
 
 

き
に
は
、
人
員
削
減
に
着
手
せ
ぎ
る
を
え
な
い
。
 
 
 

人
月
削
減
に
も
ソ
フ
ト
な
方
法
か
ら
ハ
ー
ド
な
も
の
ま
で
各
種
あ
る
。
 
 

一
方
で
、
ソ
フ
ト
な
方
法
は
自
然
減
と
欠
月
不
補
充
で
あ
り
、
早
期
引
退
 
 

も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
そ
れ
に
比
べ
、
整
理
解
雇
や
合
意
解
約
は
ハ
ー
ド
 
 

な
方
法
で
あ
り
、
最
後
の
手
段
に
な
る
。
調
査
一
六
社
で
は
事
業
所
協
定
 
 

で
、
整
理
解
雇
は
で
き
る
だ
け
避
け
る
べ
き
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
 
 

人
月
削
減
で
は
労
働
契
約
内
外
の
配
転
や
再
訓
練
で
も
利
益
調
整
や
社
会
 
 

九
五
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九
六
 
 
 

計
画
が
締
結
さ
れ
、
補
償
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
方
 
 

法
が
ど
の
程
度
の
頻
度
で
行
わ
れ
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
人
事
選
考
 
 

で
は
刷
新
的
な
労
働
時
間
モ
デ
ル
に
よ
り
、
企
業
に
特
有
な
技
能
を
有
す
 
 

る
労
働
者
が
で
き
る
だ
け
残
さ
れ
、
人
員
の
予
備
が
置
か
れ
、
同
時
に
人
 
 

件
費
削
減
に
努
め
る
。
 
 
 

人
月
削
減
に
関
す
る
事
業
所
協
定
の
な
か
で
、
早
期
引
退
や
合
意
解
約
 
 

は
整
理
解
雇
よ
り
優
先
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
 
 

者
数
の
削
減
は
当
該
労
働
者
と
の
合
意
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
 
 

な
い
。
こ
れ
が
双
方
に
と
っ
て
ど
の
程
度
の
意
義
を
有
す
る
か
は
、
事
業
 
 

所
協
定
の
議
事
録
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
法
律
的
に
有
効
か
歪
か
 
 

は
と
も
か
く
、
人
事
部
長
は
当
該
期
間
中
に
は
∵
万
的
解
雇
を
行
わ
な
い
 
 

旨
を
表
明
し
約
束
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
署
名
者
は
中
央
従
業
員
代
表
委
 
 

員
会
に
対
し
、
山
九
九
一
年
に
は
事
業
所
協
定
に
も
と
づ
き
解
雇
を
行
わ
 
 

な
い
こ
と
を
約
束
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
期
間
中
に
双
方
の
合
意
に
も
と
 
 

づ
い
て
解
約
を
な
す
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
じ
」
 
（
従
業
員
代
表
－
 
 

一
四
）
 
 
 

川
 
面
接
者
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
人
月
削
減
期
に
は
離
職
率
が
高
ま
る
。
 
 

い
く
つ
か
の
企
業
の
人
事
部
は
、
削
減
目
標
の
三
〇
％
を
合
意
解
約
の
方
 
 

法
で
達
成
し
た
。
比
較
的
良
好
な
市
場
チ
ャ
ン
ス
を
持
つ
労
働
者
は
「
船
 
 

が
沈
む
」
前
に
時
期
を
見
計
ら
っ
て
去
り
、
そ
の
た
め
に
本
人
か
ら
合
意
 
 

解
約
を
求
め
る
。
企
業
が
繰
り
返
し
従
業
員
数
を
減
ら
し
て
い
る
と
い
う
 
 

経
験
か
ら
、
労
働
者
は
自
分
の
方
か
ら
辞
め
て
い
く
の
が
有
利
だ
と
受
け
 
 

止
め
る
者
が
い
る
。
転
職
可
能
性
の
高
い
地
域
ほ
ど
そ
の
傾
向
が
強
い
レ
 
 
 

労
働
者
側
か
ら
の
自
己
都
合
退
職
が
あ
れ
ば
、
そ
の
分
だ
け
人
員
削
減
 
 

数
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
辞
め
て
い
く
労
働
者
は
市
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れ
て
い
る
。
企
業
と
し
て
は
補
償
金
で
決
着
を
つ
け
る
こ
と
に
な
る
。
事
 
 

業
所
協
定
ま
た
は
社
会
計
画
に
は
、
合
意
解
約
に
応
じ
た
、
ま
た
は
労
働
 
 

関
係
の
存
続
を
訴
え
な
い
こ
と
を
約
束
し
た
労
働
者
に
対
し
て
の
み
補
償
 
 

金
を
支
給
す
る
旨
の
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
そ
の
 
 

例
と
し
て
、
「
補
償
金
の
支
給
は
つ
ぎ
の
こ
と
を
条
件
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
 
 

当
該
労
働
者
が
合
意
解
約
で
、
ま
た
は
雇
用
関
係
清
算
証
明
書
（
A
u
s
g
－
e
i
・
 
 

c
h
s
q
u
i
t
t
u
n
g
）
で
、
協
約
上
ま
た
は
強
行
法
規
上
の
請
求
権
を
除
き
、
労
 
 

働
関
係
に
も
と
づ
〈
、
お
よ
び
終
了
を
契
機
と
す
る
さ
ら
な
る
請
求
権
を
 
 

放
棄
し
、
労
働
関
係
の
存
続
を
主
張
し
な
い
こ
と
。
」
（
社
会
計
画
⊥
二
）
 
 
 

勧
奨
さ
れ
た
労
働
者
の
八
〇
九
九
％
が
そ
れ
に
応
じ
た
。
残
っ
た
労
働
 
 

者
に
対
し
て
の
み
、
整
理
解
雇
が
通
告
き
れ
た
。
 
 

な
請
求
を
し
な
い
こ
と
、
ま
た
は
裁
判
所
に
提
訴
し
な
い
こ
と
が
同
意
さ
 
 

減
は
、
主
に
合
意
解
約
に
よ
り
達
成
さ
れ
た
。
面
接
者
に
よ
れ
ば
、
退
職
 
 

場
価
値
が
高
く
市
場
チ
ャ
ン
ス
の
大
き
い
労
働
者
で
あ
り
、
そ
れ
は
企
業
 
 

側
に
と
っ
て
留
ま
っ
て
欲
し
い
労
働
者
で
も
あ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
場
 
 

合
に
は
、
「
こ
の
労
働
者
に
は
辞
め
て
欲
し
く
な
い
」
と
使
用
者
が
考
え
る
 
 

労
働
者
に
対
し
て
は
、
人
事
部
が
積
極
的
に
留
ま
る
こ
と
を
要
請
し
、
そ
 
 

こ
で
留
ま
る
な
ら
ば
特
別
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
を
合
意
す
る
こ
と
も
あ
 
 

る
。
そ
の
例
と
し
て
、
「
以
下
の
場
合
に
は
、
救
済
基
金
（
H
虹
ユ
e
f
昌
d
s
）
 
 

か
ら
追
加
し
て
給
付
を
行
う
。
人
月
削
減
措
置
実
施
期
間
中
に
転
出
の
希
 
 

望
を
持
ち
な
が
ら
、
あ
え
て
留
ま
る
労
働
者
に
は
事
業
所
協
定
に
も
と
づ
 
 

き
補
償
金
が
支
給
さ
れ
る
。
」
 
（
従
業
員
代
表
I
】
○
）
 
 

合
意
解
約
に
労
働
者
が
署
名
す
る
時
に
は
、
使
用
者
に
対
し
て
追
加
的
 
 

調
査
し
た
一
六
社
中
一
五
社
で
は
、
使
用
者
側
が
取
り
組
ん
だ
人
月
削
 
 

つ
ぎ
に
、
合
意
解
約
書
の
サ
ン
プ
ル
を
紹
介
す
る
。
 
 
 

「
 
Ⅹ
 
（
企
業
名
）
 
と
Y
 
（
労
働
者
名
）
 
の
間
で
、
つ
ぎ
の
合
意
解
約
 
 

善
が
締
結
さ
れ
る
。
 
 

一
、
Ⅹ
と
Y
の
間
の
労
働
関
係
は
、
経
営
上
の
理
由
に
よ
り
Ⅹ
か
ら
の
 
 

要
請
で
双
方
の
了
解
に
も
と
づ
き
＊
年
＊
月
＊
日
に
終
了
す
る
。
 
 
 

t
一
、
Y
は
雇
用
の
喪
失
に
対
し
事
業
所
協
定
「
社
会
計
画
を
と
も
な
う
 
 

利
益
調
整
」
に
も
と
づ
き
補
償
金
を
受
領
す
る
。
補
償
金
は
所
得
税
 
 

法
三
条
九
号
を
考
慮
し
、
退
職
す
る
月
の
賃
金
に
算
定
さ
れ
て
支
給
 
 

さ
れ
る
。
 
 
 

三
、
こ
の
合
意
に
も
と
づ
く
請
求
権
の
譲
渡
お
よ
び
担
保
に
関
し
て
は
、
 
 

就
業
規
則
の
定
め
に
よ
る
。
担
保
可
能
性
に
関
し
て
は
、
通
常
の
法
 
 

規
が
適
用
さ
れ
る
。
 
 
 

四
、
二
項
か
ら
発
生
す
る
義
務
の
履
行
に
と
も
な
い
、
労
働
関
係
と
そ
 
 

の
終
了
に
と
も
な
う
双
方
の
請
求
権
は
す
べ
て
調
整
さ
れ
る
。
Y
は
、
 
 

労
働
関
係
の
終
了
を
裁
判
で
争
っ
権
利
を
放
棄
す
る
こ
と
を
表
明
す
 
 

る
。
 
 
 

五
、
Y
は
、
合
意
解
約
書
を
注
意
深
く
読
み
、
十
分
な
考
慮
の
後
に
任
 
 

意
に
署
名
し
た
こ
と
を
表
明
す
る
り
 
 

日
時
、
署
名
 
」
 
 
 

整
理
解
雇
で
も
、
通
常
は
、
労
働
者
が
解
雇
の
効
力
を
争
っ
て
提
訴
し
 
 

な
い
と
き
、
ま
た
は
そ
の
提
訴
が
取
り
下
げ
な
い
し
は
棄
却
さ
れ
た
後
に
 
 

初
め
て
社
会
計
画
の
補
償
金
を
受
け
取
る
。
あ
る
企
業
で
は
社
会
計
画
に
、
 
 

訴
訟
の
と
き
に
も
補
償
金
が
支
給
さ
れ
る
、
た
だ
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
 
 

裁
判
所
に
よ
り
確
定
さ
れ
た
補
償
金
額
に
よ
り
清
算
さ
れ
る
も
の
と
す
る
 
 

と
定
め
ら
れ
て
い
る
 
（
企
業
一
〇
）
。
 
 

九
七
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で
、
そ
れ
を
差
し
引
く
と
、
合
意
解
約
と
整
理
解
雇
の
比
率
は
半
々
だ
ろ
 
 

う
じ
 
他
の
研
究
者
の
調
査
結
果
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
今
回
の
調
査
結
果
 
 

は
ド
イ
ツ
の
一
般
的
傾
向
と
符
合
す
る
。
 
 
 

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
使
用
者
側
は
整
理
解
雇
よ
り
も
合
意
解
約
を
優
先
さ
 
 

調
査
し
た
企
業
で
は
協
約
上
の
指
針
が
合
意
解
約
の
実
施
に
も
通
用
さ
 
 

れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
な
か
に
は
事
業
所
協
定
で
合
意
解
約
す
る
労
働
 
 

者
に
対
し
て
熟
考
期
間
が
明
ホ
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
 
 
 

回
 
早
期
引
退
は
合
意
解
約
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
先
に
「
退
職
勧
奨
さ
 
 

れ
た
労
働
者
の
八
〇
1
九
九
％
ま
で
が
応
じ
る
」
 
と
記
述
し
た
と
き
、
そ
 
 

こ
に
は
こ
れ
も
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
方
法
が
す
ぐ
に
当
事
者
間
で
 
 

実
施
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
ま
ず
は
他
の
方
法
 
（
例
え
ば
、
一
口
‥
失
業
 
 

し
て
失
業
給
付
を
も
ら
う
）
 
が
利
用
さ
れ
、
そ
の
後
に
初
め
て
早
期
引
退
 
 

が
選
択
さ
れ
る
っ
 
従
業
員
に
占
め
る
中
高
年
者
の
比
率
が
比
較
的
高
く
、
 
 

人
員
削
減
の
総
数
が
少
な
い
企
業
で
は
、
早
期
引
退
は
人
月
削
減
の
七
〇
 
 

％
の
比
率
を
占
め
て
い
る
（
企
業
九
）
。
二
れ
は
別
の
研
究
者
の
大
巌
観
 
 

察
結
果
と
も
一
致
す
る
〔
 
そ
の
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
労
働
者
は
正
式
の
 
 

年
余
支
給
開
始
年
齢
で
あ
る
六
五
歳
に
到
達
す
る
ま
で
に
九
五
％
が
離
職
 
 

し
て
い
る
り
 
う
ち
、
六
三
歳
以
前
に
離
職
し
た
者
の
比
率
は
七
五
％
を
上
 
 

回
る
。
 
 
 

い
 
調
査
し
た
一
六
企
業
の
う
ち
一
社
の
み
が
、
人
員
削
減
に
あ
た
り
 
 

合
意
解
約
を
行
わ
な
か
っ
た
し
 
そ
こ
で
は
、
年
齢
的
に
み
て
早
期
引
退
の
 
 

対
象
と
な
ら
な
い
労
働
者
に
対
し
整
理
解
雇
が
実
施
さ
れ
た
 
（
企
業
山
 
 

二
）
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
企
業
で
は
解
雇
は
例
外
的
で
あ
っ
た
。
 
 
 

以
上
の
事
実
は
、
人
員
削
減
に
お
け
る
合
意
解
約
の
重
要
度
を
示
し
て
 
 

い
る
。
た
だ
し
、
統
計
上
の
合
意
解
約
に
は
早
期
引
退
を
含
ん
で
い
る
の
 
 

事
選
考
の
回
避
と
訴
訟
の
可
能
性
が
な
く
な
る
こ
と
で
あ
る
い
 
 
 

雇
の
と
き
よ
り
も
高
づ
く
。
し
か
し
、
任
用
者
に
と
っ
て
合
意
解
約
に
は
 
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
苦
し
い
立
場
に
置
か
れ
る
。
従
業
員
代
表
と
 
 

し
て
は
、
彼
ら
が
自
発
的
に
辞
め
て
く
れ
れ
ば
残
る
労
働
者
に
と
っ
て
も
 
 

好
都
合
だ
と
い
う
判
断
が
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
合
意
解
約
は
社
会
調
和
 
 

的
な
解
決
方
法
だ
。
対
象
者
に
さ
れ
た
労
働
者
に
と
っ
て
は
、
万
が
一
の
 
 

解
雇
に
比
べ
れ
ば
、
も
し
そ
れ
が
逝
け
が
た
い
の
で
あ
れ
ば
解
雇
よ
り
は
 
 

合
意
解
約
の
方
が
ま
し
だ
と
い
う
判
断
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
思
惑
が
交
 
 

錯
す
る
な
か
で
事
態
は
進
行
す
る
。
 
 
 

三
・
五
・
一
 
使
用
者
側
 
 
 

面
接
し
た
人
事
部
長
は
、
大
量
解
雇
に
対
す
る
現
有
規
制
が
厳
し
い
と
 
 

強
〈
非
難
し
、
審
理
解
雇
よ
り
も
合
意
解
約
に
よ
っ
て
人
月
削
減
を
行
う
 
 

こ
と
に
よ
り
法
律
の
制
約
を
逃
れ
よ
う
と
意
図
す
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は
 
 

そ
の
よ
う
な
規
制
が
あ
る
こ
と
を
絶
対
的
な
悪
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
 
 

社
会
的
市
場
経
済
体
制
で
は
必
要
な
制
約
で
あ
る
と
認
め
る
。
そ
れ
で
も
 
 

現
行
解
雇
法
制
は
使
用
者
に
と
っ
て
は
大
き
な
足
か
せ
と
受
け
止
め
ら
れ
 
 

て
い
る
よ
う
だ
じ
 
面
接
者
は
そ
れ
を
は
っ
き
り
と
語
る
。
 
 
 

使
用
者
に
と
っ
て
合
意
解
約
は
、
あ
ま
り
に
厳
し
い
解
雇
規
制
を
逃
れ
 
 

削
減
対
象
予
定
労
働
者
の
利
益
と
残
る
労
働
者
の
そ
れ
の
双
方
を
考
慮
し
 
 

そ
れ
を
上
回
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
福
祉
的
観
点
に
基
づ
く
人
 
 

る
裏
口
の
よ
う
な
も
の
だ
と
い
う
。
合
意
解
約
に
よ
る
補
償
金
支
給
は
解
 
 

九
八
 
 

せ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ぎ
に
そ
れ
を
見
て
い
く
。
 
 

三
・
五
 
当
事
者
の
行
動
動
機
 
 

使
用
者
が
人
員
削
減
に
取
り
か
か
ろ
う
と
す
る
と
き
、
従
業
月
代
表
は
、
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川
 
福
祉
的
観
点
の
選
考
 
 
合
意
解
約
で
は
、
使
用
者
ペ
ー
ス
で
「
事
 
 

業
所
の
必
要
性
」
に
基
づ
い
て
離
職
対
象
者
を
選
べ
る
。
も
し
整
理
解
雇
 
 

で
、
解
雇
に
よ
る
不
利
益
の
小
さ
い
者
を
優
先
的
に
解
雇
す
る
と
い
う
福
 
 

祉
的
 
（
社
会
的
）
 
選
考
を
行
う
と
若
年
者
が
解
雇
さ
れ
る
傾
向
に
な
り
、
 
 

従
業
員
の
年
齢
構
成
が
「
老
人
ホ
ー
ム
」
の
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
で
は
人
 
 

事
の
停
滞
が
生
じ
る
の
で
、
使
用
者
と
L
て
は
合
意
解
約
に
よ
り
年
齢
構
 
 

成
の
若
返
り
を
図
り
た
い
〔
 
し
か
し
、
そ
れ
で
も
従
業
員
代
表
と
の
合
意
 
 

解
約
を
め
ぐ
る
交
渉
の
過
程
で
、
合
意
解
約
の
対
象
者
選
考
に
あ
た
り
福
 
 

祉
的
観
点
の
考
慮
を
求
め
ら
れ
、
圧
力
を
か
け
ら
れ
る
可
能
性
は
残
る
っ
 
 
 

た
と
え
従
業
員
代
表
と
協
議
し
て
合
意
解
約
の
手
続
き
を
進
め
る
と
し
 
 

て
も
、
な
お
企
業
の
都
合
を
考
慮
し
て
も
ら
え
が
ち
だ
。
仕
事
ぶ
り
の
劣
 
 

る
労
働
者
を
そ
の
対
象
者
に
含
め
る
こ
と
に
従
業
員
代
表
側
の
抵
抗
は
小
 
 

さ
い
。
使
用
者
側
が
こ
の
よ
う
に
労
働
者
の
業
績
に
こ
だ
わ
る
の
は
、
ド
 
 

イ
ツ
産
業
の
賃
金
水
準
は
高
い
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
維
持
す
る
に
は
業
績
の
 
 

高
い
労
働
者
に
依
存
せ
ぎ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
社
会
計
画
の
補
償
 
 

金
支
給
に
よ
り
解
雇
は
回
避
で
き
る
。
補
偵
金
支
給
は
解
雇
か
ら
保
護
さ
 
 

れ
る
べ
き
労
働
者
を
離
職
さ
せ
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
 
 

使
用
者
側
に
は
そ
の
こ
と
に
後
ろ
め
た
さ
は
な
い
。
 
 
 

伺
 
つ
ぎ
に
、
解
雇
訴
訟
と
の
関
係
で
は
、
解
雇
し
た
と
き
に
提
訴
さ
 
 

れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
も
し
そ
う
な
れ
ば
、
法
廷
へ
出
向
く
こ
と
を
含
め
、
 
 

か
な
り
の
手
間
と
費
用
を
割
か
れ
る
い
 
確
か
に
合
意
解
約
で
も
労
働
者
と
 
 

数
回
に
及
ぶ
話
し
合
い
が
必
要
で
あ
り
、
手
間
は
か
か
る
が
、
そ
れ
で
も
 
 

解
雇
訴
訟
に
比
べ
れ
ば
ま
だ
少
な
い
。
 
 
 

加
え
て
、
使
用
者
側
に
と
っ
て
、
労
働
裁
判
所
の
法
律
解
釈
は
労
働
者
 
 

寄
り
す
ぎ
だ
と
映
っ
て
い
る
。
整
理
解
雇
で
あ
れ
ば
、
人
選
に
あ
た
り
必
 
 

ず
福
祉
的
観
点
を
考
慮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
∩
 
そ
の
選
考
指
標
の
重
 
 

要
度
は
使
用
者
に
と
っ
て
予
想
し
が
た
い
ウ
ニ
の
こ
と
も
使
用
者
が
労
働
 
 

裁
判
を
避
け
た
い
理
由
で
あ
る
。
 
 
 

人
事
部
長
が
語
る
に
は
、
「
私
の
企
業
で
行
っ
た
二
〇
〇
人
に
及
ぶ
合
意
 
 

解
約
の
う
ち
、
二
〇
－
五
〇
人
分
は
整
理
解
雇
な
ら
ば
許
さ
れ
な
い
労
働
 
 

者
だ
。
」
そ
の
企
業
の
従
業
員
代
表
議
長
の
見
方
で
は
、
合
意
解
約
L
た
二
 
 

〇
〇
人
中
八
〇
－
一
〇
〇
人
は
解
雇
で
き
な
い
労
働
者
で
あ
る
 
（
企
業
－
 
 

二
）
。
 
 
 
こ
の
よ
う
に
整
理
解
雇
で
は
人
選
等
が
厳
し
い
の
に
比
べ
れ
ば
、
合
意
 
 

解
約
で
は
使
用
者
側
の
希
望
を
か
な
り
貫
徹
で
き
る
ゥ
労
働
者
が
解
雇
で
 
 

争
う
用
意
が
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
使
用
者
と
し
て
は
合
意
解
約
で
取
り
 
 

扱
い
た
い
。
そ
の
方
が
企
業
と
し
て
の
世
間
体
も
い
い
。
労
働
者
に
と
っ
 
 

て
も
解
雇
訴
訟
を
起
こ
す
こ
と
は
決
断
の
い
る
こ
と
で
あ
る
。
合
意
解
約
 
 

は
使
用
者
に
と
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
の
少
な
い
方
法
で
あ
る
。
L
か
し
、
そ
れ
 
 

は
必
ず
し
も
全
面
的
に
は
社
会
調
和
的
で
は
な
い
。
い
わ
く
、
「
合
意
解
約
 
 

を
進
め
る
の
も
生
や
さ
し
く
な
い
じ
 
労
働
者
に
対
し
て
退
職
を
勧
奨
し
、
 
 

こ
れ
を
断
れ
ば
君
は
解
雇
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
だ
か
ら
。
労
働
者
は
そ
れ
 
 

を
受
け
入
れ
る
に
し
て
も
心
地
よ
く
は
な
い
だ
ろ
う
ご
 
（
人
事
部
二
）
 
 
 

合
意
解
約
に
到
ら
ず
に
、
残
っ
た
労
働
者
を
整
理
解
雇
す
る
と
き
に
は
、
 
 

使
用
者
は
そ
の
労
働
者
が
提
訴
す
る
こ
と
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

そ
の
裁
判
で
使
用
者
が
敗
訴
す
れ
ば
、
意
図
は
達
成
で
き
な
く
な
り
、
費
 
 

用
は
高
づ
き
、
従
業
員
の
若
返
り
を
は
か
れ
な
い
。
 
 
 

面
接
し
た
人
事
部
長
お
よ
び
所
長
（
G
e
s
c
h
監
（
s
昌
h
r
e
r
）
は
い
ず
れ
も
 
 

こ
う
い
う
二
通
常
、
退
職
勧
奨
に
応
じ
な
か
っ
た
労
働
者
は
解
雇
さ
れ
る
。
 
 

解
雇
す
る
と
き
は
、
確
か
に
労
働
者
が
提
訴
し
て
争
う
こ
と
を
覚
悟
せ
ね
 
 

九
九
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考
慮
も
働
く
。
そ
れ
は
残
る
労
働
者
の
職
場
の
雰
囲
気
に
影
響
し
、
ま
た
、
 
 

新
規
採
用
の
募
集
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
U
 
解
雇
に
比
べ
れ
ば
、
合
意
解
約
 
 

に
よ
る
削
減
の
方
が
ダ
メ
ー
ジ
が
小
さ
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
れ
が
 
 

大
き
な
新
聞
記
事
見
出
し
に
で
も
な
れ
ば
世
間
の
話
題
に
な
る
む
 
面
接
者
 
 

は
そ
う
語
る
。
 
 
 

同
じ
解
雇
で
も
、
解
雇
す
る
に
到
っ
た
時
期
や
産
業
分
野
に
よ
り
、
そ
 
 

の
影
響
の
程
度
も
異
な
る
。
使
用
者
が
そ
の
解
雇
を
外
部
事
情
の
せ
い
に
 
 

で
き
る
と
き
に
は
、
使
用
者
の
措
置
に
対
す
る
非
難
も
小
さ
く
、
労
働
者
 
 

に
対
し
て
も
説
明
し
や
す
い
。
例
え
ば
、
東
欧
市
場
の
崩
壊
、
軍
事
予
算
 
 

の
削
減
、
所
属
す
る
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
・
ト
ッ
プ
が
上
層
で
決
定
し
、
現
場
 
 

で
は
い
か
ん
と
も
対
処
で
き
な
い
と
き
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
外
部
的
な
 
 

事
情
に
由
来
す
る
人
月
削
減
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
は
小
さ
い
。
そ
れ
 
 

が
企
業
内
部
の
事
情
や
、
経
営
判
断
ミ
ス
に
よ
る
と
き
に
ほ
、
逆
に
ダ
メ
 
 

思
戒
心
の
ほ
か
に
、
人
月
削
減
方
法
の
選
択
に
あ
た
り
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
 
 

ば
な
ら
な
い
U
J
「
提
訴
さ
れ
れ
ば
ど
う
い
う
判
決
が
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
 
 

か
を
事
前
に
よ
く
考
え
な
い
よ
う
な
人
事
部
は
失
格
だ
。
」
 
 
 

退
職
勧
奨
の
交
渉
が
難
航
し
た
と
き
に
は
、
使
用
者
側
は
結
局
は
解
雇
 
 

保
護
規
定
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
そ
れ
は
退
職
勧
奨
交
渉
 
 

で
も
部
分
的
に
は
考
慮
き
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
面
接
し
た
人
事
担
当
者
も
 
 

述
べ
、
合
意
解
約
交
渉
 
（
退
職
勧
奨
）
 
で
も
万
が
一
、
福
祉
的
選
考
を
行
 
 

わ
ぎ
る
を
え
な
い
と
き
の
選
考
楷
標
を
考
慮
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
 
 

解
雇
保
護
法
と
判
例
の
判
断
基
準
は
現
実
の
労
使
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
し
 
 

て
い
る
。
そ
の
結
果
、
解
雇
保
護
法
で
保
護
さ
れ
る
程
度
の
強
い
労
働
者
 
 

ほ
ど
、
そ
の
分
だ
け
、
合
意
解
約
交
渉
で
も
強
い
立
場
に
あ
る
。
 
 
 

い
 
使
用
者
に
と
っ
て
、
福
祉
的
選
考
を
少
し
で
も
避
け
た
い
と
い
う
 
 

一
〇
〇
 
 

－
ジ
は
大
き
い
。
特
に
、
顧
客
を
相
手
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
、
こ
の
 
 

点
で
大
い
に
気
を
使
う
。
企
業
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
が
将
来
的
な
売
上
げ
・
 
 

業
績
悪
化
に
大
い
に
影
響
を
及
ぼ
す
か
ら
で
あ
る
。
解
雇
に
よ
っ
て
経
営
 
 

状
態
が
悪
い
と
の
印
象
を
与
え
る
と
、
さ
ら
な
る
売
上
げ
低
下
を
招
き
悪
 
 

循
環
に
陥
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
サ
ー
ビ
ス
業
で
の
人
月
削
 
 

減
は
リ
ス
ク
を
伴
い
、
傾
重
に
行
わ
れ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
人
事
部
の
理
解
に
対
し
て
、
一
社
だ
け
例
外
が
あ
る
n
 
そ
 
 

れ
は
合
意
解
約
の
努
力
を
行
う
こ
と
な
く
整
理
解
雇
を
実
施
し
た
企
業
で
 
 

あ
る
。
そ
の
企
業
で
は
、
果
た
し
て
合
意
解
約
の
方
が
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
 
 

か
否
か
の
評
価
に
迷
っ
た
ぃ
 
す
な
わ
ち
、
整
理
解
雇
を
避
け
る
べ
き
と
の
 
 

判
断
に
直
ち
に
は
到
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
最
近
四
年
以
内
に
採
用
 
 

さ
れ
た
、
均
質
的
な
利
害
状
態
に
あ
る
従
業
員
グ
ル
ー
プ
六
〇
〇
人
の
う
 
 

ち
か
ら
、
職
業
資
格
、
業
績
、
仕
事
の
熱
心
さ
（
A
r
b
e
i
t
s
m
O
t
i
く
a
t
i
O
コ
）
 
 

な
ど
の
経
営
上
の
関
心
か
ら
一
六
七
人
が
解
雇
対
象
者
と
し
て
選
ば
れ
た
、
ゝ
 
 

使
用
者
は
提
訴
さ
れ
る
こ
と
を
何
ら
お
そ
れ
な
か
っ
た
。
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
 
 

ン
も
企
業
内
の
雰
囲
気
を
悪
く
す
る
こ
と
も
心
配
し
な
か
っ
た
。
 
 
 

さ
ら
に
は
、
従
業
月
代
表
－
一
二
で
は
、
そ
の
企
業
は
当
地
で
は
高
い
 
 

水
準
の
福
利
厚
生
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
魅
力
的
な
存
在
で
あ
り
、
労
働
 
 

者
は
自
発
的
に
退
職
し
ょ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
従
業
員
代
表
は
 
 

予
め
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
福
祉
的
選
考
の
考
え
方
を
学
び
、
人
事
部
と
の
 
 

交
渉
に
臨
ん
だ
。
そ
こ
で
利
益
調
整
お
よ
び
社
会
計
画
を
策
定
し
た
。
企
 
 

業
一
二
で
は
解
雇
比
率
は
高
い
が
、
従
業
員
代
表
議
長
は
一
連
の
交
渉
 
 

を
ふ
り
返
っ
て
、
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
る
。
い
わ
く
、
「
こ
の
企
業
で
は
 
 

法
律
の
考
え
に
し
た
が
っ
て
処
理
さ
れ
た
し
従
業
員
代
表
と
し
て
解
雇
は
 
 

困
難
な
課
題
だ
が
、
そ
れ
で
も
受
け
入
れ
ぎ
る
を
え
な
い
。
」
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三
・
五
・
二
 
従
業
月
代
表
 
 
 

従
業
月
代
表
は
人
月
削
減
に
あ
た
り
、
矛
盾
す
る
役
割
を
担
う
。
一
方
 
 

で
、
削
減
対
象
者
と
な
る
労
働
者
の
利
益
を
守
り
、
削
減
さ
れ
る
人
数
を
 
 

で
き
る
だ
け
減
ら
そ
う
と
し
、
選
考
に
あ
た
っ
て
は
社
会
調
和
的
な
人
選
 
 

を
行
い
た
い
。
離
職
す
る
労
働
者
に
対
す
る
補
償
金
の
上
乗
せ
に
も
努
め
 
 

る
。
他
方
で
、
削
減
後
に
残
る
労
働
者
の
利
益
の
た
め
に
は
企
業
の
採
算
 
 

が
回
復
す
る
よ
う
に
努
め
た
い
し
、
ま
た
、
企
業
採
算
性
の
改
善
お
よ
び
 
 

残
る
職
場
の
確
保
の
た
め
に
も
人
月
を
削
減
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
は
必
要
 
 

で
あ
る
と
い
う
使
用
者
の
主
張
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
こ
で
従
業
月
 
 

代
表
は
「
よ
り
小
さ
な
悪
」
を
選
択
す
る
し
か
な
い
。
集
団
的
な
観
点
か
 
 

ら
み
て
、
人
月
削
減
は
、
そ
れ
を
行
わ
な
い
と
き
に
生
じ
る
か
も
し
れ
な
 
 

い
よ
り
深
刻
で
重
大
な
事
態
に
比
べ
れ
ば
犠
牲
は
小
さ
い
。
し
た
が
っ
て
、
 
 

人
月
削
減
を
一
般
的
に
拒
否
す
る
と
い
う
選
択
を
し
な
い
限
り
、
従
業
月
 
 

代
表
に
で
き
る
の
は
、
辞
め
て
い
く
労
働
者
に
で
き
る
だ
け
社
会
調
和
的
 
 

な
方
法
を
探
る
こ
と
だ
。
限
ら
れ
た
選
択
肢
の
な
か
で
、
従
業
月
代
表
は
 
 

整
理
解
雇
よ
り
も
「
銀
メ
ッ
キ
の
解
雇
」
と
い
わ
れ
る
合
意
解
約
を
優
先
 
 

さ
せ
る
。
実
施
方
法
で
は
使
用
者
が
そ
れ
を
行
う
こ
と
を
支
持
す
る
と
い
 
 

う
形
で
あ
る
。
 
 
 

多
く
の
従
業
月
代
表
と
の
面
接
で
、
彼
ら
は
普
及
し
て
い
る
合
意
解
約
 
 

の
実
情
お
よ
び
そ
の
根
底
に
あ
る
考
え
を
支
持
す
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
も
 
 

企
業
の
繁
栄
は
関
心
が
あ
り
、
人
月
削
減
に
あ
た
り
使
用
者
側
と
同
様
に
 
 

企
業
イ
メ
ー
ジ
を
大
切
に
し
効
率
性
を
考
慮
す
る
。
 
 
 

従
業
月
代
表
議
長
一
五
い
わ
く
、
「
判
例
が
求
め
る
選
考
手
続
き
は
面
 
 

倒
く
さ
い
。
幸
い
に
我
々
は
解
雇
と
福
祉
的
選
考
か
ら
免
れ
る
こ
と
が
で
 
 

き
て
い
る
が
。
」
 
 
 

関
係
者
は
企
業
イ
メ
ー
ジ
を
大
切
に
す
る
。
解
雇
を
行
い
そ
れ
が
マ
ス
 
 

コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
神
経
を
使
う
っ
「
私
の
企
業
で
は
人
月
削
 
 

減
は
痛
み
な
し
に
無
血
で
行
わ
れ
た
。
お
か
げ
で
街
に
出
て
も
後
ろ
め
た
 
 

さ
な
く
胸
を
張
っ
て
歩
け
る
。
」
 
（
従
業
員
代
表
議
長
一
五
）
 
 
 

別
の
従
業
月
代
表
議
長
1
0
は
、
た
と
え
不
当
な
解
雇
で
も
職
場
に
 
 

戻
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
少
な
い
と
い
う
判
例
の
動
向
を
指
摘
す
る
。
フ
ァ
ル
 
 

ケ
ら
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
九
七
八
年
に
は
解
雇
の
う
ち
わ
ず
か
八
％
の
 
 

ケ
ー
ス
で
提
訴
さ
れ
、
労
働
裁
判
所
に
お
け
る
手
続
き
の
後
に
提
訴
し
た
 
 

労
働
者
の
一
〇
％
弱
が
元
の
職
場
に
戻
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
デ
ィ
ー
 
 

ク
マ
ン
の
研
究
で
も
同
様
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
労
働
者
は
社
会
計
画
が
 
 

成
立
す
る
と
職
場
に
残
る
こ
と
を
諦
め
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
雇
 
 

用
確
保
で
は
な
く
、
お
金
で
解
決
さ
れ
る
。
さ
ら
に
加
え
て
、
結
局
、
使
 
 

用
者
の
退
職
勧
奨
に
応
じ
る
か
否
か
、
そ
の
補
償
金
で
了
解
す
る
か
否
か
 
 

を
決
め
る
の
は
労
働
者
本
人
で
あ
る
む
 
人
月
削
減
は
労
働
者
本
人
の
「
任
 
 

意
」
 
の
同
意
の
も
と
に
進
め
ら
れ
、
労
働
者
は
そ
れ
に
応
じ
る
こ
と
と
引
 
 

き
替
え
に
解
雇
を
争
う
権
利
を
放
棄
す
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
は
従
業
月
 
 

代
表
に
と
っ
て
気
が
楽
だ
。
も
し
労
働
者
が
応
じ
な
く
て
使
用
者
が
解
雇
 
 

す
る
と
き
に
は
、
従
業
月
代
表
は
そ
の
解
雇
提
案
に
同
意
す
る
か
否
か
を
 
 

判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
、
労
働
者
が
合
意
解
約
に
応
じ
れ
ば
、
 
 

解
雇
に
同
意
す
る
か
否
か
と
い
う
、
従
業
月
代
表
に
と
っ
て
も
気
苦
労
な
 
 

こ
と
を
経
験
し
な
く
て
済
む
か
ら
だ
。
い
わ
く
」
双
方
が
事
業
所
協
定
に
 
 

基
づ
い
て
提
案
さ
れ
た
金
額
で
折
り
合
っ
て
く
れ
れ
ば
、
私
は
そ
の
合
意
 
 

解
約
を
最
も
合
理
的
な
も
の
と
考
え
る
ご
 
（
従
業
月
代
表
議
長
一
四
）
 
 

て
、
人
選
基
準
に
も
〓
疋
、
福
祉
的
選
考
の
観
点
が
考
慮
さ
れ
る
の
は
幸
 
 

一
〇
一
 
 
 

そ
れ
で
も
人
貝
削
減
手
続
き
に
従
業
月
代
表
が
関
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
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率
な
判
断
を
し
な
い
よ
う
に
注
意
を
促
し
て
い
る
の
も
事
実
だ
。
従
業
員
 
 

代
表
が
関
与
し
て
い
な
い
と
き
に
は
、
人
選
に
あ
た
り
も
っ
と
企
業
の
事
 
 

情
が
強
〈
考
慮
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
 
 

三
・
五
二
二
 
労
働
者
 
 
 

企
業
内
で
人
員
削
減
の
話
が
出
回
る
と
、
従
業
員
の
な
か
に
将
来
へ
の
 
 

不
安
と
動
揺
が
広
が
る
。
職
場
の
雰
囲
気
は
と
げ
と
げ
し
い
も
の
に
な
る
。
 
 

あ
る
者
は
上
司
に
見
放
さ
れ
ま
い
と
、
企
業
へ
の
忠
誠
的
姿
勢
を
示
そ
う
 
 

と
し
て
へ
つ
ら
う
よ
う
に
な
る
り
 
い
ず
れ
に
せ
よ
労
働
者
は
ラ
イ
バ
ル
意
 
 

識
を
刺
激
さ
れ
る
。
 
 
 

そ
し
て
、
誰
が
退
職
勧
奨
対
象
者
に
含
ま
れ
て
い
る
か
が
明
ら
か
に
な
 
 

る
と
、
そ
れ
に
該
当
す
る
者
と
そ
う
で
な
い
者
と
の
間
で
亀
裂
が
生
じ
る
。
 
 

労
務
担
当
取
締
役
の
諸
に
よ
れ
ば
、
そ
の
と
き
、
必
ず
誰
か
労
働
者
が
文
 
 

句
を
い
い
に
き
て
、
「
自
分
は
こ
れ
ま
で
企
業
の
た
め
に
熱
心
に
働
い
て
き
 
 

た
の
に
、
な
ぜ
そ
の
対
象
者
に
な
る
の
か
」
と
食
っ
て
か
か
る
と
い
う
。
 
 

な
か
に
は
意
気
消
沈
し
て
し
ま
う
者
も
い
る
。
例
え
ば
、
一
五
歳
か
ら
長
 
 

年
こ
の
企
業
で
の
み
働
い
て
き
て
、
他
の
企
業
で
働
い
た
経
験
が
な
く
、
 
 

他
社
で
働
く
こ
と
を
考
え
た
こ
と
の
な
い
労
働
者
で
、
し
か
も
彼
の
技
能
・
 
 

経
験
に
照
ら
し
て
他
社
で
採
用
さ
れ
る
見
込
み
が
乏
し
い
よ
う
な
場
合
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

こ
の
調
査
で
は
、
直
接
に
退
職
勧
奨
対
象
者
と
な
っ
た
労
働
者
か
ら
取
 
 

材
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
人
事
部
担
当
者
お
よ
び
従
業
 
 

員
代
表
へ
の
取
材
か
ら
、
労
働
者
の
お
お
よ
そ
の
反
応
を
窺
い
知
る
こ
と
 
 

が
で
き
る
。
ま
ず
、
た
い
て
い
の
労
働
者
は
合
意
解
約
へ
の
署
名
に
よ
っ
 
 

て
少
な
く
と
も
形
式
的
に
は
退
職
に
同
意
し
て
い
る
。
そ
の
場
合
に
、
い
 
 

実
で
あ
り
、
従
業
月
が
退
職
勧
奨
に
応
じ
る
か
否
か
の
判
断
に
あ
た
り
軽
 
 

一
〇
二
 
 
 

く
つ
か
の
反
応
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。
第
一
に
、
状
況
に
対
し
て
諦
め
る
者
、
 
 

第
二
に
、
置
か
れ
た
状
況
を
判
断
し
て
「
よ
り
小
さ
な
悪
」
を
選
ぶ
者
、
 
 

第
三
に
、
補
償
金
を
受
け
取
る
か
、
そ
れ
と
も
引
き
続
い
て
働
く
か
と
い
 
 

う
選
択
肢
の
中
で
、
自
分
に
と
っ
て
よ
り
魅
力
的
な
方
を
選
ぶ
者
、
た
い
 
 

て
い
は
補
償
金
を
選
ぶ
。
 
 
 

㈱
 
断
念
 
第
l
の
タ
イ
プ
で
、
対
象
者
と
な
っ
た
労
働
者
に
と
っ
て
 
 

状
況
が
克
服
困
難
で
あ
る
と
判
明
す
る
と
、
次
第
に
諦
め
の
心
境
に
な
る
。
 
 

そ
し
て
、
つ
い
に
は
本
人
が
、
「
実
は
最
近
、
私
の
体
調
も
思
わ
し
く
な
い
 
 

ん
だ
ご
と
自
分
か
ら
退
職
す
る
口
実
を
い
う
よ
う
に
な
る
。
そ
の
過
程
で
 
 

人
事
部
は
、
本
人
と
の
面
接
で
、
退
職
勧
奨
対
象
者
の
名
前
を
明
ら
か
に
 
 

し
、
本
人
の
メ
ン
ツ
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
配
慮
し
、
た
だ
、
彼
が
従
事
 
 

し
て
き
た
職
務
が
今
後
不
要
に
な
る
こ
と
を
説
明
す
る
 
（
労
務
担
当
取
締
 
 

役
－
四
）
。
 
 
 

ま
た
、
別
の
人
事
部
長
は
、
対
象
者
と
の
面
接
で
、
彼
が
対
象
者
に
な
 
 

っ
た
本
当
の
理
由
 
（
例
、
彼
が
他
の
職
務
を
こ
な
す
だ
け
の
柔
軟
性
に
欠
 
 

け
る
こ
と
、
高
齢
の
た
め
に
作
業
能
率
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
な
ど
）
 
は
 
 

述
べ
な
い
。
む
し
ろ
、
企
業
と
し
て
人
員
削
減
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 
 

必
要
性
を
一
般
的
に
詳
し
く
述
べ
る
。
（
人
事
部
二
）
 
 
 

㈲
 
第
二
の
タ
イ
プ
の
ケ
ー
ス
で
、
も
し
対
象
労
働
者
が
人
事
部
の
説
 
 

明
に
も
か
か
わ
ら
ず
退
職
勧
奨
に
応
じ
な
い
と
き
に
は
、
つ
ぎ
に
人
事
部
 
 

は
そ
の
者
に
圧
力
を
か
け
る
。
そ
の
方
法
は
解
雇
の
脅
し
で
あ
る
っ
す
な
 
 

わ
ち
、
「
今
こ
こ
で
退
職
に
応
じ
な
く
て
も
、
君
は
い
ず
れ
解
雇
さ
れ
る
。
 
 

正
式
に
解
雇
さ
れ
る
と
き
に
は
補
償
金
を
も
ら
え
な
い
ぞ
。
」
と
い
う
。
そ
 
 

れ
が
最
も
効
果
を
発
揮
す
る
者
は
解
雇
保
護
の
適
用
が
な
い
労
働
者
で
あ
 
 

る
。
ま
た
、
仕
事
ぶ
り
や
勤
務
態
度
に
難
点
が
あ
る
労
働
者
に
対
し
て
も
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効
果
が
あ
る
。
彼
ら
に
対
し
て
は
面
接
の
と
き
に
、
そ
の
難
点
を
指
摘
す
 
 

る
こ
と
も
あ
る
。
 
 
 

要
す
る
に
、
こ
れ
は
「
飴
と
む
ち
」
の
政
策
で
あ
る
。
社
会
計
画
に
基
 
 

づ
く
補
償
金
の
金
額
と
合
意
解
約
に
よ
る
そ
れ
と
の
間
に
格
差
を
も
う
け
、
 
 

そ
の
金
銭
的
な
魅
力
に
よ
っ
て
退
職
へ
誘
導
す
る
。
例
え
ば
こ
う
で
あ
る
。
 
 

「
退
職
勧
奨
に
応
じ
て
退
職
す
れ
ば
二
万
マ
ル
ク
ま
で
出
そ
う
い
 
そ
れ
も
 
 

今
す
ぐ
な
ら
ば
二
・
五
万
マ
ル
ク
出
し
て
も
い
い
ご
 
こ
う
し
て
、
労
働
者
 
 

は
ど
う
せ
の
こ
と
な
ら
と
考
え
て
、
よ
り
小
さ
な
不
利
益
を
受
け
入
れ
る
 
 

老
が
出
る
。
 
 
 

も
し
、
対
象
者
が
任
意
に
退
職
に
応
じ
ょ
う
と
し
な
い
と
き
に
は
、
嫌
 
 

が
ら
せ
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
何
人
か
の
従
業
員
代
表
は
述
べ
る
。
 
 

例
え
ば
、
頻
繁
に
配
転
す
る
、
不
公
平
な
業
績
評
価
を
行
う
等
の
方
法
で
 
 

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
針
の
造
に
座
ら
せ
る
方
法
で
労
働
者
を
い
た
た
ま
れ
 
 

な
く
す
る
 
（
従
業
月
代
表
九
）
。
他
の
従
業
員
代
表
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
 
 

そ
れ
に
よ
り
場
合
に
よ
っ
て
は
社
会
計
画
に
よ
る
補
償
金
の
金
額
よ
り
も
 
 

低
い
金
額
で
労
働
者
が
退
職
に
応
じ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
 
 
 

の
 
第
三
の
タ
イ
プ
は
、
諦
め
も
せ
ず
、
使
用
者
の
嫌
が
ら
せ
や
解
雇
 
 

の
脅
し
に
屈
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
で
も
補
償
金
の
魅
力
に
惹
か
れ
 
 

て
応
じ
る
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
．
そ
れ
に
は
l
一
つ
の
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
転
職
 
 

チ
ャ
ン
ス
が
高
い
メ
ン
バ
ー
、
つ
ぎ
に
、
解
雇
保
護
が
厚
く
使
用
者
が
容
 
 

易
に
解
雇
で
き
な
い
メ
ン
バ
ー
（
重
度
障
害
者
や
中
高
年
者
）
 
で
あ
る
。
 
 

前
者
に
と
っ
て
企
業
か
ら
補
償
金
を
も
ら
っ
て
、
人
員
削
減
し
な
け
れ
ば
 
 

な
ら
な
い
よ
う
な
企
業
を
去
り
、
さ
っ
さ
と
再
就
職
す
る
の
は
願
っ
て
も
 
 

な
い
こ
と
で
あ
る
。
通
常
で
は
も
ら
え
な
い
よ
う
な
補
償
金
額
を
も
ら
え
 
 

る
。
後
者
を
解
雇
で
辞
め
さ
せ
よ
う
と
す
れ
ば
相
当
な
理
由
が
必
要
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

調
査
し
た
企
業
で
は
、
す
で
に
合
意
解
約
に
署
名
し
た
労
働
者
は
労
働
 
 

関
係
終
了
ま
で
賃
金
を
支
給
さ
れ
つ
つ
、
そ
の
退
職
前
の
時
点
で
労
働
義
 
 

務
を
免
除
さ
れ
て
い
る
の
が
通
常
で
あ
っ
た
っ
 
こ
の
労
働
義
務
免
除
は
退
 
 

職
者
に
よ
っ
て
企
業
内
平
和
と
人
月
削
減
実
施
が
妨
げ
ら
れ
な
い
よ
う
に
 
 

す
る
た
め
の
予
防
的
措
置
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
彼
ら
の
転
職
先
が
容
 
 

易
に
見
つ
か
ら
ず
、
退
職
に
合
意
し
た
こ
と
を
悔
や
ん
で
い
る
よ
う
な
と
 
 

き
に
、
そ
れ
が
職
場
で
伝
わ
る
こ
と
は
退
職
勧
奨
を
進
め
る
人
事
部
に
と
 
 

っ
て
不
都
合
で
あ
る
い
 
ま
た
、
近
々
退
職
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
労
働
 
 

者
が
出
勤
し
て
き
て
も
労
働
意
欲
が
す
で
に
低
下
し
て
お
り
、
同
僚
に
と
 
 

っ
て
迷
惑
な
存
在
で
あ
る
。
 
 
 

三
・
五
・
四
 
 
早
期
引
退
を
め
ぐ
る
利
害
の
交
錯
 
 
 

労
働
者
、
従
業
員
代
表
お
よ
び
使
用
者
の
三
者
は
、
と
も
に
早
期
引
退
 
 

を
歓
迎
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
思
惑
は
異
な
っ
て
い
る
。
調
査
時
点
は
ち
 
 

（
J
こ
 
 

よ
う
ど
、
雇
用
促
進
法
一
二
八
条
に
基
づ
き
連
邦
雇
用
庁
に
対
し
支
給
補
 
 

項
義
務
が
な
く
な
る
と
い
う
、
法
律
改
正
に
伴
う
経
過
時
期
だ
っ
た
。
そ
 
 

の
た
め
、
早
期
引
退
の
年
金
を
用
い
て
の
大
量
人
員
削
減
は
企
業
に
と
っ
 
 

て
資
金
節
約
の
好
機
だ
っ
た
。
 
 
 

人
事
部
に
と
っ
て
、
早
期
引
退
を
進
め
た
い
動
機
は
、
対
象
者
の
労
働
 
 

（
5
）
 
 

能
力
と
彼
ら
の
賃
金
水
準
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
 
 

の
理
由
は
面
接
で
は
っ
き
り
と
述
べ
ら
れ
た
し
従
業
員
の
な
か
で
誰
か
に
 
 

退
職
し
て
も
ら
う
と
す
れ
ば
、
早
期
引
退
が
不
利
益
が
最
も
小
さ
い
と
し
 
 

て
従
業
月
代
表
側
か
ら
も
望
ま
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
実
際
に
も
彼
ら
が
 
 

こ
の
提
案
を
受
け
入
れ
る
確
率
は
高
い
。
そ
れ
で
も
対
象
者
の
全
員
が
受
 
 

け
入
れ
る
わ
け
で
は
な
い
亡
 
拒
否
す
る
者
の
理
由
は
、
彼
ら
が
解
雇
か
ら
 
 

一
〇
三
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と
に
熱
心
だ
。
そ
の
熱
心
さ
は
使
用
者
側
以
上
で
あ
る
。
人
事
部
が
経
験
 
 

あ
る
中
高
年
者
に
対
し
て
退
職
勧
奨
を
行
お
う
と
し
な
い
の
に
対
し
、
従
 
 

業
月
代
表
は
批
判
的
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
若
者
が
職
場
に
残
れ
る
可
能
性
 
 

を
大
き
く
し
よ
う
と
考
え
、
も
っ
と
年
齢
が
低
い
労
働
者
に
対
し
て
ま
で
 
 

早
期
引
退
の
勧
奨
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
。
早
期
引
退
の
可
能
性
を
追
求
 
 

し
た
後
で
な
い
と
解
雇
に
は
賛
成
し
な
い
。
 
 
 

別
の
従
業
月
代
表
 
（
議
長
一
〇
）
 
も
同
様
に
行
動
す
る
。
あ
る
と
き
 
 

は
早
期
引
退
に
五
〇
〇
人
も
の
応
募
が
あ
り
驚
い
た
が
、
と
に
か
く
歓
迎
 
 

し
た
。
そ
れ
に
ょ
り
若
者
の
職
場
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
 
 

る
ご
」
の
よ
う
に
行
動
す
る
理
由
を
語
る
。
「
こ
の
方
法
は
さ
ほ
ど
の
費
用
 
 

負
担
な
し
に
離
職
を
達
成
で
き
る
。
そ
し
て
若
者
を
残
す
こ
と
は
企
業
の
 
 

将
来
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
に
は
中
高
年
に
早
期
引
退
し
 
 

て
も
ら
う
方
が
ま
し
だ
ご
同
時
に
、
五
〇
－
五
七
歳
の
労
働
者
に
は
再
就
 
 

職
可
能
性
が
低
い
こ
と
を
考
慮
し
て
、
そ
の
者
ら
に
人
事
部
が
早
期
引
退
 
 

を
勧
奨
す
る
こ
と
に
は
従
業
月
代
表
は
反
対
す
る
。
 
 
 

い
く
つ
か
の
企
業
で
従
業
月
代
表
は
こ
う
語
る
〕
中
高
年
労
働
者
に
は
 
 

早
期
引
退
へ
の
圧
力
が
か
か
る
。
社
会
計
画
の
策
定
交
渉
中
に
あ
る
従
業
 
 

月
代
表
委
月
は
同
僚
に
い
っ
た
。
「
毎
日
、
命
が
縮
む
思
い
だ
。
」
あ
る
と
 
 

き
、
企
業
側
が
二
七
〇
人
の
早
期
引
退
を
期
待
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
 
 

四
〇
人
が
応
じ
た
だ
け
だ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
一
四
〇
人
の
な
か
に
は
 
 

使
用
者
か
ら
は
辞
め
て
欲
し
く
な
い
者
が
か
な
り
含
ま
れ
て
い
た
。
従
業
 
 

強
く
保
護
さ
れ
る
地
位
に
あ
る
こ
と
、
彼
ら
は
若
い
労
働
者
に
比
べ
て
長
 
 

年
企
業
に
貢
献
し
て
き
た
こ
と
に
あ
る
。
な
か
に
は
、
そ
れ
を
伝
え
た
く
 
 

て
人
事
部
長
に
文
句
を
い
い
に
来
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い
う
。
 
 

従
業
月
代
表
 
（
一
二
）
 
は
早
期
引
退
の
可
能
性
を
最
大
限
追
求
す
る
こ
 
 

ら
せ
や
作
業
ノ
ル
マ
を
高
く
す
る
と
い
う
圧
力
で
あ
る
。
あ
る
人
事
部
長
 
 

は
そ
の
「
説
得
」
の
様
子
を
紹
介
す
る
。
「
ソ
フ
ト
な
圧
力
の
方
法
と
し
て
 
 

は
、
配
転
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
覚
悟
し
て
お
け
よ
、
こ
れ
ま
で
二
〇
年
間
 
 

従
事
し
て
き
た
仕
事
か
ら
全
く
経
験
の
な
い
仕
事
に
配
置
換
え
す
る
ぞ
、
 
 
 

一
〇
四
 
 
 

月
代
表
は
そ
れ
で
も
退
職
希
望
者
の
意
向
を
尊
重
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
 
 
 

別
の
企
業
で
も
従
業
月
代
表
か
ら
、
多
く
の
中
高
年
者
が
早
期
引
退
に
 
 

強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
と
聞
〈
h
あ
る
労
働
者
は
、
「
や
っ
と
こ
れ
で
毎
 
 

日
の
単
調
な
仕
事
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
ぞ
」
と
言
っ
て
喜
ん
で
い
た
 
（
従
業
 
 

員
代
表
議
長
二
）
。
別
企
業
で
は
 
（
人
事
部
－
一
六
）
、
五
〇
歳
の
労
働
 
 

者
が
人
事
部
長
に
、
「
自
分
も
早
期
引
退
の
対
象
者
に
し
て
も
ら
え
な
い
か
」
 
 

と
要
請
し
た
。
中
高
年
労
働
者
で
早
期
引
退
を
希
望
す
る
者
の
特
徴
は
、
 
 

作
業
ノ
ル
マ
が
高
ま
り
上
司
か
ら
の
圧
力
を
感
じ
て
い
る
場
合
、
長
年
身
 
 

体
的
な
不
調
や
持
痛
が
あ
り
仕
事
を
負
担
に
感
じ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
 
 
 

も
っ
と
も
、
中
高
年
労
働
者
は
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
退
職
を
せ
き
立
て
 
 

ら
れ
る
。
若
い
労
働
者
が
直
々
に
退
職
を
迫
る
こ
と
も
あ
る
。
従
業
員
代
 
 

表
議
長
 
（
企
業
1
八
）
 
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
中
高
年
者
の
良
心
に
訴
え
 
 

て
退
職
を
迫
る
か
を
説
明
す
る
。
「
君
の
子
供
さ
ん
も
す
で
に
独
立
し
子
育
 
 

て
費
用
は
か
か
ら
な
く
な
っ
た
。
君
は
月
に
二
0
0
－
三
〇
〇
マ
ル
ク
稼
 
 

げ
ば
な
ん
と
か
や
っ
て
い
け
る
だ
ろ
う
。
君
も
、
そ
ろ
そ
ろ
自
分
の
健
康
 
 

の
こ
と
も
考
え
な
〈
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
し
。
」
と
い
う
。
別
の
議
長
（
企
 
 

業
一
〇
）
は
い
う
、
「
君
が
こ
こ
の
職
場
に
ど
う
し
て
も
残
る
と
、
代
わ
 
 

り
に
若
い
労
働
者
が
職
場
を
去
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
だ
っ
て
、
ま
だ
子
 
 

供
さ
ん
が
小
さ
い
ん
だ
。
彼
の
こ
と
も
考
え
て
や
っ
て
く
れ
。
」
 
 

て
る
。
そ
の
方
法
は
若
者
へ
の
連
帯
感
に
訴
え
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
嫌
が
 
 

人
事
部
は
も
っ
と
容
赦
な
く
中
高
年
労
働
者
を
合
意
解
約
へ
と
駆
り
立
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と
言
う
こ
と
だ
。
」
 
 
 

企
業
は
概
し
て
早
期
引
退
に
対
し
て
そ
れ
な
り
の
コ
ス
ト
を
負
担
さ
せ
 
 

ら
れ
る
。
調
査
一
六
社
中
四
社
で
の
み
、
毎
月
の
支
払
ま
た
は
一
時
払
い
 
 

で
労
働
者
の
失
業
手
当
が
退
職
時
の
手
取
り
賃
金
の
一
〇
〇
％
に
達
す
る
 
 

ま
で
上
乗
せ
し
て
い
た
。
他
の
企
業
で
は
、
上
乗
せ
は
そ
れ
の
八
〇
－
九
 
 

五
％
の
間
だ
っ
た
。
定
年
年
齢
は
通
常
、
当
時
の
失
業
手
当
の
最
高
支
給
 
 

期
間
三
二
カ
月
を
う
ま
く
活
用
す
る
た
め
に
、
五
七
歳
と
四
カ
月
に
置
か
 
 

れ
て
い
た
。
あ
る
企
業
で
は
四
五
歳
以
上
に
つ
き
退
職
時
年
齢
ご
と
に
段
 
 

階
的
に
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
調
整
手
当
の
支
給
を
異
に
し
て
い
た
。
四
五
 
 

歳
で
は
退
職
時
賃
金
の
わ
ず
か
些
二
％
の
失
業
手
当
を
支
給
し
、
五
七
歳
 
 

以
上
に
は
九
〇
％
を
支
給
し
て
い
た
（
人
事
部
一
三
）
。
別
の
企
業
で
は
 
 

定
年
年
齢
を
五
三
歳
と
し
、
中
高
年
労
働
者
に
は
一
五
万
マ
ル
ク
ま
で
補
 
 

償
金
を
支
給
し
六
〇
歳
で
失
業
し
た
と
き
に
も
ら
う
失
業
手
当
と
の
差
額
 
 

を
調
整
し
て
い
た
 
（
社
会
計
画
一
〇
）
。
 
 
 

早
期
引
退
勧
奨
対
象
者
の
な
か
で
、
そ
れ
に
応
じ
る
か
否
か
の
判
断
で
 
 

利
害
関
係
は
異
な
る
。
そ
れ
は
そ
の
者
が
実
際
に
労
働
市
場
か
ら
引
退
す
 
 

る
つ
も
り
か
、
そ
れ
と
も
再
就
職
を
考
え
て
い
る
か
で
大
き
く
異
な
る
。
 
 

「
早
期
引
返
す
る
」
者
の
な
か
で
再
就
職
す
る
者
も
い
る
。
実
際
に
引
退
 
 

す
る
と
き
に
は
補
侶
金
支
給
に
よ
り
さ
ほ
ど
大
き
な
金
銭
的
不
利
益
は
生
 
 

じ
な
い
。
し
か
し
、
引
退
す
れ
ば
彼
の
生
活
関
係
は
可
変
し
、
従
来
の
職
 
 

場
で
の
人
間
関
係
は
疎
遠
に
な
る
。
同
時
に
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
も
希
 
 

薄
に
な
る
。
早
期
退
職
に
応
じ
る
か
否
か
の
判
断
は
、
披
が
そ
の
仕
事
に
 
 

ど
れ
ほ
ど
の
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
か
、
ど
の
程
度
仕
事
上
の
負
担
を
 
 

感
じ
て
い
る
か
、
上
司
や
同
僚
か
ら
の
退
職
へ
の
圧
力
の
程
度
な
ど
に
よ
 
 

っ
て
左
右
さ
れ
る
。
 
 
 

対
象
者
以
外
の
労
働
者
が
離
職
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
は
、
万
が
一
の
 
 

整
理
解
雇
で
あ
る
。
そ
の
と
き
の
関
心
は
補
償
金
願
の
水
準
で
あ
る
。
重
 
 

度
障
害
者
は
解
雇
か
ら
厚
く
保
護
さ
れ
る
の
で
、
仮
に
使
用
者
か
ら
退
職
 
 

勧
奨
さ
れ
、
そ
れ
を
拒
否
し
て
も
自
分
が
整
理
解
雇
さ
れ
る
可
能
性
は
乏
 
 

し
い
。
そ
の
代
わ
り
、
一
旦
解
雇
さ
れ
れ
ば
再
就
職
は
容
易
で
は
な
い
。
 
 

重
度
障
害
者
が
退
職
勧
奨
さ
れ
た
と
き
、
そ
れ
に
応
じ
る
か
否
か
の
判
断
 
 

で
は
、
彼
の
再
就
職
可
能
性
、
現
在
の
仕
事
の
や
り
が
い
等
が
考
慮
さ
れ
 
 

る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
中
高
年
者
に
対
す
る
退
職
勧
奨
で
は
、
 
 

特
に
従
業
月
代
表
に
よ
る
説
得
で
は
、
「
君
が
辞
め
て
く
れ
れ
ば
他
の
若
い
 
 

労
働
者
が
退
職
し
な
く
て
済
む
」
と
い
う
連
帯
感
に
訴
え
る
道
義
的
な
も
 
 

の
だ
。
 
 

三
・
六
 
補
償
金
額
 
 
 

労
働
者
が
合
意
解
約
に
応
じ
る
か
否
か
の
判
断
に
あ
た
り
、
補
償
金
嶺
 
 

の
多
寡
は
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
に
関
す
る
調
査
結
果
を
紹
 
 

介
す
る
が
、
残
念
な
が
ら
調
査
企
業
一
六
社
の
う
ち
一
二
社
で
金
額
を
教
 
 

え
て
も
ら
え
た
に
止
ま
る
。
残
る
四
社
で
は
そ
れ
に
関
す
る
情
報
を
も
ら
 
 

え
な
か
っ
た
。
 
 
 

社
会
計
画
に
補
償
金
が
定
め
ら
れ
る
趣
旨
は
、
通
説
に
よ
れ
ば
雇
用
喪
 
 

失
に
対
す
る
補
償
で
あ
る
。
喪
失
が
整
理
解
雇
に
よ
る
か
、
そ
れ
と
も
合
 
 

意
解
約
に
よ
る
か
を
問
わ
な
い
。
た
だ
し
、
社
会
計
画
に
よ
る
補
償
金
の
 
 

定
め
と
は
別
に
使
用
者
が
追
加
支
給
を
す
る
こ
と
は
使
用
者
の
自
由
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

金
額
の
基
準
は
、
ま
ず
、
裁
判
に
よ
る
労
働
関
係
終
了
の
と
き
に
は
賃
 
 

金
一
二
カ
月
分
ま
で
と
さ
れ
、
中
高
年
労
働
者
に
対
し
て
は
勤
続
年
数
に
 
 

一
〇
五
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よ
り
一
八
カ
月
分
ま
で
と
さ
れ
て
い
る
（
解
雇
保
護
法
一
〇
条
）
。
裁
判
外
 
 

の
手
続
き
に
よ
る
労
働
関
係
終
了
の
と
き
は
、
補
償
金
支
払
い
は
不
可
欠
 
 

で
は
な
い
。
連
邦
労
働
裁
判
所
判
決
 
（
一
九
八
二
年
一
一
月
丁
一
五
日
）
 
に
 
 

ょ
れ
ば
、
補
償
金
は
裁
判
外
の
と
き
に
は
勤
続
年
数
一
年
に
つ
き
願
面
賃
 
 

金
〇
・
五
カ
月
分
が
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
て
い
る
し
 
 
 

調
査
し
た
T
二
社
で
は
、
補
償
金
額
は
額
面
賃
金
お
よ
び
勤
続
年
数
に
 
 

基
づ
い
て
社
会
計
画
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
通
常
は
年
齢
も
考
 
 

慮
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
扶
養
義
務
あ
る
労
働
者
や
重
度
障
害
者
に
は
 
 

手
当
が
加
算
き
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
収
入
お
よ
び
勤
続
年
数
を
重
要
な
基
 
 

準
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
過
去
の
実
績
に
臼
を
向
け
た
指
標
で
あ
り
、
 
 

給
付
は
雇
用
喪
失
に
対
す
る
補
償
と
い
う
位
置
づ
け
に
基
づ
い
て
お
り
、
 
 

失
業
す
る
こ
と
の
社
会
的
費
用
を
調
整
す
る
と
い
う
機
能
は
乏
し
い
。
連
 
 

邦
労
働
裁
判
所
は
、
雇
用
喪
失
へ
の
補
償
は
社
会
計
画
の
機
能
に
は
含
ま
 
 

れ
ず
、
反
対
に
社
会
計
画
は
将
来
発
生
す
る
経
済
的
な
拍
共
に
向
け
ら
れ
 
 

た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
企
業
当
事
者
は
勤
続
年
数
に
基
づ
い
て
社
会
 
 

計
画
給
付
を
定
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
見
て
い
る
 
（
連
邦
労
働
裁
判
所
一
 
 

九
八
五
年
四
月
二
三
臼
判
決
）
。
 
 
 

社
会
計
画
給
付
を
年
齢
、
扶
養
義
務
ま
た
は
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
ラ
 
 

ン
ク
分
け
し
区
別
す
る
こ
と
は
、
雇
用
喪
失
を
予
め
労
働
者
の
た
め
に
設
 
 

定
す
る
と
い
う
金
銭
的
社
会
的
意
義
を
も
つ
。
年
齢
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
 
 

一
方
で
再
就
職
の
可
能
性
は
低
く
な
る
と
こ
ろ
、
他
方
で
は
家
族
扶
養
義
 
 

務
を
負
う
こ
と
が
多
い
。
そ
の
分
だ
け
雇
用
に
よ
る
収
入
に
依
存
す
る
程
 
 

度
も
高
い
。
こ
の
よ
う
な
指
標
は
現
実
の
必
要
性
に
基
づ
い
て
い
る
し
 
 
 

表
5
は
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
t
二
社
の
補
償
金
算
定
方
式
で
あ
る
り
 
 
 

算
定
基
礎
額
は
現
在
で
は
平
均
し
た
額
面
賃
金
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
 
 

一
〇
六
 
 
 

場
合
、
算
定
対
象
と
な
る
「
平
均
」
 
の
期
間
は
、
過
去
三
カ
月
お
よ
び
二
 
 

年
間
の
間
で
あ
る
。
た
い
て
い
の
企
業
で
は
、
年
次
有
給
休
暇
手
当
、
ク
 
 

リ
ス
マ
ス
手
当
お
よ
び
財
産
形
成
給
付
は
退
職
す
る
年
度
の
分
は
全
額
支
 
 

給
さ
れ
て
い
る
が
、
一
部
の
企
業
で
は
労
働
者
が
当
該
年
度
で
在
職
し
た
 
 

期
間
に
比
例
す
る
部
分
の
み
支
給
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

表
5
に
よ
れ
ば
、
い
か
な
る
要
素
を
ど
の
程
度
重
視
し
て
い
る
か
が
企
 
 

業
 
（
正
確
に
は
事
業
所
）
 
に
よ
り
異
な
る
の
が
わ
か
る
り
 
企
業
－
五
お
よ
 
 

び
八
で
は
、
賃
金
、
勤
続
年
数
お
よ
び
年
齢
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
二
社
 
 

で
も
加
算
さ
れ
る
手
当
の
算
定
方
法
は
企
業
に
よ
り
異
な
る
。
企
業
－
二
、
 
 

七
お
よ
び
一
四
で
は
年
齢
が
重
視
さ
れ
、
そ
れ
は
段
階
ご
と
に
考
慮
さ
れ
 
 

て
い
る
し
企
業
三
、
六
お
よ
び
二
二
で
は
年
齢
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
 
 

企
業
一
二
で
は
年
齢
は
手
当
の
項
で
四
〇
歳
を
超
え
る
場
合
に
限
り
考
 
 

慮
さ
れ
て
い
る
〕
 
い
く
つ
か
の
企
業
で
は
支
給
金
額
の
上
限
お
よ
び
下
限
 
 

を
定
め
て
い
る
。
企
業
－
一
三
で
の
み
、
判
例
の
考
え
に
忠
実
に
、
貸
金
 
 

と
勤
続
年
数
に
従
っ
て
算
定
し
て
い
る
。
 
 
 

つ
ぎ
に
、
こ
れ
ら
の
企
業
ご
と
の
補
償
金
額
の
違
い
を
具
体
的
に
明
ら
 
 

か
に
す
る
た
め
に
、
事
例
を
設
定
し
て
み
る
。
労
働
者
A
は
三
一
歳
で
勤
 
 

続
五
年
、
賃
金
は
一
九
九
二
年
の
ド
イ
ツ
の
勤
労
者
の
平
均
月
給
で
あ
る
 
 

（
6
〕
 
 

三
七
一
〇
マ
ル
ク
と
し
、
以
下
、
労
働
者
B
は
四
一
歳
、
勤
続
一
五
年
、
 
 

労
働
者
C
は
五
一
歳
、
勤
続
二
五
年
と
す
る
と
表
6
の
よ
う
に
な
る
。
な
 
 

お
、
企
業
一
二
で
は
解
雇
対
象
者
は
勤
続
五
年
以
内
の
者
と
限
定
さ
れ
 
 

て
い
る
の
で
、
労
働
者
B
、
C
で
は
合
意
解
約
お
よ
び
解
雇
の
対
象
と
さ
 
 

れ
ず
問
題
に
な
ら
な
い
。
表
6
お
よ
び
図
を
見
る
と
、
雇
用
喪
失
補
償
が
 
 

企
業
に
よ
り
き
ま
ざ
ま
に
異
な
る
の
が
わ
か
る
。
 
 
 

補
償
金
に
比
べ
る
と
、
追
加
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
の
方
は
企
業
に
よ
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表5 社会計画または事業所協定に基づく補償金支給  

「   
＿                                                  事業所  

番号   
補償金算定方式  追  加  手  当   

・重度障害の1％ごとに7Dマルク  

〔讐十型警些〕×賃金×係数  ・失業したときには十150マルク  

2  係数：0．7＝40歳以Fl．0＝51歳以上  ・例えば、労働者が重度障害のある子  

0．8＝41－50歳   どもをもつときには紋済基金から追  

加支給   

賃金×勤続年数×係数  なし   

3  

係数：1＝勤続年数1年のとき  

0．75＝／J23年のとき  

0．40＝′／4年以上のとき   

5   

・重度障害の1％ごとに一定金額   

賃金×勤警数×年齢×0・8  

6   

賃金×勤続年数   ・重度障害者に対して、賃金×勤続年  

数×0．5マルクを追加   

（0．66×賃金×勤続年数）十係数（∋   ・重度障害者に対して、十7，000マルク  

十係数②  

係数（∋：賃金×0．5こ30歳未満  

／／×1．0＝30－40歳  

／／×1．5＝4145歳  

／／×2．0＝46【50歳  

／JX2．5＝51歳以上  

係数②：十2，500マルク＝24歳以下  （左からつづく）  

十3，500マルク＝25－35歳   十4，900マルク＝49歳  

＋3，600マルク＝36歳   十5，000マルクこ50－51歳  

十3，700マルク＝37歳、それか  十6，000マルク＝52歳以上  

ら1歳あが   

るごとに十  なお、賃金は最高で5，170マルク、最  
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（年齢－18）×勤続年数  配偶者が働いていないときには、＋  

3，0（〕0マルク  

扶養義務ある子ども1人につき、＋  

1，500マルク  

本人が職業訓練生であるときには、＋  

2，500マルク  

退職後3ヵ月たってなお失業中であ  

60  

賃金×0．5  

ただし、（）は、50歳未満の老では、  

20を上回らないこととし、50歳以上の  

者では17を下回らないこと。  

るときには12カ月間を限度として、  

救済基金から、退職時の実質賃金の 

90％に達するまで失業手当に上乗せ  

支給する。   

・配偶者が働いていないときには、＋  

1，000マルク  

1，000マルク  

・40歳以上の者に対しては、＋1，000マ  12  旦垂塑jx勤続月数 四      ただし、賃金の最低は3，200マルクとす  ・扶養義務ある子ども1人につき、＋   る。     勤続月数のヒ限は60とする。      円  合計で2，500マルクを「F回らないこと。  ルク ・重度障害者に対しては、＋賃金1ヵ 月分  
賃金×勤続年数×0．5  ・重度障害者または解雇できない者に  

対して＋賃金3カ月分  

ただし、合計は80，000マルクを上回ら    ・55歳末満の者に対しては9ヵ月分、  

ないこと。   55歳以上の者に対しては15カ月分の  

失業保険および老齢年金の掛け金支  

給   

賃金×勤続年数×0．5×係数   なし  

係数二1，0＝39歳以下  

1．2＝4044歳  
14  

1．4＝45¶49歳  

1．6＝5054歳  

2．0＝55－57歳  

賃金×勤続年数×係数   ・配偶者または子どもがいれば、＋  

しかし、具体的数字を教えてもらえな  ・勤続年数10年以上の老で、配偶者ま  係数は年齢によりランク分けされる。  2，000マルク        い0  たは子どもが いれば、十3，000マルク   
注：賃金とは月額賃金をさす。  

出典ニS．130－一一一131．   
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表6 補償金鏑の比較（マルク）  

事  労働者A   労働者B   労働者C  

業  
所  年齢：31歳   41歳   51歳   

番   勤続年数：5年   15年   25年   

仁コ ラ▲  月額賃金：3，710マルク   3，710マルク   3，710マルク   

2   7，272   17，214   32，648   

3   7，420   22，260   37，100   

5   4，381   17，384   36，040   

6   18，550   55，650   92，750   

7＝11   19，453   46，394   75，490   

8   6，389   25．352   52，558   

10   5，874   23．188   52，868   

12   9，275  

13   9，275   27．825   46，375   

14   9，275   33，390   74，200   

出典：S．133．  

て
、
実
際
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
名
目
で
追
加
し
て
支
給
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
 
 

あ
る
。
こ
の
点
に
閲
し
、
面
接
に
応
じ
た
者
に
質
問
し
て
も
正
確
な
金
額
 
 

を
教
え
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
あ
る
例
で
は
、
社
会
計
画
に
 
 

定
め
ら
れ
て
い
る
勤
続
年
数
や
年
齢
を
上
乗
せ
し
て
加
算
し
て
い
る
。
こ
 
 

一
〇
九
 
 
 

り
も
っ
と
多
様
だ
。
ま
ず
企
業
三
、
八
お
よ
び
一
四
で
は
、
追
加
手
当
 
 

は
何
ら
支
給
さ
れ
な
い
。
重
度
障
害
者
を
例
に
と
っ
て
手
当
額
を
見
る
と
、
 
 

企
業
－
六
で
は
最
も
多
額
に
支
給
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
労
働
者
A
が
重
度
 
 

障
害
者
で
あ
る
と
す
る
と
、
彼
は
賃
金
約
二
カ
月
分
の
九
、
0
0
0
マ
ル
ク
 
 

を
支
給
さ
れ
る
。
労
働
者
B
な
ら
ば
賃
金
八
方
月
分
の
三
万
マ
ル
ク
だ
。
 
 

C
な
ら
ば
一
三
カ
月
分
の
五
万
マ
ル
ク
に
達
す
る
。
そ
れ
に
比
べ
、
企
業
 
 

七
お
よ
び
一
一
で
は
重
度
障
害
者
に
対
し
て
は
一
括
し
て
七
、
0
0
0
マ
 
 

ル
ク
支
給
さ
れ
る
。
こ
れ
は
企
業
－
六
の
最
低
水
準
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
 
 

う
。
企
業
－
二
で
は
、
障
害
の
程
度
に
よ
っ
て
ラ
ン
ク
分
け
さ
れ
、
各
パ
 
 

ー
セ
ン
ト
ご
と
に
七
〇
マ
ル
ク
支
給
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
一
〇
〇
％
で
あ
 
 

れ
ば
七
、
0
0
0
マ
ル
ク
に
な
る
け
 
こ
の
よ
う
に
重
度
障
害
者
の
退
職
・
解
 
 

雇
で
も
追
加
手
当
額
は
企
業
に
よ
り
異
な
る
。
 
 
 

そ
れ
以
外
の
追
加
手
当
は
さ
ま
ぎ
ま
で
あ
る
。
企
業
－
一
〇
、
一
二
お
よ
 
 

び
一
六
で
は
、
扶
養
義
務
の
あ
る
子
ど
も
な
い
し
は
無
職
の
配
偶
者
が
い
 
 

る
と
き
に
支
給
き
れ
、
企
業
一
〇
で
は
労
働
者
が
離
職
後
三
カ
月
た
っ
 
 

て
な
お
失
業
中
で
あ
れ
ば
、
離
職
時
の
賃
金
の
九
〇
％
に
達
す
る
ま
で
失
 
 

業
手
当
に
追
加
し
て
支
給
さ
れ
る
。
企
業
三
一
で
は
、
失
業
保
険
お
よ
 
 

び
老
齢
年
金
保
険
の
使
用
者
側
掛
け
金
相
当
分
が
支
給
さ
れ
る
。
人
事
部
 
 

の
説
明
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
賃
金
四
、
0
0
0
マ
ル
ク
の
労
働
者
で
二
万
マ
 
 

ル
ク
の
追
加
支
給
に
達
す
る
。
 
 

社
会
計
画
に
お
け
る
金
額
と
実
際
に
支
給
さ
れ
る
金
額
は
異
な
っ
て
い
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図 補償金額の比較  

100，000    マルク   

90，000  

80，000  

70，000  
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30，000  
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10，（X）0  

0  

∈≡≡∃事業所7＝ll  

労働者A  

出典：S．134．  

一
一
〇
 
 

の
点
に
閲
し
、
ド
イ
ツ
で
調
査
は
な
い
。
 
 

r
7
ノ
 
 
 

こ
の
点
で
、
ハ
マ
1
の
研
究
は
調
査
し
た
一
六
三
の
社
会
計
 
 

画
に
つ
き
具
体
的
な
補
償
金
額
を
挙
げ
て
い
る
点
で
有
益
で
あ
 
 

る
。
そ
れ
に
よ
り
八
〇
年
代
前
半
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
社
会
計
 
 

画
で
ど
れ
だ
け
の
資
金
が
支
出
さ
れ
た
か
と
い
う
実
態
を
知
る
 
 

こ
と
が
で
き
る
い
 
そ
れ
に
よ
れ
ば
産
業
分
野
ご
と
の
違
い
も
大
 
 

き
く
、
繊
維
産
業
で
は
三
分
の
二
の
労
働
者
が
支
給
さ
れ
た
補
 
 

償
金
は
五
、
0
0
0
マ
ル
ク
を
下
回
る
の
に
対
し
、
二
万
マ
ル
ク
 
 

を
上
回
る
労
働
者
は
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
化
学
産
業
 
 

で
は
労
働
者
の
四
分
の
一
は
四
万
マ
ル
ク
以
上
で
あ
り
、
わ
ず
 
 

か
に
一
〇
％
の
労
働
告
が
五
、
0
0
0
マ
ル
ク
以
下
に
止
ま
っ
て
 
 

い
る
ぐ
 
金
属
産
業
に
お
け
る
補
償
金
の
水
準
は
こ
の
二
つ
の
産
 
 

業
の
中
間
で
あ
る
。
 
 
 

他
の
研
究
 
（
ビ
ュ
7
テ
マ
ン
）
 
に
よ
れ
ば
、
一
九
七
∴
年
以
 
 

後
、
一
貫
し
て
補
償
金
の
平
均
柿
は
低
下
し
、
九
二
年
の
景
気
 
 

後
退
期
に
は
補
償
金
と
し
て
支
給
さ
れ
た
金
額
給
紙
は
人
件
費
 
 

の
一
％
に
あ
た
る
。
一
九
九
二
年
に
離
職
時
に
労
働
者
一
人
あ
 
 

た
り
で
支
給
さ
れ
た
補
償
金
は
平
均
で
一
、
四
〇
〇
マ
ル
ク
以
下
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

本
調
査
で
何
人
か
の
人
事
担
当
者
が
語
る
と
こ
ろ
に
ょ
れ
ば
、
 
 

労
働
者
が
自
発
的
に
退
職
し
た
時
に
は
企
業
－
二
で
は
社
会
計
 
 

画
が
定
め
る
金
額
に
一
〇
％
ほ
ど
上
乗
せ
し
、
企
業
二
で
 
 

は
解
雇
よ
り
も
六
、
0
0
0
マ
ル
ク
の
範
囲
内
で
上
乗
せ
さ
れ
て
 
 

い
る
。
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え
ら
れ
る
か
否
か
、
が
考
慮
さ
れ
る
り
 
 
 

前
者
の
人
選
に
関
し
て
、
企
業
－
二
一
で
は
、
予
定
し
て
い
た
削
減
が
 
 

大
量
解
雇
に
よ
っ
て
達
成
で
き
た
の
で
合
意
解
約
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
 
 

さ
ら
に
、
面
接
者
の
何
人
か
が
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
以
前
は
従
業
員
 
 

の
年
齢
構
成
が
、
解
雇
に
伴
う
福
祉
的
選
考
を
回
避
し
ょ
う
と
考
え
る
必
 
 

要
性
が
な
い
ほ
ど
に
「
健
全
」
 
で
あ
っ
た
 
（
企
業
二
、
一
一
）
。
ま
た
、
 
 

企
業
規
模
が
小
さ
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
解
雇
保
護
法
が
適
用
さ
れ
な
い
、
 
 

ま
た
仮
に
解
雇
を
し
て
も
社
会
計
画
策
定
が
義
務
づ
け
ら
れ
ず
に
福
祉
的
 
 

選
考
を
考
慮
し
な
く
て
も
す
む
企
業
で
は
、
人
員
削
減
の
方
法
で
解
雇
か
 
 

合
意
解
約
か
と
悩
む
こ
と
な
く
解
雇
が
行
わ
れ
る
。
 
 
 

さ
ら
に
、
七
〇
年
以
後
の
法
律
改
正
等
の
動
き
が
加
わ
る
。
以
前
は
社
 
 

会
計
画
を
策
定
す
る
義
務
付
け
は
現
在
よ
り
も
少
な
く
、
か
つ
、
補
償
金
 
 

は
も
っ
と
低
額
で
あ
っ
た
L
 
す
な
わ
ち
、
八
〇
年
代
初
め
の
雇
用
促
進
法
 
 

一
一
七
条
に
よ
り
、
支
給
停
止
期
間
（
R
u
h
e
s
t
a
t
b
e
s
t
a
n
d
）
の
概
念
が
導
 
 

入
さ
れ
、
八
五
年
の
事
業
所
組
織
法
改
正
 
（
一
一
二
条
a
）
 
に
よ
り
人
員
 
 

計
画
の
補
償
金
に
比
べ
て
ど
の
程
度
高
く
な
り
、
企
業
が
そ
の
負
担
に
耐
 
 

準
で
解
雇
に
比
べ
て
ど
の
程
度
自
由
に
で
き
る
か
、
解
雇
の
と
き
の
社
会
 
 

三
・
七
 
調
査
結
果
分
析
 
 
 

以
上
の
検
討
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
七
〇
年
代
と
異
な
り
、
現
在
で
 
 

は
合
意
解
約
は
人
員
削
減
の
例
外
的
方
法
で
は
な
く
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
方
 
 

法
で
あ
る
。
調
査
し
た
一
六
企
業
は
、
そ
れ
に
よ
る
結
論
を
一
般
化
す
る
 
 

に
は
足
り
な
い
サ
ン
プ
ル
数
だ
が
、
そ
れ
で
も
規
模
や
産
業
分
野
に
か
か
 
 

わ
ら
ず
、
こ
の
方
法
は
あ
ま
ね
く
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
 
 

用
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
と
き
に
は
、
誰
を
離
職
さ
せ
る
か
の
選
択
基
 
 

使
用
者
が
人
員
削
減
の
方
法
と
し
て
解
雇
で
は
な
く
、
こ
の
方
法
を
採
 
 

づ
い
て
支
給
さ
れ
る
補
償
金
と
の
差
額
が
問
題
で
あ
る
り
 
な
ぜ
な
ら
ば
、
 
 

労
働
者
は
同
じ
条
件
に
あ
る
他
社
の
補
償
金
誠
に
関
す
る
情
報
を
持
ち
合
 
 

わ
せ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
部
の
人
事
部
担
当
者
お
よ
び
従
 
 

業
員
代
表
に
関
し
て
も
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
者
が
合
意
解
約
提
 
 

案
を
受
け
入
れ
る
か
否
か
に
と
っ
て
、
そ
の
と
き
の
補
償
金
額
は
さ
ほ
ど
 
 

重
要
で
は
な
い
。
 
 
 

調
杏
企
業
の
な
か
で
企
業
二
お
よ
び
六
は
例
外
的
な
極
端
な
ケ
ー
ス
 
 

一
一
一
 
 
 

削
減
が
待
ち
受
け
て
い
る
と
き
に
は
、
使
用
者
に
よ
る
合
意
解
約
の
提
案
 
 

絶
対
額
が
重
要
で
は
な
く
、
む
し
ろ
解
雇
さ
れ
た
場
合
に
社
会
計
画
に
基
 
 

は
、
労
働
者
か
ら
肯
定
的
に
受
け
止
め
ら
れ
る
。
実
際
の
事
案
で
は
こ
れ
 
 

ら
の
事
情
が
す
べ
て
そ
ろ
う
こ
と
は
な
く
、
そ
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
に
関
 
 

連
す
る
。
従
業
員
代
表
の
関
与
が
な
か
っ
た
五
つ
の
企
業
で
も
事
情
は
さ
 
 

ほ
ど
変
わ
ら
ず
、
同
様
に
労
働
者
か
ら
提
案
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
 
 

そ
の
原
因
と
し
て
、
使
用
者
の
説
得
が
上
手
だ
っ
た
の
か
、
脅
L
か
、
そ
 
 

れ
と
も
金
銭
的
魅
力
に
よ
る
か
は
さ
ま
ぎ
ま
で
あ
る
が
。
 
 
 

影
響
を
及
ぼ
す
要
素
の
一
つ
で
あ
る
補
償
金
鶴
に
つ
い
て
み
る
と
、
や
 
 

削
減
に
あ
た
り
合
意
解
約
に
も
社
会
計
画
策
定
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
 
 

り
、
使
用
者
に
と
っ
て
合
意
解
約
の
方
法
に
よ
る
こ
と
の
金
銭
的
メ
リ
ッ
 
 

ト
は
乏
し
く
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
な
お
、
解
雇
を
行
っ
た
と
き
の
企
業
の
 
 

評
判
や
企
業
内
の
雰
囲
気
の
変
化
を
考
え
れ
ば
、
合
意
解
約
の
方
が
使
用
 
 

者
に
と
っ
て
望
ま
し
い
よ
う
で
あ
る
。
 
 

は
り
さ
ま
ぎ
ま
に
異
な
っ
て
考
慮
さ
れ
る
っ
 
労
働
者
に
と
っ
て
は
通
常
、
 
 

そ
し
て
従
業
月
代
表
が
そ
の
措
置
を
支
え
、
ま
た
は
た
と
え
企
業
に
残
っ
 
 
 

て
も
そ
の
企
業
に
将
来
性
が
乏
し
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
さ
ら
な
る
人
員
 
 

労
働
者
が
再
就
職
可
能
性
が
比
較
的
高
く
、
補
償
金
が
か
な
り
高
く
、
 
 



同 法（51－1）lほ  

の
主
観
的
な
事
情
が
相
互
に
か
ら
ま
る
。
あ
る
企
業
の
な
か
で
も
誰
に
ど
 
 

れ
だ
け
の
上
乗
せ
が
行
わ
れ
た
か
に
関
す
る
資
料
は
取
材
で
は
提
供
し
て
 
 

も
ら
え
ず
、
詳
し
い
実
情
は
わ
か
ら
な
い
。
 
 
 

こ
こ
で
は
個
々
人
の
任
意
の
決
断
が
問
題
と
な
る
。
解
雇
と
は
異
な
り
、
 
 

選
考
指
標
や
補
償
金
額
は
、
そ
の
合
意
の
効
力
に
と
っ
て
関
係
な
い
。
確
 
 

か
に
そ
の
労
働
者
に
特
別
な
解
雇
保
護
が
適
用
さ
れ
る
と
き
は
、
使
用
者
 
 

は
合
意
解
約
交
渉
に
あ
た
り
、
そ
れ
を
念
頭
に
は
置
い
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
 
 

そ
れ
が
ど
の
程
度
作
用
し
て
い
る
か
は
判
然
と
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
合
 
 

意
解
約
交
渉
は
個
別
に
行
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
評
価
・
検
討
は
難
し
い
。
 
 
 

労
働
法
上
の
解
雇
保
護
を
補
償
金
上
乗
せ
の
魅
力
に
よ
っ
て
労
使
間
で
 
 

渉
に
あ
た
っ
て
の
本
人
の
技
術
、
知
識
お
よ
び
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
覚
悟
な
ど
 
 

交
渉
で
き
る
立
場
に
あ
る
か
な
ど
の
客
観
的
事
情
、
そ
し
て
他
方
で
、
交
 
 

で
あ
る
。
企
業
二
で
は
人
事
部
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
社
会
計
画
が
低
い
 
 

水
準
の
補
償
金
だ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
そ
の
企
業
が
属
す
る
コ
ン
ツ
ェ
 
 

ル
ン
が
八
〇
年
代
半
ば
に
経
営
困
難
に
陥
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
 
 

結
果
、
人
月
削
減
措
置
で
は
社
会
計
画
に
基
づ
く
低
額
の
補
償
金
だ
け
で
 
 

済
ま
せ
た
。
そ
し
て
合
意
解
約
協
定
で
は
上
乗
せ
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
人
 
 

事
部
－
二
）
。
そ
れ
に
対
し
、
企
業
－
六
で
は
社
会
計
画
で
は
企
業
の
良
好
 
 

な
イ
メ
ー
ジ
の
ゆ
え
に
比
較
的
高
額
の
補
償
金
額
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
ベ
 
 

ー
ス
に
合
意
解
約
交
渉
が
個
別
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
二
祉
で
は
補
 
 

償
金
額
に
違
い
が
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
人
員
削
減
の
展
開
と
は
関
 
 

係
な
い
。
両
社
と
も
多
数
の
合
意
解
約
を
取
り
付
け
た
∩
 
 
 

こ
の
よ
う
に
補
償
金
の
絶
対
鮪
も
解
雇
時
と
合
意
解
約
の
補
償
金
放
の
 
 

差
額
も
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
っ
そ
こ
で
は
、
↓
 
 

方
で
、
そ
の
労
働
者
に
解
雇
保
護
が
及
び
使
用
者
に
対
し
て
強
い
姿
勢
で
 
 

四
 
改
革
お
よ
び
規
制
の
提
案
 
 

人
月
削
減
の
方
法
と
し
て
解
雇
に
よ
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
合
意
解
約
 
 

に
よ
る
べ
き
か
は
こ
れ
ま
で
も
議
論
さ
れ
て
き
た
。
労
働
法
上
は
、
「
現
在
 
 

の
運
用
実
情
に
よ
っ
て
、
現
行
解
雇
保
護
法
は
ど
の
程
度
回
避
さ
れ
て
い
 
 

る
か
、
こ
の
よ
う
な
雇
用
確
保
の
欠
陥
は
そ
の
よ
う
に
取
り
扱
う
こ
と
の
 
 

誘
因
に
な
っ
て
い
る
か
否
か
、
こ
の
よ
う
な
現
状
を
改
善
す
る
た
め
に
い
 
 

か
な
る
改
革
が
必
要
か
」
と
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ
る
。
以
下
で
こ
れ
を
 
 

検
討
す
る
し
 
 

四
・
一
立
法
政
策
的
議
論
－
解
雇
保
護
の
強
化
か
緩
和
か
、
 
 

合
意
解
約
を
規
制
す
る
か
 
 
 

七
〇
年
代
初
め
に
解
雇
保
護
法
改
革
を
め
ぐ
り
議
論
が
集
中
し
た
n
 
そ
 
 

れ
に
は
二
つ
の
背
景
が
あ
っ
た
。
第
一
に
、
社
会
民
主
党
自
由
民
主
党
 
 

連
」
凡
政
権
が
個
別
に
分
散
し
て
い
た
労
働
諸
立
法
を
統
合
す
る
こ
と
の
検
 
 

討
を
提
案
し
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
た
め
に
労
組
、
使
用
者
団
体
お
よ
び
 
 

州
政
策
担
当
者
で
構
成
き
れ
る
労
働
法
典
委
月
会
を
設
置
し
、
そ
の
検
討
 
 

作
業
を
委
託
し
た
。
そ
の
結
果
、
七
七
年
に
は
労
働
契
約
法
草
案
が
提
出
 
 

さ
れ
た
。
第
二
に
、
解
雇
保
護
法
に
対
し
、
特
に
組
合
側
か
ら
批
判
が
強
 
 

ま
っ
て
き
た
。
六
九
年
の
解
雇
保
護
法
（
一
条
二
項
）
 
改
正
に
ょ
り
、
労
 
 
 

償
金
支
払
法
」
 
と
し
て
の
意
味
に
変
わ
っ
て
い
る
。
 
 

一
一
二
 
 

男
い
取
る
こ
と
は
、
労
使
か
ら
は
悪
い
こ
と
と
は
受
け
止
め
ら
れ
て
い
な
 
 

い
。
解
雇
さ
れ
た
労
働
者
に
と
っ
て
、
社
会
計
画
に
基
づ
く
補
償
金
は
慰
 
 

み
料
と
し
て
の
意
義
を
有
す
る
。
関
係
者
に
と
っ
て
解
雇
保
護
法
は
「
補
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働
者
の
求
め
が
あ
れ
ば
福
祉
的
選
択
の
理
由
を
使
用
者
は
説
明
す
る
義
務
 
 

が
定
め
ら
れ
た
。
七
二
年
の
事
業
所
組
織
法
改
正
に
よ
り
、
人
事
上
の
個
 
 

別
措
置
に
あ
た
っ
て
従
業
員
代
表
の
共
同
決
定
権
が
強
化
さ
れ
た
。
と
〈
 
 

に
、
解
雇
に
際
し
て
従
業
月
代
表
の
意
見
を
聴
取
し
な
か
っ
た
と
き
に
は
 
 

解
雇
が
無
効
に
な
る
と
定
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
労
働
関
 
 

係
の
存
続
保
護
に
と
っ
て
効
果
が
弱
〈
、
実
際
に
は
使
用
者
は
補
償
金
を
 
 

支
払
え
ば
解
雇
で
き
る
と
い
う
補
償
金
支
私
法
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
批
 
 

判
が
組
合
側
か
ら
主
張
さ
れ
た
。
社
会
的
に
許
さ
れ
な
い
解
雇
で
も
実
際
 
 

に
労
働
者
が
職
場
に
復
帰
し
て
い
る
こ
と
は
少
な
い
。
こ
の
点
は
マ
ッ
ク
 
 

ス
・
ブ
ラ
ン
ク
研
究
所
の
調
香
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
 
 

よ
う
な
現
状
は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
の
七
〇
年
代
半
ば
以
後
、
特
に
労
組
 
 

の
強
い
関
心
に
な
っ
た
。
労
組
は
使
用
者
の
解
雇
の
自
由
が
制
限
さ
れ
て
 
 

き
た
と
い
う
歴
史
の
流
れ
を
さ
ら
に
促
進
し
て
、
か
つ
、
労
働
関
係
の
標
 
 

準
化
 
（
正
規
の
労
働
契
約
を
標
準
と
し
て
想
定
す
る
）
 
を
求
め
た
。
 
 
 

組
合
側
は
さ
ら
に
解
雇
保
護
の
た
め
に
現
行
の
継
続
雇
用
制
度
を
拡
張
 
 

し
て
、
従
業
員
代
表
が
解
雇
に
異
議
を
表
明
し
た
と
き
に
は
、
裁
判
で
解
 
 

雇
が
無
効
と
さ
れ
る
ま
で
使
用
者
に
当
該
労
働
者
を
引
き
続
い
て
雇
用
す
 
 

る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
、
い
わ
ゆ
る
継
続
雇
用
の
一
般
化
を
提
案
す
る
。
 
 

こ
れ
は
労
組
の
み
な
ら
ず
七
七
年
の
労
働
法
典
委
月
全
の
提
案
に
も
含
ま
 
 

れ
て
い
る
。
労
組
は
さ
ら
に
解
雇
に
対
し
従
業
月
代
表
が
異
議
を
表
明
し
 
 

た
と
き
、
使
用
者
が
そ
の
労
働
者
を
解
雇
す
る
に
は
使
用
者
側
が
、
当
該
 
 

労
働
者
の
解
雇
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
裁
判
で
請
求
す
る
こ
と
が
必
要
と
 
 

な
る
よ
う
に
解
雇
訴
訟
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
も
し
そ
う
 
 

な
れ
ば
解
雇
は
一
層
困
難
と
な
り
、
使
用
者
が
労
働
者
を
解
雇
し
よ
う
と
 
 

す
れ
ば
合
意
解
約
の
方
法
に
頼
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
そ
の
と
き
に
は
合
 
 

意
解
約
の
補
償
金
額
は
上
昇
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
 
 

㌃
ヱ
 
 
こ
の
よ
う
な
提
案
の
延
長
で
、
組
合
側
は
さ
ら
に
小
規
模
事
業
所
条
項
 
 

を
廃
止
し
、
小
規
模
事
業
所
の
労
働
者
に
も
大
規
模
事
業
所
と
同
様
な
解
 
 

雇
保
護
を
適
用
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
ま
た
、
合
意
解
約
と
の
関
 
 

係
で
は
、
法
律
に
ょ
り
例
え
ば
三
日
間
ま
た
は
一
週
間
以
内
の
取
消
権
を
 
 

労
働
者
に
認
め
、
労
働
者
が
性
急
に
判
断
し
た
り
、
ま
た
説
明
不
足
の
ま
 
 

ま
で
同
意
し
た
場
合
に
事
後
の
取
消
を
認
め
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
ま
た
 
 

し
ば
し
ば
合
意
解
約
が
解
雇
の
代
替
手
段
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
認
 
 

識
の
も
と
に
合
意
解
約
に
も
従
業
員
代
表
の
関
与
 
（
事
前
の
意
見
聴
取
）
 
 

を
認
め
る
こ
と
も
提
案
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

労
組
、
使
用
者
団
体
お
よ
び
州
担
当
者
を
交
え
た
労
働
法
典
委
月
全
や
 
 

組
合
が
こ
の
よ
う
な
改
革
を
提
案
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
、
使
 
 

用
者
団
体
の
賛
同
を
得
ら
れ
ず
、
法
律
と
し
て
結
実
し
な
か
っ
た
け
 
六
九
 
 

年
以
来
、
社
会
民
主
党
が
与
党
の
一
員
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
 
 

組
の
要
請
を
法
律
に
さ
せ
る
と
い
う
取
組
は
功
を
奏
さ
な
か
っ
た
。
社
会
 
 

民
主
党
専
門
家
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
よ
く
あ
る
与
党
内
で
の
妥
協
 
 

の
結
果
で
あ
る
。
 
 

∪
 
 
 

し
か
し
、
八
〇
年
代
に
入
り
保
守
派
へ
の
政
権
交
代
と
新
古
典
派
の
台
 
 

頭
と
い
う
時
代
状
況
の
な
か
で
、
議
論
の
流
れ
が
変
わ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
 
 

民
主
同
盟
を
中
心
と
す
る
コ
ー
ル
政
権
は
、
八
五
年
に
就
業
促
進
法
（
B
e
s
・
 
 

C
h
巴
t
i
g
亡
n
g
S
f
箸
d
e
r
u
n
g
s
g
e
s
e
t
z
）
を
制
定
し
た
の
を
手
始
め
に
一
連
の
 
 

法
改
正
を
行
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
法
改
正
は
解
雇
保
護
法
に
は
及
ば
な
 
 

か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
九
二
年
の
法
曹
大
会
は
解
雇
保
護
法
の
あ
 
 

り
方
を
シ
ン
ポ
・
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
議
論
し
、
見
解
の
対
立
図
式
が
 
 

明
ら
か
に
な
る
。
こ
れ
を
表
－
に
整
理
し
た
。
つ
ぎ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
 
 

一
一
三
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表7 労働法上の改革論議の基本見解  

法典化派   標準化派   規制緩和派   再規制派   

現行労働法の規  ・現在の雇用の  ・現在の雇用の  ・個人の権利を  

改  
拡大および・選  

いしは部分的修  ・雇用関係の標  る。   択させる。  

草   正   準を定める。  ・人事政策上の  ・労働法の「近   

‖  決定を契約当  

標  
事者の判断に  

大幅にまかせ  

るD   

・′ト規模事業所  りJ、規模事業所  ・小規模事業所  りJ、規模事業所  

条項の維持   条項の廃止   条項の拡大   条項の廃止  

中  ・明らかに無効  ・中断のない継  ・福祉的（社会  ・労働者概念の   
心  
提   な解雇に閲し  続雇用と解約  的）選択の制  再規定   
案   てのみ継続雇  訴訟   限   

l   用   ・補償金支払義  ・事業所レベル   

解  
雇   ・福祉的（社会  務の一般化   での共同決定   

痘   的）選択の具  の制限  

休化  ・社会計画策定  

義務の廃止   

期限付き  ・現行法の維持  ・期限付きの現  ・期限付きの可  ・期限なしを求   

の可能性  状を制限する。  能性の拡大   める権利付与   

▼合意解約  

」   
出典：S．150．  

一
一
四
 
 

解
を
解
説
す
る
。
表
8
は
、
 
 

こ
れ
ら
の
見
解
を
二
つ
の
軸
 
 

で
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

州
 
法
典
化
 
（
K
O
d
i
f
一
 
 

i
z
i
e
r
u
n
g
）
派
 
－
 
こ
れ
は
 
 

労
働
法
学
者
の
代
表
的
立
場
 
 

で
あ
り
、
作
業
チ
ー
ム
で
法
 
 

改
正
提
案
を
行
っ
て
い
る
。
 
 

彼
ら
は
現
行
法
を
基
本
的
に
 
 

支
持
し
っ
つ
、
法
律
条
文
で
 
 

あ
い
ま
い
な
表
現
の
規
範
内
 
 

容
を
法
律
で
明
確
化
す
る
こ
 
 

と
を
提
案
す
る
。
解
雇
保
護
 
 

に
つ
き
小
規
模
事
業
所
条
項
 
 

を
引
き
続
い
て
残
し
、
継
続
 
 

雇
用
義
務
は
解
雇
が
明
ら
か
 
 

に
無
効
で
あ
る
よ
う
な
場
合
 
 

に
限
り
認
め
る
よ
う
に
限
定
 
 

す
る
。
合
意
解
約
手
続
き
は
 
 

書
面
に
よ
る
こ
と
と
し
、
取
 
 

消
権
の
導
入
を
支
持
す
る
。
 
 
 

0
0
 
標
準
化
 
（
N
O
r
・
 
 

m
a
－
i
s
i
e
r
u
n
g
）
 
派
 
－
 
ド
 
 

イ
ツ
労
働
組
合
同
盟
は
九
二
 
 

年
法
曹
大
会
に
あ
た
り
、
七
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表8 改革論議グループの分類  七
年
に
法
案
と
し
て
ま
と
め
た
従
来
の
見
解
を
整
理
し
て
態
度
表
明
し
た
ぐ
 
 

そ
の
基
本
は
解
雇
保
護
法
の
適
用
範
囲
を
小
規
模
事
業
所
な
ど
に
も
拡
大
 
 

す
る
こ
と
で
あ
り
、
継
続
雇
用
義
務
が
使
用
者
に
生
じ
る
ケ
ー
ス
を
拡
大
 
 

さ
せ
る
。
ま
た
解
雇
が
有
効
で
あ
る
た
め
に
は
使
用
者
側
か
ら
そ
の
た
め
 
 

の
提
訴
を
さ
せ
る
こ
と
、
正
当
な
解
雇
で
も
使
用
者
に
補
償
金
支
払
を
義
 
 

務
づ
け
る
こ
と
、
取
消
権
の
法
制
化
を
提
案
す
る
。
 
 
 

さ
ら
に
、
期
限
付
き
労
働
契
約
の
締
結
に
は
従
業
員
代
表
の
同
意
が
必
 
 

要
か
、
ま
た
は
使
用
者
が
そ
れ
は
客
観
的
な
根
拠
に
基
づ
く
こ
と
を
証
明
 
 

す
る
こ
と
を
求
め
る
。
こ
の
よ
う
な
労
組
の
発
想
の
基
本
に
は
、
期
間
の
 
 

定
め
の
な
い
所
定
労
働
 
 

労 働 者 保 護 の  

現状維持／縮小   現状維持／拡大   

標維  
準  法 典 化 派  標準化派   
的持  
労  

働  
関解  
係  規制緩和派 再規制派   
の消  

出典：S．153．  

時
間
働
〈
正
規
労
働
者
 
 

を
標
準
的
労
働
関
係
と
 
 

し
て
理
解
し
、
で
き
る
 
 

限
り
そ
れ
を
基
本
に
考
 
 

え
、
労
働
者
が
希
望
す
 
 

る
限
り
そ
の
雇
用
形
態
 
 

が
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
 
 

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
 
 

と
考
え
て
い
る
こ
と
に
 
 

よ
る
。
 
 
 

い
 
規
制
緩
和
派
 
 
 

－
 
彼
ら
は
コ
ー
ル
政
 
 

権
の
諮
問
委
月
会
答
申
 
 

と
い
う
形
で
見
解
を
表
 
 

明
し
て
い
る
。
基
本
的
 
 

考
え
は
、
労
働
者
保
護
を
緩
和
し
、
労
働
契
約
の
終
了
や
期
限
付
き
を
当
 
 

事
者
の
自
由
な
判
断
・
交
渉
に
委
ね
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
解
雇
保
護
法
 
 

の
適
用
範
囲
を
限
定
し
、
整
理
解
雇
に
お
け
る
福
祉
的
選
考
に
つ
き
使
用
 
 

者
の
裁
量
を
拡
大
す
る
、
人
事
上
の
個
別
措
置
に
あ
た
り
従
業
員
代
表
の
 
 

共
同
決
定
権
を
制
限
す
る
、
社
会
計
画
策
定
義
務
が
生
じ
る
ケ
ー
ス
を
限
 
 

定
す
る
、
合
意
解
約
手
続
き
に
関
し
て
は
規
制
は
要
ら
な
い
と
す
る
。
 
 
 

こ
れ
に
分
類
さ
れ
る
論
者
の
一
人
と
し
て
、
マ
ー
ブ
ル
ク
労
働
裁
判
所
 
 

所
長
り
ユ
ー
レ
が
い
る
。
彼
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
一
般
的
な
解
雇
保
護
法
 
 

を
廃
止
し
、
代
わ
っ
て
解
雇
理
由
の
い
か
ん
に
関
係
な
〈
使
用
者
に
補
償
 
 

金
支
払
を
義
務
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
。
補
償
金
額
は
勤
続
年
数
に
対
応
さ
 
 

せ
る
り
 
彼
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
現
行
の
解
雇
保
護
法
の
予
防
的
機
能
は
低
 
 

く
評
価
き
れ
、
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
当
事
者
に
透
明
性
の
高
い
処
理
方
法
 
 

を
勧
め
る
。
こ
れ
は
使
用
者
の
解
雇
の
自
由
を
拡
大
し
、
解
雇
紛
争
を
金
 
 

銭
で
解
決
す
る
こ
と
の
提
案
で
あ
る
。
 
 
 

0
 
再
規
制
派
 
－
 
数
人
の
社
会
科
学
者
、
法
律
家
お
よ
び
人
事
管
理
 
 

研
究
者
 
（
ミ
ュ
ツ
ケ
ン
ベ
ル
ガ
ー
や
マ
テ
ィ
ア
ス
・
エ
ト
ア
ー
ル
ら
）
 
が
 
 

共
同
研
究
で
新
し
い
構
想
を
提
案
し
て
い
る
い
そ
れ
は
、
一
方
で
労
働
法
 
 

を
「
近
代
化
」
し
、
他
方
で
、
達
成
さ
れ
た
社
会
的
安
定
を
維
持
・
拡
大
 
 

す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
関
心
は
、
伝
統
的
な
解
雇
保
護
で
は
な
く
、
 
 

雇
用
形
態
の
多
様
化
の
な
か
で
正
規
労
働
者
以
外
に
も
保
護
を
拡
大
す
る
 
 

こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
社
会
経
済
的
な
構
造
変
化
の
な
か
で
生
じ
て
 
 

い
る
保
護
の
欠
陥
を
補
お
う
と
す
る
む
 
 
 

マ
テ
ィ
ア
ス
・
エ
ト
ア
ー
ル
は
、
す
べ
て
の
期
限
付
き
労
働
者
に
、
そ
 
 

の
契
約
期
間
終
了
後
に
使
用
者
に
対
し
て
企
業
内
で
引
き
続
い
て
雇
用
さ
 
 

れ
る
可
能
性
を
主
張
す
る
権
利
を
認
め
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
企
業
内
で
 
 

一
一
五
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空
き
ポ
ス
ト
が
で
き
た
と
き
に
、
優
先
的
に
そ
の
者
の
配
属
が
考
慮
さ
れ
 
 

る
請
求
権
を
裁
判
で
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
（
安
定
化
権
く
e
r
s
t
e
t
i
g
u
n
g
・
 
 

s
r
e
c
h
t
）
。
こ
の
よ
う
な
発
想
の
背
景
に
は
、
期
限
付
き
雇
用
は
企
業
運
営
 
 

上
の
必
要
悪
と
し
て
な
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
、
そ
れ
を
認
め
た
 
 

上
で
次
善
の
策
と
し
て
、
こ
れ
を
提
案
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
彼
ら
が
つ
ぎ
 
 

に
安
定
し
た
期
限
の
定
め
の
な
い
雇
用
に
就
く
こ
と
を
援
護
す
る
。
こ
の
 
 

提
案
に
は
賛
否
が
激
し
く
対
立
し
て
い
る
。
 
 

四
ニ
ー
合
意
解
約
に
関
す
る
規
制
提
案
 
 
 

現
状
で
は
合
意
解
約
に
関
し
て
は
ま
っ
た
く
法
的
規
制
が
な
い
。
そ
れ
 
 

を
変
え
る
と
い
う
提
案
は
、
人
月
削
減
と
い
う
状
況
の
な
か
で
使
用
者
の
 
 

発
意
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
合
意
解
約
に
対
し
て
大
量
解
雇
に
適
用
さ
れ
て
 
 

い
る
規
制
を
拡
張
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
し
 
具
体
的
に
い
え
ば
、
そ
 
 

れ
が
事
業
所
組
織
法
一
N
一
条
の
事
業
所
変
更
に
該
当
す
る
か
ぎ
り
、
ま
 
 

た
は
解
雇
保
護
正
二
七
条
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
従
業
員
規
模
を
超
え
て
、
 
 

解
雇
保
護
法
お
よ
び
事
業
所
組
織
法
を
拡
張
し
て
適
用
す
る
こ
と
を
考
え
 
 

て
い
る
り
 
こ
の
よ
う
な
提
案
の
背
後
に
は
、
人
員
削
減
の
際
に
合
意
解
約
 
 

の
方
法
に
よ
る
こ
と
は
解
雇
保
護
法
の
適
用
回
避
が
意
図
さ
れ
て
お
り
、
 
 

効
果
的
な
職
場
保
持
の
た
め
に
〓
疋
の
歯
止
め
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
 
 

が
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
改
革
提
案
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
。
提
案
さ
 
 

れ
て
い
る
内
容
を
列
挙
す
る
と
、
つ
ぎ
の
四
点
で
あ
る
。
①
合
意
解
約
の
 
 

話
し
合
い
で
使
用
者
に
、
労
働
者
が
そ
れ
に
同
意
し
た
場
合
の
法
的
効
果
 
 

を
説
明
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
こ
と
、
②
話
し
合
い
に
あ
た
り
、
使
用
 
 

者
が
提
案
し
た
後
に
労
働
者
が
そ
れ
に
応
じ
る
か
否
か
を
考
慮
す
る
期
間
 
 

一
一
六
 
 
 

を
与
え
る
、
ま
た
は
一
旦
労
働
者
が
応
じ
て
も
、
一
定
期
間
内
で
あ
れ
ば
 
 

事
後
に
一
方
的
に
取
り
消
す
権
利
を
法
律
に
よ
っ
て
認
め
る
こ
と
 
－
 
こ
 
 

れ
は
ド
イ
ツ
労
働
組
合
同
盟
の
法
律
改
正
案
に
含
ま
れ
て
い
る
。
③
従
業
 
 

月
代
表
の
関
与
を
義
務
づ
け
る
。
こ
れ
は
緑
の
覚
の
改
正
案
に
含
ま
れ
て
 
 

い
る
。
④
合
意
解
約
の
合
意
が
成
立
し
て
も
、
労
働
者
が
事
後
に
そ
れ
に
 
 

異
議
を
述
べ
る
と
き
に
は
裁
判
で
合
意
が
公
平
で
あ
る
か
否
か
を
審
査
で
 
 

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
 
ー
 
こ
れ
は
連
邦
労
働
裁
判
所
長
官
ト
ー
マ
ス
・
 
 

デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
が
主
張
し
て
い
る
い
さ
ら
に
、
合
意
解
約
の
書
式
を
定
 
 

め
る
こ
と
が
多
く
の
論
者
か
ら
提
案
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
改
革
提
案
は
、
使
用
者
の
イ
ニ
シ
ア
で
実
施
さ
れ
る
合
意
解
 
 

約
が
実
際
に
は
必
ず
し
も
当
事
者
間
の
対
等
な
交
渉
で
は
な
い
と
い
う
認
 
 

識
に
基
づ
い
て
い
る
。
使
用
者
は
通
常
、
労
働
者
に
比
べ
て
専
門
的
知
識
 
 

で
上
回
り
、
合
意
解
約
は
日
常
茶
飯
事
で
あ
る
。
ま
た
、
職
場
に
お
け
る
 
 

構
造
で
優
位
し
た
立
場
に
あ
り
、
労
働
者
に
圧
力
を
か
け
る
さ
ま
ぎ
ま
な
 
 

可
能
性
を
持
つ
。
そ
こ
で
、
合
意
解
約
交
渉
で
両
当
事
者
の
利
害
が
調
整
 
 

さ
れ
る
に
は
労
働
者
側
に
特
別
な
安
全
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
 
 

と
論
者
は
主
張
す
る
。
し
か
し
、
彼
ら
も
合
意
解
約
の
現
状
を
否
定
す
る
 
 

わ
け
で
は
な
い
。
 
 
 

そ
れ
に
対
し
、
現
状
で
足
り
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
そ
の
主
張
者
は
 
 

現
在
の
労
使
の
合
意
解
約
が
不
公
平
で
あ
る
と
は
見
ず
、
任
意
の
対
等
な
 
 

交
渉
で
あ
り
、
民
法
で
十
分
に
保
護
さ
れ
て
い
る
と
理
解
す
る
。
「
労
働
者
 
 

は
使
用
者
の
合
意
解
約
提
案
に
対
し
て
ノ
ー
と
い
え
る
立
場
に
な
る
。
必
 
 

要
と
あ
ら
ば
考
慮
す
る
猶
予
期
間
を
使
用
者
に
求
め
れ
ば
い
い
。
使
用
者
 
 

が
不
公
正
な
方
法
に
訴
え
る
な
ら
ば
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
を
社
会
に
 
 

訴
え
る
勇
気
が
必
要
で
あ
る
。
解
雇
保
護
法
は
合
意
解
約
に
よ
っ
て
回
避
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さ
れ
て
は
い
な
い
。
当
事
者
間
の
合
意
に
基
づ
く
が
ゆ
え
に
必
要
な
い
だ
 
 

け
の
こ
と
で
あ
る
。
」
 
（
例
、
ヨ
ブ
ス
ト
フ
ベ
ル
ツ
ト
ゥ
ス
・
バ
ウ
ア
I
）
 
 
 

こ
の
点
に
閲
し
連
邦
政
肝
は
こ
の
間
、
二
点
で
法
改
正
を
行
っ
た
。
す
 
 

な
わ
ち
、
第
一
に
、
社
会
計
画
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
る
人
月
削
減
規
模
 
 

の
算
定
に
あ
た
り
、
そ
の
人
月
削
減
の
な
か
に
合
意
解
約
を
含
め
る
。
第
 
 

二
に
、
大
量
解
雇
に
あ
た
り
労
働
局
に
一
定
期
間
ま
で
に
届
け
出
る
こ
と
 
 

で
あ
る
。
前
者
の
企
業
規
模
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
合
意
解
約
を
行
う
こ
と
 
 

は
許
さ
れ
な
い
。
 
 

四
・
三
 
組
合
お
よ
び
使
用
者
団
体
の
見
解
 
 
 

人
月
削
減
の
方
法
は
企
業
レ
ベ
ル
で
決
定
さ
れ
る
が
、
労
働
組
合
が
働
 
 

き
か
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
働
き
か
け
の
方
法
は
、
組
合
員
で
あ
る
 
 

従
業
月
代
表
委
員
に
組
合
の
方
針
を
伝
え
て
協
力
を
要
請
す
る
こ
と
、
労
 
 

働
協
約
で
枠
組
み
を
規
制
す
る
こ
と
、
関
係
す
る
法
律
の
制
定
を
政
府
に
 
 

働
き
か
け
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
 
 
 

今
回
、
組
合
お
よ
び
使
用
者
団
体
の
見
解
を
知
る
た
め
に
、
著
者
は
一
 
 

九
九
七
年
に
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
に
取
材
し
た
。
訪
問
先
は
組
合
で
は
ド
 
 

イ
ツ
労
働
組
合
同
盟
お
よ
び
金
属
産
業
労
働
組
合
、
使
用
者
側
は
ド
イ
ツ
 
 

使
用
者
団
体
連
盟
お
よ
び
金
属
産
業
使
用
者
団
体
で
あ
る
。
労
使
に
と
っ
 
 

て
、
合
意
解
約
の
実
情
は
さ
ほ
ど
関
心
を
惹
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
組
 
 

合
側
で
は
、
合
意
解
約
の
実
情
を
だ
い
た
い
把
握
し
て
い
る
が
、
個
別
企
 
 

業
ご
と
の
人
月
削
減
に
お
け
る
合
意
解
約
の
具
体
的
な
数
字
は
把
握
し
て
 
 

い
な
か
っ
た
。
組
合
が
こ
の
課
題
の
実
情
を
知
っ
て
い
な
が
ら
深
入
り
し
 
 

よ
う
と
L
な
い
の
は
、
人
員
削
減
の
必
要
性
や
進
め
方
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
 
 

れ
の
企
業
や
事
業
所
の
置
か
れ
た
事
情
が
異
な
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
 
 

応
さ
せ
る
こ
と
を
諦
め
て
い
る
。
使
用
者
と
従
業
月
代
表
の
生
産
性
同
盟
 
 

（
P
r
O
d
u
k
t
i
く
i
t
警
s
k
O
a
≡
i
O
n
）
を
強
め
る
こ
と
は
縁
辺
労
働
者
の
犠
牲
 
 

の
う
え
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
も
異
議
を
挟
ま
な
い
。
そ
の
結
果
、
人
員
削
 
 

減
に
あ
た
っ
て
従
業
月
代
表
の
行
動
は
組
合
か
ら
牽
制
さ
れ
る
こ
と
は
な
 
 

い
。
組
合
は
、
人
月
削
減
に
あ
た
り
い
か
な
る
措
置
を
選
択
し
、
誰
を
離
 
 

職
候
補
と
L
て
人
選
す
る
か
は
企
業
内
の
問
題
と
し
て
当
事
者
労
使
の
判
 
 

断
に
任
せ
て
い
る
。
経
営
困
姓
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
多
数
の
労
働
者
が
 
 

解
雇
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
と
き
に
は
、
解
雇
か
ら
保
護
さ
れ
る
 
 

一
一
七
 
 
 

に
は
従
業
月
代
表
が
労
働
者
全
体
の
こ
と
を
考
慮
し
労
働
市
場
状
態
に
適
 
 

関
与
が
行
わ
れ
な
く
な
る
点
を
批
判
す
る
。
確
か
に
こ
の
方
法
に
よ
れ
ば
 
 

使
用
者
は
従
業
月
代
表
と
協
議
す
る
こ
と
な
し
に
個
別
に
労
働
者
と
話
を
 
 

つ
け
れ
ば
済
む
。
人
事
部
担
当
者
も
そ
こ
に
問
題
が
あ
る
と
は
受
け
止
め
 
 

て
い
る
。
し
か
し
、
使
用
者
側
が
行
う
措
置
を
従
業
月
代
表
に
情
報
提
供
 
 

し
て
い
れ
ば
、
何
ら
批
判
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
関
係
者
 
 

は
、
解
雇
に
比
べ
れ
ば
、
労
働
者
本
人
と
の
了
解
の
も
と
に
退
職
し
て
も
 
 

ら
う
こ
と
は
本
人
に
と
っ
て
も
社
会
調
和
的
な
、
関
係
者
に
無
難
な
方
法
 
 

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
取
材
し
た
関
係
者
は
、
人
月
削
減
措
置
の
決
定
 
 

過
程
お
よ
び
合
意
解
約
交
渉
で
、
労
働
者
は
適
切
な
補
償
金
を
受
け
取
っ
 
 

て
お
り
、
決
し
て
使
用
者
か
ら
不
意
打
ち
や
脅
し
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
 
 

と
見
て
い
る
。
 
 
 

従
業
月
代
表
は
、
実
際
に
は
企
業
内
に
お
け
る
組
合
の
軸
足
で
あ
る
。
 
 

場
の
判
断
に
任
せ
、
同
時
に
そ
の
取
扱
い
に
伴
う
責
任
を
負
わ
せ
る
と
い
 
 

う
考
え
に
よ
る
。
 
 

一
方
で
、
企
業
エ
ゴ
の
問
題
を
認
識
し
て
お
り
、
他
方
で
、
組
合
は
現
実
 
 

組
合
代
表
は
合
意
解
約
の
方
法
に
よ
る
人
月
削
減
で
は
従
業
月
代
表
の
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労
働
者
の
合
意
解
約
で
さ
え
も
、
さ
さ
い
な
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
状
況
な
の
で
、
組
合
が
従
業
員
代
表
に
対
し
て
人
員
削
減
 
 

へ
の
対
応
に
つ
き
意
見
を
述
べ
る
こ
と
は
な
い
。
組
合
は
せ
い
ぜ
い
労
働
 
 

者
に
対
し
て
、
使
用
者
の
合
意
解
約
提
案
に
対
し
て
性
急
に
署
名
せ
ず
、
 
 

よ
く
考
え
た
上
で
署
名
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
る
だ
け
で
あ
る
。
 
 
 

組
合
は
ま
た
労
働
協
約
に
よ
っ
て
規
制
す
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。
 
 

協
約
の
な
か
に
は
、
合
意
解
約
手
続
き
で
労
働
者
に
熟
考
期
間
や
取
消
権
 
 

を
認
め
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
事
例
が
あ
る
。
商
業
・
銀
行
・
保
険
労
働
 
 

組
合
の
協
約
が
そ
れ
に
当
た
る
。
組
合
の
担
当
者
い
わ
く
、
「
商
業
部
門
で
 
 

は
従
業
員
代
表
の
な
い
小
規
模
店
が
多
い
の
で
、
わ
ぎ
わ
ぎ
協
約
で
こ
れ
 
 

を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
」
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
定
め
を
置
く
協
約
は
少
 
 

な
い
。
金
属
産
業
労
組
も
そ
う
で
あ
る
。
担
当
者
い
わ
く
、
「
協
約
で
定
め
 
 

る
事
項
が
多
く
て
、
そ
こ
ま
で
手
が
回
ら
な
い
ご
 
 
 

こ
の
よ
う
な
組
合
員
に
対
す
る
働
き
か
け
や
協
約
に
よ
る
規
制
よ
り
も
、
 
 

こ
の
点
に
関
す
る
組
合
の
取
組
の
重
点
は
法
律
に
よ
る
規
制
で
あ
る
。
人
 
 

員
削
減
の
手
続
き
に
関
し
て
は
、
労
働
者
に
取
消
権
を
認
め
る
こ
と
、
合
 
 

意
解
約
の
書
面
様
式
を
定
め
る
こ
と
の
立
法
化
を
政
府
に
対
し
要
求
し
て
 
 

い
る
。
さ
ら
に
職
場
確
保
（
B
e
s
t
a
n
d
s
s
c
h
亡
t
N
）
 
の
た
め
に
、
特
に
継
続
 
 

雇
用
請
求
権
、
小
規
模
事
業
所
条
項
廃
止
、
異
議
申
立
権
を
規
定
す
る
こ
 
 

と
を
要
求
し
て
い
る
い
 
し
か
し
、
そ
れ
は
ま
だ
成
果
を
挙
げ
て
い
な
い
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
使
用
者
団
体
側
は
、
人
月
削
減
の
方
法
は
企
業
に
自
主
的
 
 

に
決
定
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
で
あ
る
。
し
か
も
、
使
用
者
が
単
 
 

独
で
決
定
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
立
法
 
 

に
よ
る
規
制
に
は
反
対
で
あ
る
。
使
用
者
団
体
は
こ
の
点
で
、
構
成
メ
ン
 
 

バ
ー
で
あ
る
個
別
企
業
や
団
体
に
対
し
、
こ
れ
に
関
す
る
法
律
改
正
の
動
 
 

一
一
八
 
 
 

き
な
ど
を
情
報
提
供
し
て
い
る
。
組
合
の
立
法
化
の
働
き
か
け
に
抵
抗
し
 
 

て
い
る
じ
 
 
 

使
用
者
団
体
の
代
表
は
、
合
意
解
約
の
現
状
に
関
す
る
評
価
と
し
て
つ
 
 

ぎ
の
二
点
を
指
摘
す
る
。
第
一
に
、
そ
れ
が
解
雇
に
比
べ
て
関
係
者
に
と
 
 

っ
て
紛
争
の
少
な
い
ソ
フ
ト
な
解
決
方
法
で
あ
る
と
し
、
そ
の
意
味
で
社
 
 

会
調
和
的
な
方
法
だ
と
見
る
。
第
二
に
、
補
償
金
の
う
ち
雇
用
喪
失
と
い
 
 

う
要
素
は
不
要
で
あ
る
と
見
る
。
そ
れ
で
も
労
働
者
個
々
人
の
再
就
職
可
 
 

能
性
を
考
慮
し
た
「
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
」
補
償
金
額
に
対
し
て
異
論
は
 
 

な
い
。
 
 
 

使
用
者
団
体
は
個
別
企
業
の
人
員
削
減
方
法
は
完
全
に
個
別
企
業
の
聖
 
 

域
と
し
て
そ
れ
に
介
入
す
る
こ
と
は
な
い
。
従
業
月
代
表
が
合
意
解
約
に
 
 

前
向
き
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
肯
定
的
に
評
価
す
る
り
 
 

∧
解
説
＞
 
 
 

本
研
究
は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
合
意
解
約
の
実
情
を
調
査
し
た
初
め
て
の
 
 

研
究
成
果
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
実
情
を
平
均
像
と
は
い
か
な
い
ま
 
 

で
も
お
お
よ
そ
の
姿
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
報
告
お
よ
び
分
 
 

析
で
あ
る
。
著
者
の
ハ
ル
ト
マ
ン
氏
の
研
究
は
、
人
月
削
減
に
閲
し
す
で
 
 

（
1
0
）
 
 

に
日
本
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
も
と
に
特
定
テ
ー
マ
に
つ
き
深
 
 

め
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
で
こ
の
点
の
実
態
を
知
れ
る
よ
う
な
研
究
を
紹
 
 

介
者
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
が
、
日
本
の
特
徴
を
知
る
う
え
で
参
考
に
 
 

な
る
研
究
で
あ
る
。
な
お
、
文
中
の
傍
線
は
紹
介
者
に
よ
る
。
以
下
に
、
 
 

本
稿
で
紹
介
し
た
こ
と
を
い
く
つ
か
の
点
で
整
理
す
る
。
 
 

一
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
合
意
解
約
の
特
徴
点
と
し
て
、
ド
イ
ツ
で
も
人
員
 
 
 

削
減
の
方
法
と
し
て
合
意
解
約
が
代
表
的
な
方
法
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
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手
続
き
で
従
業
員
代
表
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
、
従
業
 
 
 

月
代
表
が
し
ば
し
ば
労
働
者
に
対
し
て
退
職
勧
奨
に
応
じ
る
べ
き
こ
と
 
 
 

を
説
得
し
て
い
る
こ
と
、
労
働
者
が
退
職
勧
奨
に
応
じ
て
退
職
す
る
と
 
 
 

き
に
は
補
償
金
が
支
給
さ
れ
、
通
常
そ
れ
は
整
理
解
雇
さ
れ
た
場
合
に
 
 
 

支
給
さ
れ
る
補
償
金
の
額
よ
り
も
高
い
こ
と
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
産
業
 
 
 

に
よ
っ
て
は
労
働
協
約
で
合
意
解
約
手
続
き
を
規
制
し
、
使
用
者
が
そ
 
 
 

れ
を
労
働
者
に
提
案
し
た
後
に
労
働
者
に
熟
考
す
る
期
間
を
与
え
た
り
、
 
 

一
旦
労
働
者
が
合
意
解
約
に
同
意
し
て
も
事
後
に
一
定
期
間
内
で
あ
れ
 
 
 

ば
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
定
め
を
お
い
て
い
る
事
例
が
あ
る
こ
と
な
 
 
 

ど
を
指
摘
で
き
る
。
 
 

日
本
で
は
合
意
解
約
の
な
か
で
希
望
退
職
の
方
が
頻
繁
に
実
施
さ
れ
 
 
 

る
印
象
が
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
で
は
こ
の
点
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
 
 
 

い
。
本
稿
で
登
場
す
る
の
は
主
に
退
職
勧
奨
で
あ
る
。
 
 

二
、
こ
れ
を
日
本
に
お
け
る
合
意
解
約
手
続
き
と
比
較
す
れ
ば
、
共
通
点
 
 
 

と
し
て
、
人
員
削
減
に
あ
た
り
合
意
解
約
が
代
表
的
な
方
法
で
あ
る
こ
 
 
 

と
、
使
用
者
と
し
て
は
若
い
労
働
者
を
企
業
に
残
し
た
い
と
考
え
て
い
 
 
 

る
こ
と
、
使
用
者
が
労
働
者
に
対
し
て
退
職
勧
奨
を
行
う
と
き
、
形
の
 
 
 

上
で
は
労
働
者
が
「
同
意
」
し
て
も
、
そ
の
任
意
性
に
疑
問
を
持
た
れ
 
 
 

る
よ
う
な
事
態
が
し
ば
し
ば
あ
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
 
 

な
お
、
離
職
者
対
象
に
使
用
者
側
は
中
高
年
労
働
者
を
挙
げ
が
ち
で
 
 
 

あ
る
の
は
日
独
で
共
通
す
る
が
、
そ
の
理
由
に
は
日
独
で
共
通
す
る
事
 
 
 

情
と
異
な
る
事
情
が
あ
る
。
使
用
者
が
そ
の
理
由
と
し
て
労
働
者
の
年
 
 
 

齢
構
成
や
賃
金
水
準
に
比
較
し
た
労
働
能
力
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
挙
げ
 
 
 

る
点
は
共
通
す
る
。
た
だ
し
、
賃
金
水
準
と
労
働
能
力
の
ア
ン
バ
ラ
ン
 
 
 

ス
は
、
職
務
給
を
基
本
と
す
る
ド
イ
ツ
で
は
わ
ず
か
な
程
度
で
あ
る
と
 
 
 

推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
で
も
、
そ
の
こ
と
が
わ
ぎ
わ
ざ
指
摘
さ
れ
る
の
は
 
 
 

紹
介
者
に
は
意
外
で
あ
る
。
 
 

三
、
そ
れ
に
対
し
、
日
独
で
異
な
る
点
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
で
は
退
職
勧
 
 
 

奨
の
方
が
希
望
退
職
よ
り
も
頻
繁
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
こ
と
、
 
 
 

事
業
所
組
織
法
が
存
在
す
る
も
と
で
使
用
者
が
希
望
退
職
を
す
る
に
は
 
 
 

〓
疋
の
場
合
に
従
業
月
代
表
に
よ
る
規
制
を
う
け
る
こ
と
、
ま
た
人
月
 
 
 

削
減
に
伴
い
∵
足
の
場
合
に
社
会
計
画
策
定
を
義
務
づ
け
ら
れ
、
離
職
 
 
 

者
に
対
し
て
金
銭
に
よ
る
補
償
が
必
ず
行
わ
れ
る
こ
と
、
退
職
勧
奨
手
 
 
 

続
き
と
し
て
、
一
部
の
労
働
協
約
で
熟
考
期
間
や
取
消
権
の
定
め
を
お
 
 
 

い
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
で
き
る
。
 
 

た
だ
し
、
日
本
で
行
わ
れ
て
い
る
「
希
望
退
職
」
 
の
な
か
に
は
、
上
 
 
 

司
が
個
別
に
労
働
者
に
対
し
て
、
希
望
退
職
に
応
じ
る
こ
と
を
説
得
し
 
 
 

て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
見
方
に
よ
っ
て
は
、
退
職
勧
奨
と
さ
ほ
ど
違
 
 
 

い
は
な
い
。
 
 

四
、
こ
の
研
究
を
読
ん
で
紹
介
者
に
と
っ
て
意
外
で
あ
っ
た
の
は
、
合
意
 
 
 

解
約
に
あ
た
っ
て
の
従
業
月
代
表
の
対
応
姿
勢
で
あ
る
。
経
営
困
難
で
 
 
 

人
月
削
減
が
必
至
で
あ
る
と
い
う
状
況
の
も
と
で
は
、
従
業
月
代
表
は
 
 
 

退
職
す
る
労
働
者
の
利
害
と
同
時
に
、
そ
の
後
に
企
業
に
と
ど
ま
る
労
 
 
 

働
者
の
利
益
も
考
慮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
な
か
で
、
紹
介
者
か
ら
 
 
 

み
れ
ば
、
退
職
勧
奨
対
象
者
に
対
し
て
か
な
り
醗
な
働
き
か
け
を
行
っ
 
 
 

て
い
る
。
こ
の
点
で
は
、
労
働
組
合
は
こ
の
よ
う
な
と
き
に
従
業
月
代
 
 
 

表
に
労
働
者
全
休
の
利
益
を
擁
護
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
 
 
 

な
い
旨
を
語
っ
て
い
る
が
、
現
状
は
そ
の
よ
う
で
あ
る
。
 
 

五
、
本
稿
か
ら
日
本
へ
の
示
唆
と
し
て
、
退
職
勧
奨
に
あ
た
っ
て
は
労
働
 
 
 

協
約
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
熟
考
期
間
や
取
消
権
の
定
め
を
お
く
こ
と
は
 
 

一
一
九
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（
‖
）
 
 

有
用
で
あ
る
と
考
、
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
ド
イ
ツ
で
も
確
か
に
商
業
分
野
 
 

等
の
一
部
の
労
働
協
約
に
定
め
ら
れ
る
止
ま
っ
て
い
る
が
、
日
本
で
は
 
 

リ
ス
ト
ラ
の
一
環
と
し
て
し
ば
し
ば
手
荒
い
退
職
勧
奨
が
実
施
さ
れ
て
 
 

い
る
旨
報
道
さ
れ
て
お
り
、
な
か
に
は
労
働
者
が
不
本
意
な
が
ら
退
職
 
 

勧
奨
に
応
じ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
と
こ
 
 

ろ
、
そ
れ
に
対
し
て
考
え
得
る
規
制
方
法
と
し
て
は
適
切
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

合
意
解
約
に
限
ら
れ
な
い
が
、
ド
イ
ツ
で
は
整
理
解
雇
で
も
解
雇
さ
 
 

れ
る
老
に
対
し
て
社
会
計
画
策
定
に
基
づ
き
、
日
本
の
退
職
金
に
相
当
 
 

す
る
補
償
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
日
本
の
議
論
で
 
 

も
、
整
理
解
雇
に
あ
た
り
解
雇
さ
れ
る
労
働
者
に
対
し
て
金
銭
補
償
を
 
 

（
㍑
）
 
 

行
う
べ
き
こ
と
が
最
近
提
言
さ
れ
て
い
る
が
、
検
討
に
値
す
る
提
言
で
 
 

あ
る
と
考
え
る
。
経
営
困
難
に
起
因
す
る
人
月
削
減
で
は
解
雇
さ
れ
る
 
 

者
は
従
業
月
全
体
に
及
ぶ
不
利
益
を
集
中
し
て
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
 
 

の
で
あ
る
か
ら
、
代
償
と
し
て
金
銭
支
給
に
よ
り
そ
の
不
利
益
を
緩
和
 
 

す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。
 
 

（
1
）
 
こ
の
用
語
は
、
通
常
日
本
語
で
は
希
望
退
職
と
訳
す
こ
と
が
多
 
 

い
が
、
ド
イ
ツ
で
は
日
本
の
希
望
退
職
と
退
職
勧
奨
を
区
別
す
る
 
 

用
語
が
な
く
、
本
稿
で
は
退
職
勧
奨
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
 
 

こ
と
が
多
い
の
で
、
中
立
的
表
現
と
い
う
意
味
で
こ
の
訳
語
を
当
 
 

て
る
。
退
職
勧
奨
で
あ
る
こ
と
が
明
確
な
場
合
に
は
、
「
退
職
勧
奨
」
 
 

と
表
現
す
る
。
 
 

（
2
）
 
こ
の
内
客
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
補
償
計
画
と
表
現
す
る
の
が
 
 

ふ
さ
わ
し
い
内
容
で
あ
る
が
、
日
本
で
普
及
し
て
い
る
訳
語
方
法
 
 

に
従
い
こ
の
訳
語
を
充
て
る
。
 
 

一
二
〇
 
 
 

（
3
）
 
藤
内
和
公
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
従
業
員
代
表
の
タ
イ
プ
」
岡
山
 
 
 

大
学
法
学
会
雑
誌
四
七
巻
四
号
 
（
一
九
九
八
年
）
 
四
〇
七
頁
以
下
 
 
 

参
照
。
 
 

（
4
）
 
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
失
業
す
る
前
の
四
年
間
以
内
に
使
用
者
が
失
 
 
 

業
者
を
失
業
保
険
納
付
義
務
を
伴
っ
て
七
二
〇
日
以
上
雇
用
し
て
 
 
 

い
た
場
合
に
は
、
労
働
者
が
五
八
歳
到
達
後
の
期
間
に
つ
き
連
邦
 
 
 

雇
用
庁
が
六
二
四
日
を
上
限
と
し
て
失
業
手
当
を
支
給
す
る
。
た
 
 
 

だ
し
、
労
働
関
係
が
五
六
歳
到
達
前
に
終
了
し
た
と
き
は
こ
の
限
 
 

り
で
は
な
い
。
 
 

（
5
）
 
こ
の
点
は
意
外
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
で
も
高
齢
者
は
労
働
能
力
 
 
 

と
賃
金
水
準
に
隔
た
り
が
あ
る
と
い
う
認
識
の
よ
う
で
あ
る
。
 
 

（
6
）
 
な
お
、
二
〇
〇
一
年
七
月
現
在
、
l
 
マ
ル
ク
は
五
八
日
の
為
替
 
 

レ
ー
ト
で
あ
る
。
 
 

（
7
）
 
そ
の
内
答
は
、
深
山
明
『
ド
イ
ツ
経
営
補
償
計
画
論
』
 
二
九
九
 
 
 

五
年
、
森
山
書
店
）
 
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
レ
 
 

（
且
 
解
雇
規
制
は
従
業
月
数
一
〇
人
以
下
の
事
業
所
に
は
通
用
さ
れ
 
 
 

な
い
（
解
雇
保
護
法
二
三
条
一
項
）
。
ま
た
、
事
業
所
組
織
法
に
よ
 
 
 

れ
ば
、
従
業
月
数
五
人
未
満
の
事
業
所
で
は
そ
も
そ
も
従
業
員
代
 
 
 

表
委
員
会
を
設
置
す
る
必
要
が
な
く
、
従
業
員
数
二
〇
人
夫
満
の
 
 
 

事
業
所
で
は
整
理
解
雇
に
あ
た
り
使
用
者
は
従
業
月
代
真
に
通
知
 
 
 

す
る
義
務
が
な
く
、
ま
た
事
業
所
変
更
に
あ
た
り
従
業
月
代
表
と
 
 
 

交
渉
す
る
義
務
も
、
ま
し
て
社
会
計
画
を
策
定
す
る
義
務
も
な
い
。
 
 
 

詳
し
く
は
、
藤
内
和
公
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
従
業
員
代
表
の
活
動
・
 
 
 

三
」
労
旬
一
三
七
二
号
（
一
九
九
五
年
）
 
六
六
頁
参
照
。
 
 

（
9
）
 
こ
こ
で
中
心
と
な
る
の
は
、
ア
ド
マ
イ
ト
、
ハ
イ
ン
ツ
ユ
、
ツ
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エ
ル
ナ
ー
で
あ
り
、
そ
れ
に
批
判
的
な
論
者
は
、
オ
ッ
フ
ェ
、
ミ
 
 

ュ
ツ
ケ
ン
ベ
ル
ガ
1
、
キ
ッ
ト
ナ
ー
ら
で
あ
る
。
 
 

（
1
0
）
 
藤
内
和
公
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
人
月
削
減
手
続
き
」
岡
山
大
学
 
 
 

法
学
会
雑
誌
四
五
巻
四
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